
朝
鮮

の
過
去
を
め
ぐ
る
政
治
学

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
植
民
地
考
古
学
の
遺
産

裴

炯

逸

藤

原

貞

朗

訳

朝鮮の過去をめ ぐる政治学

一

韓
国

に
お
け
る
歴
史
編
纂
と
考
古
学
史

の
政
治
性

過
去
百
年
間

の
朝
鮮
半
島

の
歴
史
を
整
理

す
る
な
ら
、
次

の
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。
半
島

の
宗
主
権
と
領
土
が
、
ま
ず
、
外
国
の
侵
略
者
、
す
な
わ
ち
日
本

に
奪
わ
れ
た
。
こ
の
地
は
、
植
民
地
国
家
と

し
て
日
本
の
支
配
下
と
な
る
が
、

そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

ソ
ビ

エ
ト
連
邦

に
よ
り
解
放
さ
れ
る
。
し
か
し
、

朝
鮮
戦
争
を
経

て
、
南
北

に
分
割
さ
れ
る
運
命
と
な
る
。
引
き
続
く
社
会
的
か

つ
政
治
的
な
動
乱
は
、
朝
鮮
文
明

の
歩
み
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮

の
学
者
た
ち
の

ポ
ス
ト
　
コ
ロ
ニ
ア
ル

知
的
環
境
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
は
い
な
か

っ
た
。
実
際
、
脱
植
民
地
時
代
、

学

界

は
、
民

族

主
義

的

歴

史

学

派

「
民

族

史

学
」
(望
尋
朴
叫

巨
且
。
犀

ω魯
更

)
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。
朝
鮮
古
代
史

の
専
門
家

で
構
成
さ
れ
る
こ

の

学
派

の
代
表

は
、
李
丙
熹

(司
噌
匸亠

団
一

℃
団
O昌
αq
ー
ユ
O)、
金
載
元

(招
刈
剖

昏
8

9

器
遠

8
)、
李
基
白

(胡「刻
崩
「

く
一

一(一1び
m
①屏
)、
金
元
龍

(招
砲
豆。

屋

ヨ

芝

8

亠
団
8

αq
)
、

金

哲

竣

(招

羣

ス
τ

昏

目

○
げ
、。
〒
冒
昌
)
、

千

寛

宇

(温

哥

。
T

O
玩
8

丙
≦
9
『

二
)
、

金

貞

培

(招
碧

叫

}(
一ヨ

○
『
O
昌

ぴq
I
び
鋤
Φ
)

で
あ

る

。

考

古

学

、

古

代

史

、

そ

し

て

美

術

史

の

重

鎮

と

し

て
、

彼

ら

は

、

「
朝

鮮

の

(内
o
お
鋤
昌
)
」

ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

の
起

源

を

証

明

す

べ

く

、

遺

跡

や

モ

ニ

ュ

メ

ン
ト

を

発

掘

し
、

そ

こ

か
ら

出

た
物

的

証

拠

と

そ

の

「
科

学

的

」

説

明

と

を

与

え

て
き

た

。

彼

ら

の
民

族

主

義

的

な

理

解

に

よ

れ

ぽ

、

朝

鮮

史

は

、

ひ

と

つ

の
連

続

し

た

国

家

的

闘

争

(「
闘
争

史

(早
噌

朴

け
ゴ
o
冨

9

αq
芻

)
」
〉

と

し

て
記

述

し

う

る

の
だ

と

い
う

。

そ

う

し

た
史

観

の
も

と
、

外

国

の
侵

略

者

と

の
戦

争

　
　

　

が
、
朝
鮮
史

の
主
要
な
分
岐
点
と
し
て
選
択
さ
れ
た
。
隋

(六

一
二
年
)
と
唐

(六
四
五
年
)
な
ど

の
中
国

の
王
朝
や
契
丹
、
女
眞
な
ど

の
遊
牧
民
勢
力
、
さ

ら
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル

(
=

三
=

1

一
二
七
三
年
)
や
日
本

の
豊
臣
秀
吉

(
一
五

九
ニ
ー

一
五
九
七
年
)
と
の
戦
争
が
特
筆

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
朝
鮮

の
軍
隊
や
叛
乱
軍
を
統
率

し
た
武
将
が
、
朝
鮮
国
民
を
外
国

へ
の
隷
属
か
ら
救
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っ
た
文
化
的
英
雄
と
み
な
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
先

の
学
者
た
ち
に
よ
れ
ば
、

朝

鮮

の
国

民
的

戦

争

と
独

立
精

神

「朝

鮮
主

義
」
(丕
母

ス丁
潮

9
。
ω。口

9
二
邑

、
「朝
鮮
精
神
」
(丕
母
碧
4

0
げ
oω
8

9
8
αq。。ε

の
歴
史

は
、
数
百

び
い
き

年
来
、
伝
統
的

に
王
統
主
義
者
で
あ

っ
た
歴
史
編
纂
者
た
ち
の
中
国
贔
屓
、
す

な
わ
ち

「事
大

(斗
囲

ω巴
器
)」
(〔大
国

へ
の
〕
隷
属
意
識
)
の
態
度

に
よ

っ

て
、
隠
蔽
さ
れ
続
け
て
き
た
と

い
う
。
さ
ら

に
、
彼
ら
は
、
三
十
五
年
間

の
日

本
に
よ
る
植
民
地
史

の
強
制
に
よ

っ
て
、
朝
鮮

の
人
々
が
己

の
歴
史
と
民
族
的

ア
イ
デ

ソ
テ
ィ
テ
ィ
を
奪
わ
れ
た
こ
と
も
、

歴
史
編
纂
が
進
展
し
な
か

っ
た
原

　
ヨ

　

因
と
し
て
強
調
し
た
。

朝
鮮
戦
争
が
終
結
し
、
こ
う
し
た
愛
国
主
義
的
な
歴
史
家
が
、
大
韓
民
国
の

学
生
と
国
民

の
文
化
と
歴
史

の
教
育
方
針
を
指
導
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

っ
た
。
学
校
教
育
で
は
あ
ら
ゆ
る
局
面

に
お

い
て
、
彼
ら
の
教
科
書
が
採
用
さ

れ
、
太
古

の
時
代
以
来
、
朝
鮮

の
独
立

の
た

め
に
戦

っ
た
英
雄
や
殉
死
者
の
勇

　
ま

　

気
を
称
え
る
国
史
や
国
文
学
を
教
授
す
る
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
彼
ら
は
ま

た
、
文
化
財
管
理

の
た
め
の
各
種
委
員
会

「文
化
財
管
理
局
」

(・τ
糾
刈
屯
司
号

ヨ
琶
ゴ
≦
鉱
9。①
犀
≦
効
霞
ひq爵

)
に
も
参
加

し
、

国
民
的
な
独
立
戦
争
や
紛
争

の
場

と
な

っ
た
遺
跡
を
選
定
す
る
作
業
や
、
国
家

の
象
徴
と
し
て
保
存
し
、
復
元
し
、

じ

さ

つ

称
揚
す
べ
き
建
造
物
や
城
址
、
寺
刹
の
選
定

に
も
加
わ

っ
た
。
さ
ら
に
、

こ
う

し
た
委
員
会
で
は
、
国
家
の
休
日
と
し
て
指
定
す
べ
き
記
念
日
も
決
定
さ
れ
た
。

例

え
ば
、
朝
鮮

の
建

国
記
念

日

で
あ

る

「開
天
節

(川
母
矍

内
器
。同
。
『

U9

」
や

ハ
ソ
グ

ル
語

の
記
念

日

(「
ハ
ソ
グ

ル
の
日

(尋
量
せ

口
譽
讐
7

p
巴

」)
な
ど

で
、
前
者

は
紀
元
前

二
三
三
三
年

一
〇
月
三
日
、
後
者

は

一
四

四
六
年

一
〇
月
九
日
と
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

歴
史
家
に
よ

っ
て
推
進
さ
れ
た
民
族
主
義
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
武
力
や
大
統

領
選
挙

の
不
正
操
作
に
よ

っ
て
権
力

の
座

に
就
い
た
軍
事
政
権

に
よ

っ
て
強
く

持
ち
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
朴
正
熙

(叫
ぞ
司

勺
①
蒔

O
ゴ
8
αQ
去
Φρ
一
九
六

一
-

一
九
七
九
年
)、
全
斗
煥

(刃
匸丁
垂

9
8

∪
『
げ
零
磐
L

九
八
O
i

一
九
八
八

年
)、
盧
泰
愚

(上
司
。丁

Z
。
日
器
-芝
。
ρ
一
九
八
八
-

一
九
九
三
年
)
ら
、
歴
代

の
大
統
領
た
ち
は
、
継
続
的
に
独
裁
体
制
を
維
持
し
、
そ
の
在
任
期
間
は
、
総

計
で
三
十
年
間
も
続

い
た
。
こ
う
し
た
支
配
者
た
ち
は
、
自
ら
の
政
治
的
威
光

と
正
統
性
を
誇
張
す
べ
く
、
政
府

の
み
な
ら
ず
、
教
育
、

メ
デ

ィ
ア
、
そ
し
て

文
化
政
策
を
自
由

に
操
作
し
た
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
反
共
産
主
義
と
反
帝
国

主
義

の
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
掲
げ
る
軍
事
体
制
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
国
家

の
団
結
を
捏
造
し
て
み
せ
た
り
し
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
人
々
に
と

っ
て
い
ま

が

れ
き

だ
記
憶
に
新
し
い
こ
と
だ
ろ
う
が
、
朝
鮮
戦
争

の
瓦
礫

か
ら
復
興
し
た
韓
国

の

奇
跡
的
な
経
済
成
長
は
、
国
民
の
プ
ラ
イ
ド
を
高
め
、
共
通

の
歴
史
的
使
命

の

意
識
を
高
揚
す
る
の
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
教
育
や
文
化
政
策
、
さ
ら
に
は
独
裁
政
権
下
の
政
策
や

急
速
な
経
済
発
展

の
影
響
を
受
け
て
、
大
韓
民
国
は
、
二
〇
世
紀
に
国
民

の
ア

イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
そ
の
団
結
心
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
の
国
民
的
ア

イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
の
柱
は
、
単

一

(吐
d
己

$
昌
ε

か

つ
純
粋
な
朝
鮮
民
族
が

先
史
時
代

か
ら
存
在
し
、
そ
の
民
族
が
、
平
壌

(竭
蟠

℃
.《
O
昌
αQ
団
鋤昌
αq
)
を
中
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朝鮮の過去をめぐる政治学

心
に
、
中
国
北
東
部

の
吉
林

(4
噌

Ω
ま
口
亠
巨
)、
さ
ら

に
朝
鮮
半
島
北
部

に
勢
力
範
囲
を
も

つ

「古
朝
鮮

(
ヱ
ス亠母

H(O
Oび
OωO
昌
)」

の
領
土
を
統

一
支

　
ら

　

配
し
て
き
た
と
い
う
前
提
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
。
こ
の
神
話
的
な

「朝

鮮
」
民
族

の
創
始
物
語

の
中
心
と
な

っ
た

の
が
、

一
三
世
紀

に
記
録
さ
れ
た

　
　

　

『
三

國

遺

事

(居

号

。
T
朴

ω
四
ヨ
ひq
爵

因
昜

①
)
』

で

あ

る

。

そ

こ

で

は
、

天

子

「
桓

雄

(屠

・
τ

匡
≦
磐

§

ひq
)
」

と

「
熊

女

(号

瑁

d
コ
ひq
曙

o
)
」

の

間

に

生

ま

れ

た

「
檀

君

(吐

呈

↓
き

αq
巨

)
」

の
伝

説

が

語

ら

れ

て

い

る

の

で
あ

る
が

、

こ

の
朝

鮮

建

国

の
父

(号

丕

囚
=
五
。
)

た

る

「
檀

君

」

生

誕

が

、

紀

元

前

二

　
ア

　

三
三
三
年

に
起

こ
っ
た
奇
跡

で
あ
る
と
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、

朝
鮮
文
明

の
起
源
は
、
日
本

の
建
国
に
先
立
ち
、
さ
ら
に
は
古
代
中
国

の
始
原

に
も
迫
る
時
期

に
ま
で
溯

っ
て
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
朝
鮮

の

文
化
遺
産
と
国
家

の
歴
史
は
、
「古
朝
鮮
」
建
国
者

の

「檀
君
」
生
誕

の
日
に

溯

っ
て
、
「五
千
年

の
歴
史
」
を
有
す
る
と
今
日
で
も

一
般
的

に
記
述

さ
れ
る

　
　

　

に
至

っ
て
い
る
。

「檀
君
」
の
生
誕
は
、
単
な
る
伝
説
で
は
な
く
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

と
中
華
人
民
共
和
国

の
境
界
に
位
置
す
る
朝
鮮

で
最
も
高

い
白
頭
山

(明
匸丁
4

℃
器
耳
昜
穹
)
の
山
頂
で
起

こ
っ
た
こ
と
と

さ
れ

て
い
る
。
伝
統
的

に
、
朝
鮮

の
国
土

に
お
い
て
最
も
神
聖
な
山
と
み
な
さ

れ
て
い
る
白
頭
山

は
、
仏
教
と
道

教

の
信
仰

に
深
く
関
わ
る
山
で
も
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
山
は
、
北
朝
鮮
の
国
家

イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
で
あ

る

「主
体

(ス丁
刈

9
⊆
魯
㎡
)」
(独
立
と
団
結
)
を
表
象

す
る
聖
な
る
象
徴
と
し
て
も
特
権
化
さ
れ

て
き
た
。
革
命
的
共
産
主
義
者
た
ち

の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
「偉
大
な
る
指
導
者
」
た
る
金
日
成

(招
d己園

囚
巨

H〒

ω。口
㈹
)
が
、
こ
の
山

の
頂
上
か
ら
、
反
日
抗
戦

の
烽
火
を
揚
げ

た
と
さ
れ

て
い

　
ヨ

　

る
か
ら
で
あ
る
。

一
九
八
○
年
代
、
こ
の
山
は
、
「
親
愛
な
る
指
導
者
」
金
正

日

(招
碧
d己

一(
一bρ
O
げ
OP

αq
l=
)
が
生
誕
し
た

「
聖
地
」
と
し
て
さ
ら

に
神
聖

化
さ
れ
、
そ
の
山
奥

に
、
木
造

の
建
物
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
白
頭
山

は
、
北
朝
鮮

に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
、

マ
ル
ク
ス
主

義
思
想

に
も
、
そ
し
て
い
か
な
る
共
産
主
義
国
に
も
存
在
し
な
い

「伝
統
的
王

国
」
の
血
統
継
承

シ
ス
テ
ム
を
正
当
化
し
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。
か
く
し
て
、

現
在
、
朝
鮮

の
人
々
の
聖
な
る
故
郷
と
し
て
、
白
頭
山

は
、
北
朝
鮮
最
大
の
観

光
地
と
な

っ
て
い
る
。

「檀

君
」
に
よ
る
国
家
救
済
神
話

を
創
出

し
た

の
は
、
「大
保
教

(司
丕
。
皿

↓
器
9
8
σq麟
鴇
。
)」
と
い
う
宗
教

で
あ
る
。
こ
の
信
者
た
ち
は
、
日
本

の
侵
略

か
ら
朝
鮮
民
族
を
解
放
す
る
未
来

の
救
世
主
と
し
て

「檀
君
」
を
崇
拝
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
宗
教
が
創
始
さ
れ
た
の
は

一
九
〇
五
年
、
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
が

日
本

の
保
護
国
と
な

っ
た
年

の
こ
と
で
、
創
始
者

は
、
羅
詰

(幵
耄

Z
鋤臼
、

　
り
　

。一)
と
い
う
反
日
革
命
派

の
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者

で
あ

っ
た
。
今
日
、
朝
鮮

の

歴
史
家
は
、

こ
の
宗
教
と
、
反
日
運
動

の
指
導
的
立
場
に
あ

っ
た
知
識
人
、
申

采
浩

(4
刈
,互

ω
一昌
0
げ
矯鋤①
1ず
O
)
や
崔
南
善

(司
耳
・母

9

.8

2
餌日
-ω8
)

ら
と

の
間
に
、
知
的
な
繋
が
り
を
見
出
し
て
い
る
。
「朝
鮮
史
編
纂

の
父
」
と

し
て
尊
敬
さ
れ
た
彼
ら
が
、

一
九
三
〇
年
代

に
、
「独
立
」
「統

一
」
朝
鮮
国
家

の
民
族
的
起
源
を
古
代
神
話

に
求

め
る
理
論
を
は
じ
め
て
提
唱
し
た
か
ら
で
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あ
る
。
日
本
の
植
民
地
支
配
下
に
あ

っ
て
、
朝
鮮

の
政
治
的
独
立
を
求
め
た
国

民
主
義
的
な
知
識
人
の
思

い
が
、
歴
史
理
論

に
反
映
し
、
「檀
君
」

の
神
々
と

英
雄
が
支
配
し
た

「
栄
光
の
」
時
代
に
、
す

で
に
古
代
朝
鮮

の
神
聖
な
る
領
土

　む
　

が
確
定
し
て
い
た
と
い
う
思
想
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
民
族
主
義
的
歴
史

学
派
に
属
す
る
研
究
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
朝
鮮

の
新
た
な
民
族
史
を

「再

　ほ
　

発
見
」
し
た
の
だ
と
確
信
し
て
い
た
。
そ

の
民
族
史

は
、
「檀
君
」
の

「古
朝

鮮
」
に
起
源
を
も
ち
、
国
家

の
独
立
心
と
闘
争
心
を
共
有
す
る
血
筋

の
な
か
に

　ぬ
　

刻

み
込
ま
れ
て
き
た
も

の
な
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
来
、
朝
鮮

の
歴
史
家
た
ち
は
、
外
国
に
依

存
し
な

い
固
有

の
朝
鮮
文
明
の
太
古
性
、
お
よ
び
民
族
的
か
つ
文
化
的
な
優
越

性
と
そ
の
発
展
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
政
治
的
な
最
重
要
課
題
と
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
朝
鮮

の

「
歴
史
的
独
立
」
を
立
証

し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
彼
ら
歴

史
家
た
ち
は
、
日
本

の
植
民
地
時
代

に
行
わ
れ
た
考
古
学

・
歴
史
研
究
を
、
朝

鮮
か
ら
文
化
財
や
美
術
品
を
略
奪
し
た
学
術

レ
ベ
ル
で
の

「帝
国
主
義
的
」
陰

謀

(日
帝
御
用
学
者

d
己刈
司
暑
都
「叫

ぎ
げ
①
○
《
o昌
αq
冨
犀
冨
)
と
み
な
し
て
、

　あ
　

全
否
定
し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
熱
烈
な
反
植
民
地
主
義
的

う
た

な
調
子
と
は
裏
腹
に
、
民
族
的
純
粋
性
を
謳
う
現
代
朝
鮮

の
民
族
史

の
枠
組
み
、

民
族
的
特
質

の
恒
常
性
、
そ
し
て
国
家

の
歴
史
的
運
命
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
方
は
、
じ

つ
は
、
二
〇
世
紀
初
頭

の
日
本
植
民
地

の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
も
、

す
で
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
も

の
で
あ

っ
た
。
植
民
地
時
代
以
後

の
朝
鮮

の
歴

史
家
や
考
古
学
者

の
考
え
方

の
な
か
に
、

一
九

一
〇
年

の

「併
合
」
時
に
、
日

本
人
が

「朝
鮮
人
研
究
」
に
お
い
て
表
明
し
た
植
民
地
主
義
的
な
民
族
差
別
観

　め
　

の
基
本
的
枠
組
み
が
、
内
在
化
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
の
で
あ
る
。
と
り

わ
け
重
大
な
こ
と
に
、
朝
鮮
の
学
者
た
ち
は
、
満
洲
国
に
極
東
民
族
の
起
源
を

求
め
る
植
民
地
時
代

の
民
族
学
説
を
支
持
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
黒
龍
江
や

朝
鮮
北
部
に
住
む
原
住
民
に

「
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
」
起
源
を
認
め
る
仮
説

の
根

本
に
、
民
族
的
か
つ
植
民
地
主
義
的
な
偏
見
が
横

た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
全
く

　
レ
　

理
解

し
て
は
い
な
い
。
こ
の
民
族
理
論
は
、
「東
洋
学
」

の
開
拓
者

で
あ
る
白

　　
　

鳥
庫
吉
、
鳥
居
龍
蔵
、
そ
し
て
闖
野
貞
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
提
唱
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
民
族
誌
学
、
考
古
学
、
美
術
史
と
い
う
移
入
さ
れ
た
ぼ
か

り
の
西
洋

の
学
問
を
、
朝
鮮
半
島
に
応
用
し
た
最
初

の
研
究
者
で
あ
り
、
そ

の

歴
史
的
か
つ
民
族
的
な
研
究
を
、
朝
鮮
併
合
の
口
実
と
し
て
利
用
し
た
ぼ
か
り

　む
　

か
、
日
本

の
中
国
侵
略
を
正
当
化
す
る
た
め
に
も
利
用
し
た
の
で
あ

っ
た
。

朝
鮮

の
民
族
主
義
的
な
歴
史
編
纂

に
お
い
て
基
盤
と
な

っ
た
学
問
的
遺
産
は
、

こ
の
よ
う
に
、

一
九
世
紀
末
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
北
東
ア
ジ
ア
を

侵
略
し
た
大
日
本
帝
国
に
よ
る
植
民
地
主
義

の
遺
産
の
申
し
子
で
あ
る
こ
と
を

十
分

に
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
世
紀
の
変
わ
り
目
、
パ
イ
オ
ニ

ア
と
な

っ
た
日
本

の
植
民
地
学
者

た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野
に
お
い
て
、

実
地
研
究
を
行

い
、
そ

の
成
果
を
残
し
て
い
っ
た
。
そ
の
範
囲
は
、
宗
教
や
音

楽
、
風
俗
、
地
理
、
社
会
学
、
心
理
学
、
農
業
、
漁
業
、
財
政
学
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
東

ア
ジ
ア
の
歴
史
家
や
考
古
学
者
に
は
す
で
に
周
知

の
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
学
問
分
野
の
な
か
で
、
調
査
の
性
質
と
正
確
さ
、
そ
し
て
出
版
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朝鮮の過去をめぐる政治学

の
豊
富
さ
の
点

で
、
最
も
成
果
を
挙
げ
た
分
野
が
、
「朝
鮮
総
督
府
」
と

「朝

　　
　

鮮
古
蹟
研
究
会
」

に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
考
古
学

・
文
化
財
研
究
で
あ

っ
た
。

二

軍
人
、
学
者
、
官
僚

ー

植
民
地
時
代
の
朝
鮮
考
古
学
調
査

(
一
九
〇
五
-

一
九
四

五
)

　　
　

一
九
世
紀
末
期
、
「朝
鮮
」
政
府

は
、
三
国
時
代

(四
ー
七
世
紀
)
や
高
麗

(ヱ
司

内
。蔓
。
)
王
朝
以
前

(九

一
八
-

一
三
八
八
年
)
の
遺
跡

に
全
く
関
心

を
示
さ
ず
、
「両
班

(醜
σ壁

磯
餌口
αqげ
鋤
昌
)」

の
祖
先
崇
拝
儀
礼
に
関
わ
る
埋
葬

　お
　

塚
の
保
存
に
多
少
の
関
心
を
寄
せ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の

　
お
　

元
館
長

で
、
京
城

(
ソ
ウ
ル
)
(噌
層

ω
Φ。
色

帝
国
大
学

の
教
授
と
な

っ
た

藤
田
亮
策
は
、
こ
の
無
関
心

の
背
景

に
、
李
朝

(、
丕

厳

身
蠧
ω昌
)
に
お

け
る
儒
学
者
た
ち
の
文
書
優
先

の
態
度
が
あ

る
と
考
え
て
い
煙
。
実
際
、
儒
学

者
は
、
塔
や
石
碑
、
仏
像

に
刻
ま
れ
た
銘
文
を
研
究
す
る

「実
学
」

の
伝
統
に

従

っ
て
い
た
。
優
秀
な

「実
学

(刃
己赫
「

ω
一一一び
鋤
犀
)」
学
者

で
す
ら
、
先
史
時
代

　お
　

の
石
器
は
、
落
雷

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
人
間

の
手
で
は
な
く
、
自
然
が
作
り

出
し
た
も
の
だ
と
主
張
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
人
学
者

が
来
朝
す
る
以
前

の
朝
鮮
半
島
に
は
、
考
古
学
や
民
族
誌
学
と
し
て
今
日
知
ら

れ
て
い
る
学
問
は
、
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
朝
鮮
を

訪
れ
た
日
本

の
考
古
学
者
た
ち
は
、
異
口
同
音
に
、
こ
う
し
た
遺
物
や
遺
跡
に

対
す
る
過
去

の
王
朝

の
無
関
心
を
糾
弾
し
、

す
で
に
貴
重
な
建
造
物
が
多
数
、

　
め
　

失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
嘆

い
た
。

新
た
に
組
織
化
さ
れ
た
明
治
政
府
が
、
李
王
家
と
初
め
て
外
交
関
係
を
結
ん

だ

の
は
、

一
八
七
六
年

の
江
華
条
約
に
よ

っ
て
で
あ
る
。
日
本
の
知
識
人
や
学

者
た
ち
は
、
次
第
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本

の
役
割

の
変
化
を
理
解
し
、

朝
鮮
半
島

に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
八
九
四
ー

一
八
九
五
年

の
日
清

戦
争
の
後
、
彼
ら
は
、
朝
鮮
半
島
を
大
日
本
帝
国
と
そ
の
過
去

に
お
け
る
重
要

　　
　

な

一
部
と
認
識
し
、
研
究
を
開
始
す
る
。

一
九
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に

か
け
て
の
草
創
期
、
「朝
鮗
」
研
究

の
先
鞭
を

つ
け
た
の
は
、
白
鳥
庫
吉
と
鳥

居

龍
藻

で
あ

る
。
二

人

は
、
扶

餘

(早
φ

℃
ξ
。
)
や
高

句

麗

(ヱ
子
司

囚
oαq
⊆
蔓
○
)
に
お
け
る
部
族
や
、
檀
君
、
箕
子

(71
叫

霞
冨
)、
衛
満

(潮
略

芝
冨
き
)
と

い

っ
た

「朝
鮮
」

の
伝
説
、
さ
ら
に
は
、
漢

の
領
土

と
し
て
中

国
の
古
文
書

に
記
載
さ
れ
た
楽
浪

(骨
馨

Z
①町
き
ひq
)
に

つ
い
て
な
ど
、
多

　　
　

様
な
問
題
を
主
題
と
し
て
論
考
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
が
、
満
洲
や
中

国
な
ど
、
大
陸

へ
の
領
土
拡
大
の
野
望
を
膨
ら
ま
せ
る
に
し
た
が

っ
て
、
朝
鮮

　　
　

の
研
究

は
、

い
わ
ゆ
る

「満
鮮
史
」
研
究

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
満
洲
の
歴

史
や
地
理
の
研
究
と
と
も
に
総
合
的

に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

一
九

=

年
、
朝
鮮

の
歴
史
史
料
を
集
め
る
作
業

の

一
環
と
し
て
、
鳥
居

は
、

人
類
学
と
先
史
学
の
調
査
を
指
揮
す
る
任
務
に
就
き
、
予
定
さ
れ
て
い
た
教
科

書
編
纂
の
た
め
の
史
料
を
収
集

し
た
。
彼
は
、

一
九

一
一
年
か
ら

一
九

一
五
年

に
か
け
て
、
三
ヶ
月
ご
と
に
朝
鮮

に
赴
き
、
広
範
な
調
査
を
遂
行
す
る
。
朝
鮮

半
島
全
土
に
及
ん
で
、
写
真
撮
影
と

ス
ケ

ッ
チ
を
行

い
、
考
古
学
的
か

つ
民
族

誌
学
的
な
資
料
を
収
集
し
た
の
で
あ

る

(調
査
範
囲
は
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
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国
の
吉
林
地
方
に
も
及
ん
だ
)。
豊
富
な
政
府

の
財
政
援
助
を
得

て
、
彼
ら
初
期

の
学
者
た
ち
は
、
未
踏

の
地
を
訪
れ
る
場
合

と
同
じ
く
、
悪
名
高
き
憲
兵
隊
を

ひ

同
行
し
て
調
査
を
行

っ
た
。
ま
た
、
鳥
居
は
、

ロ
バ

に
荷
馬
車
を
牽
か
せ
て
、

輸
送
道
路
も
鉄
道
も
な
い
地
を
踏
査
し
た
こ
と
で
名
を
馳
せ
、
民
族
誌
学
的
資

料
や
歴
史
史
料
を
求

め
て
、
満
洲
と
モ
ン
ゴ

ル
、
さ
ら
に
は
シ
ベ
リ
ア
に
ま
で

足
を
延
ば
し
(麓
。
資
料
収
集

の

一
方
で
、
鳥
居

は
、
満
洲
と
朝
鮮
に
あ
る
多
数

の
先
史
遺
跡
と
遺
物
を
確
認
し
、
石
器
が
新

石
器
時
代

に
使
用
さ
れ
た
道
具
で

あ
る
こ
と
を
初

め
て
証
明
し
た
の
で
あ

っ
た
。

鳥
居

の
仕
事
を
引
き
継

い
だ
の
は
、
今
西
龍
と
黒
板
勝
美
で
あ
り
、
二
人
は
、

三
国
時
代

(号
号
刃
司

四
1
七
世
紀
)
に
溯

る
最
初

の
要
塞

と
古
墳

(ユ
廿τ

評
。ぴ
巨
)
を
突
き
止
め
た
。
彼
ら
の
発
見
に
よ
り
、
新
羅

(4
叫

ω
皀
鋤)
、
高

句
麗
、
百
済

(肅
「刈

℃
①Φ
O犀
Oび
①
)、
そ
し
て
楽
浪

の
陵
墓

の
存
在
が
確
認
さ

れ
た
の
で
あ
.魏
。
二
人
は
、
創
刊

し
た
ぼ
か
り
の

『史
学
雑
誌
』
や

『人
類
学

雑
誌
』
に
論
文
を
発
表
し
た
。
前
者
は
、
東
京
帝
国
大
学
、
後
者
は
東
京
人
類

学
会
が
発
行
す
る
雑
誌

で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
の
史
料
研
究
と
考
古

学
調
査
を
組
織
的
に
開
始

し
た
の
は
、

一
九
世
紀
末
期
の
東
京
帝
国
大
学

の
学

者
た
ち
で
あ

っ
た
。

一
八
八
四
年

(明
治
十
七
)
創
立

の
東
京
帝
国
大
学
人
類
学
会
が
、
は
じ
め

て
朝
鮮
に
派
遣
し
た
考
古
学
者

は
、
八
木
奘

三
郎
で
あ
る

(
一
九
〇
〇
年
)。
彼

　　
　

は
、
石
器
時
代

の
遺
跡

で
は
な
く
、
ド

ル
メ

ソ

(巨
石
墓
)
と
三
国
時
代
の
墳

墓
を
踏
査
し
た
。
保
護
国
条
約
締
結

の
三
年
前

に
あ
た
る

一
九
〇
二
年
に
は
、

す

で
に
、
関
野
貞
が
、
慶
州

(掴
スT

}(《
O昌
匹
⊆
)
や
ソ
ウ
ル
、
あ
る

い
は
開

城

(朗
沼
O

}〈鋤
ΦωO
口
ひq
)
な
ど
主
要
都
市

に
あ
る
寺
や
宮
、
門
や
社
を
調
査

し

て
い
た
。
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
の
学
者

で
、

一
級

の
技
師
に
し

て
、
歴
史
家
、
芸
術
家
、
建
築
家
で
あ

っ
た
関
野
が
、
東
ア
ジ
ア
美
術
史
と
建

　
あ
　

築
史
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
彼
は
単
独
で
調
査
を
行
い
、
し
か

も
、

一
九
〇
二
年

の
踏
査

は
わ
ず
か
二

ヶ
月
間

で
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
非
常

に
豊
か
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
調
査

の
後

に
彼
が
起
草
し
た
報
告
書
は
、
朝

こ
う
し

　あ
　

鮮
建
築
史
と
美
術
史

の
嚆
矢
と
な

っ
た
。
ま
た
、
彼
が
多
数
の
遺
跡

で
撮
影
し

た
写
真
は
、

一
九
世
紀

の
遺
跡
の
姿
を
そ
の
ま
ま
留
め
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
、

か
け
が
え

の
な
い
資
料
と
な

っ
て
い
る
。
彼
の
調
査

の
後
、
朝
鮮
本
土
で
繰
り

広
げ
ら
れ
た
度
重
な
る
戦
争
に
よ

っ
て
、
無
数

の
建
造
物
が
破
壊
さ
れ
、
失
わ

れ
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

考
古
学
調
査
と
発
掘
を
兼
ね
た
最
初
の
組
織
的
な

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
、

関
野
の
指
導

の
も
と
に
遂
行
さ
れ
た
の
は
、

一
九

一
〇
年
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
が

併
合
さ
れ
た
年

の
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島

の
各
地
方

に
存
在
す
る
古
代
建
築

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
調
査
し
た
の
は
、
谷
井
済

一
と
栗
山
俊

一
で
あ

っ
た
。
こ
の

学
術
調
査
は
、
総
督
府

に
よ
る
地
籍
調
査
と
連
動
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
日
本

に
よ
る
占
領
に
伴

い
、
総
督
府
は
日
本
人
技
師
を
派
遣
し
て
、
土
地
利
用
や
交

通
網
、
鉄
道
、
衛
生
工
事
、
下
水
工
事
、
採
掘

の
調
査
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
か
つ
て
の
王
国

の
主
要
都
市

で
あ
る
平
壌

(高
句
麗
)
、
開
城

(川

噌

国
器
ωoロ
αq
)
(高
麗
)、
慶
州

(新
羅
)、
扶
餘

(百
済
)
が
調
査
さ
れ

た
。
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図1黄 海道 ウンユ ル郡 の ドル メ ン(朝 鮮 総督 府 編

『朝鮮 古蹟図譜』第2巻1915年 刊 よ り)

図2慶 尚南道昌寧の石塔(朝 鮮総督府編 『朝鮮古蹟
図譜』第4巻19!6年 刊より)

関
野
、
谷
井
、
そ
し
て
栗
山
の
三
人

の
考
古
学
者
は
、
七
年
に
亘

っ
て
、
先
史

遺
跡
や
古
代
遺
跡
、
そ
し
て
古
代
の
文
物
や
建
造
物
を
写
真
撮
影
し
て
記
録
し
、

時
代
や
ジ

ャ
ン
ル
別
に
分
類
を
行

っ
た
。
芸
術
的
か
つ
歴
史
的
価
値

の
観
点
と

そ
の
保
存
状
況

に
応
じ
て
、
重
要
な
建
造
物
や

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
甲
乙
丙
丁

の

　サ
　

四
段
階
に
分
類
し
た
の
で
あ
る
。
分
類

の
対
象
と
な

っ
た
建
造
物

の
中

に
は
、

塔
、
石
碑
、
仏
像
、
宮
、
城
、
漢
の
土
城
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、

こ
の
と
き
、
漢
、
新
羅
、
百
済
、
高
句
麗
、
伽
耶

(竚
叶

内
9
巻
)
の
遺
跡
が

初
め
て
調
査

の
対
象
と
な
り
確
認
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
至
り
、
考
古

学
遺
跡
は
、
朝
鮮

の
歴
史
的
知
識
を
修
正
し
、
充
実
さ
せ
る
材
料
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
調
査
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
古

い
寺
院
の
保
存
と
修
復
も

考
慮

に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

　　
　

一
九

〇

八

年

、

昌

慶

宮

(尋

噌

ユ6

0
げ
、9
昌
αq
σq
団
O
⇒
αq
I
αq
⊆
昌
σq
)

に
動

植

物

園

と

博

物

館

が

設

置

さ

れ

、

総

督

府

が

購

入

し

た

新

羅

や

百

済

、

任

那

(d
・
叶

Hヨ
蠧

)

の

文

物

が

展

示

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ
た
。

そ

の

七

年

後

、

景

福

宮

殿

　み
　

(噌

且
「
早
◎
萢

一く
矯
O
昌
σq
び
O
σq
I
αq
口
昌
σq
U①
O
コ
)

の
敷

地

内

に
朝

鮮

総

督

府

博

物

館

が

開

設

さ

れ

、

彫

刻

や

美

術

品

、

仏

教

遺

物

が

展

示

さ

れ

た

。

博

物

館

に

は

、

植

民

地

時

代

に
行

わ

れ

た
調

査

で

発

掘

さ

れ

た
史

料

や

当

時

の

コ

レ
ク

シ

ョ
ン

か
ら

　れ
　

出
た
美
術
品
も
展
示
さ
れ
た
。
現
在
で
も
、

ソ
ウ
ル
国
立
博
物
館
や
平
壌
博
物

館
に
、
こ
れ
ら
の
文
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　れ
　

一
九

一
六
年
、
文
化
財
に
関
す
る
初
め
て
の
法
律
が
公
布
さ
れ
た
。
李
朝
時

代

の
法
律
は
、
高
麗
時
代
以
後

の
文
物
に
し
か
適
用
さ
れ
ず
、
し
か
も
、
王
族
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の
墳
陵
に
の
み
関
連
す
る
規
定

で
あ

っ
た
。
官
公
吏

の
な
か
に
は
、
望
郷
の
念

か
ら
、
政
府

の
公
的
援
助
な
し
に
、
建
造
物

の
保
存
を
推
進
し
た
も
の
が
い
た

か
も
し
れ
な

い
。

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
寺
院
や
政
府

の
施
設
も
必
要
な
場

合

に
の
み
修
復
が
施
さ
れ
る
だ
け
で
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
、
朝
鮮

の
遺
物
や
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
荒
廃

の
憂
き
目
に
あ

っ
た
り
、
無
差
別
的
な
略
奪

の
対
象
と

　れ
　

な

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
日
清
戦
争

(
一
八
九
五
年
)
や
日
露
戦
争

(
一
九
〇

四
-

一
九
〇
五
年
)
の
戦
乱

の
中
で
、
大
日
本
帝
国

の
軍
部
が
、
無
数

の
朝
鮮

　が
　

の
遺
物
を
略
奪
し
た
と
い
う
報
告
も
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
損
失

か
ら
遺

物
を
守
る
た
め
、
八
条
か
ら
な
る
規
定
が
制
定
さ
れ
、
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第

一
条
に
お
い
て
、
古
蹟
と
遺
物
が
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
古
蹟
と
は
、
新
石
器
、
貝
塚
、
洞
穴
住
居
、
墳
陵
、
宮
、
院
、
門
、

廟
、
社
、
祭
壇
、
寺
、
窯
が
発
掘
さ
れ
る
先
史
の
遺
跡

で
あ
る
と
さ
れ
、
さ
ら

は
ん
ち
ゆ
う

に

、

塔

、

碑

、

鐘

、

青

銅

製

の
仏

像

、

燈

、

工

芸

品

も

、

こ

の
範

疇

に
含

め

ら

　ぬ
　

れ
た
。

(現
在

の

「朝
鮮
の

(囚
○
お
き
)
」
「国
宝

(号
且

犀
o
犀
げ
o
)」
指
定

の
シ

ス
テ
ム
も
、
こ
の
第

一
条
を
元
に
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。)

第
二
条
で
は
、
古
蹟
や
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
場
合

の
規
定
が
述

べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
確
認
さ
れ
た
古
蹟
や
遺
物
は
、
古
蹟
認
定

の
指
定
を

受
け
、
範
疇
と
サ
イ
ズ
、
場
所
、
所
有
者

の
氏
名
、
保
存
状
況
、
古
蹟
に
ま
つ

わ
る
伝
承
や
伝
説
、
そ
し
て
保
存

の
方
法
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

第
三
条

で
は
、
古
蹟
や
遺
物
が
荒
ら
さ
れ
た
り
、
み
だ
り
に
改
変

さ
れ

た
場
合

の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

い
か
な
る
理
由

で
あ
れ
、
過
ち
を
犯
し
た
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図4高 句麗漢王墓の調査(朝 鮮総督府編 『朝鮮古蹟図譜』第2巻1915年 刊より)

図5高 句麗瓦当(梅 原末治編 『楽浪及び高句麗

古画図譜』京都便利堂1935年 刊 より)

者
は
報
告

の
対
象
と
な

り
、
六

ヶ
月
以
内

の
禁

固
の
刑

に
処
さ
れ
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
た
。
警

察
署
長
は
、
そ
の
後
、

総
督
府
に
報
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
た
。

第
四
条

で
は
、

古
蹟
登
録

の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
た
。

第
五
条
か
ら
八
条

で
は
、
古
蹟
の
移
動
、
修
復
、
保
存

の
際

に
は
、
総

督
府

の
許
可
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
包
括
的
か
つ
明
確
な
法
令

に
よ
っ
て
、
日
本

の
植
民
地
政
府

は
、
数
百
か
ら
な
る
考
古
学
的
か

つ
歴
史
的
指
定
地
と
建
造
物
の
登
録

の
責
任

を
負
う
こ
と
に
な

っ
た
。
朝
鮮

の
文
化
財
保
存

に
関
わ
る
条
項
で
は
、
「朝
鮮
」

の
歴
史
的
遺
物
や
古
美
術
品

の
国
外
流
出
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
し
か
し
、
釜

山

(日丁
尋

℃
口ω餌
コ
)
や
新
義
州

(4
釧
スT

ω
ヨ
.⊆
言

)
な
ど

の
港
か
ら
、
継
続

的
に
密
輸
が
行
わ
れ
て
い
た
。
総
督
府
は
、
保
存
法
の
公
布
と
と
も
に
、
朝
鮮

古
蹟
調
査
委
員
会
を
組
織
し
た
。
こ
の
委
員
会

の
主
要
な
目
的
は
、
学
術
調
査

お
よ
び
教
育
活
動
と
、
総
督
府

の
た
め
の
文
化
施
設
を
設
立
す
る
こ
と
の
二
点

で
あ

っ
た
が
、
植
民
地
政
府
に
よ
る
保
存
、
修
復
、
建
設
、
お
よ
び
登
録
活
動
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な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
調
査
を
管
轄
す
る
中
枢
機
関
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。
さ

ら
に
、
委
員
会
は
、
遺
跡
の
研
究

の
み
な
ら
ず
、
博
物
館
展
示
、
展
示
品

の
収

集
、
測
量
、
写
真
撮
影
、
複
製
制
作
、
工
事

な
ど
の
責
任
も
負

い
、
そ
の
活
動

の
報
告
を
行
う
義
務
が
あ

っ
た
。
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
、
関
野
、
黒
板
、
今

西
な
ど
、
朝
鮮
お
よ
び
日
本

の
大
学
に
所
属

す
る
専
門
家

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、

日
本
有
数
の
知
性
が
、
朝
鮮
と
い
う

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
研
究
活
動
に
参
画
す
る

　お
　

こ

と

と

な

っ
た

の

で
あ

る
。

一
九

一
八
年

に

は

、

こ

の
委

員

会

に
、

濱

田

耕

作

、

図6楽 浪彩篋塚(『 古蹟調査報 告』第一1934年 刊 よ り)

原
田
淑
人
、
池
内
宏
、
梅
原
末
治
が
加
わ

っ
た
。

一
九

一
六
年
か
ら

一
九
二

一
年

に
か
け
て
、
楽
浪
、

新
羅
、
高
句
麗
、
百
済
、
そ
し
て
任
那

(伽
耶
)
時
代

の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
大
き
な
発
見
が
相
次

い
だ
。
こ

の
五
年
間
に
百
十
件
を
超
え
る
発
掘
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
九
〇
五
年
、
満
洲

の
通
溝

(暑
干

日
§
αq山
。⊆
V
地

方
に
お
い
て
、
鳥
居
龍
蔵
は
、
初

め
て
高
句
麗

の
要
塞

を
発
見
し
た
。
彼
は
、
ま
た
、
巨
石
を
段
状

に
積
み
上

げ

た
塚
と
動
物
文
様

の
瓦

に
特
徴
を
も

つ

「
大
王
墓

(
46

)

(司

d
で
呈

日
P
Φ
芝
蝉
昌
ひq
ー
ヨ
《
O
)
」

と

「
将

軍

塚

(を

呈

夸

0
冨

昌
ひq
二
『

。
同
。
轟

)
」

を

確

認

し

た

こ

と

で

も

有

名

で

あ

る

。

鳥

居

の
調

査

で
収

集

さ

れ

た
建

築

物

の
装

飾

品

や
仏

像

な

ど

の
文

物

は
、

現

在

、

東

京

大

学

博

物

館

の

　り
　

東

ア
ジ

ア

・

コ
レ

ク

シ

ョ
ン

の

一
部

と

な

っ
て

い

る
。

一
九

〇

九

年

に

は
、

今

西

龍

が

、

平

壌

の
高

句

麗

時

代

の
遺

跡

を

調

査

し
、

江

東

区

漢

王

墓

(を

三
・
子
畫

譽

豆

内
穹

ひq
α
8

αq
-
ざ

自
き

芝
譽

σq
-
旨
く
o
)

の
城

址

を

　も
　

発
見
し
た

(図
4
)。

一
九

一
二
年
、
今
西
、
谷
井
、
栗
山

の
三
名
は
、
江
西
三
墓
里

(を
刈
翌
豆

司

丙
き
ひq
ω。
沼
ヨ
日
巻
ε

の
壁
画
古
墳
を
発
掘
し
た
。
鮮
や
か
に
揺
ら
め
く

色
彩
で
際
立

つ
こ
の
古
墳
の
フ
レ
ス
コ
壁
画
に
は
、
宮
廷
や
邸
宅
で
く

つ
ろ
ぐ

高
句
麗
人
の
姿
、
舞
踏
し
、
狩
猟
し
、

レ
ス
リ
ン
グ
を
す
る
人
々
の
姿
が
活
写
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さ
れ

て
い
る
。
こ
の
壁
画
は
、
詳
細

に
亘

っ
て
調
査
、
測
量
さ
れ
、
複
製
も
制

作
さ
れ
た
。
墳
墓
が
盗
掘
を
受
け
た
時
代
以
降
、
高
句
麗

の
副
葬
品
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
は
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

の
で
貴
重
で
あ

っ
た
。

一
九

一
六

年
、
こ
の
壁
画
は
、
小
泉
顯
夫
に
よ

っ
て
再
度
複
製
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
墳

墓
の
天
井
画
が
、
王
陵

の
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
も
、
こ
の
と
き
に
明
ら
か
に
さ

　れ
　

れ
た
。
豆
満
川
(匸丁耻
を

↓
⊆
bP鋤
旨ひq鋤
昌
ひq
)上
流

に
あ
る
南
満
洲
の
通
溝
地
域

に

お
け
る
高
句
麗
最
初

の
首
都
の
発
掘
は
、
栗
山

の
指
揮
に
よ

っ
て
行
わ
れ

て
い

る
。
こ
の
発
掘
に
よ

っ
て
、
高
句
麗

の
墳
墓

に
は
、
南
の
百
済
と
新
羅

の
玄
室

と
壁
画

の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

一
九
二
〇
年
代
か
ら

一
九
三
〇
年
代

に
か
け
て
、
高
句
麗

の
遺
跡
調
査
を
し

た

の
は
、
三
上
次
男
で
あ
り
、
南
満
洲
鉄

道
株
式
会
社

の
調
査
と
し
て
行
わ

　む
　

れ
た
。

一
九
三
八
年
、
朝
鮮
古
蹟
研
究
会

で
報
告
を
し
た
彼
は
、
満
洲
鉄
道

の

建
設
に
よ

っ
て
幾
千
も

の
墳
陵
が
破
壊
さ
れ

て
い
る
の
を
、
た
だ
傍
観
し
て
い

て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
、
鉄
道
会
社

に
、
調
査
許
可
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

彼
ら

の
活
動
に
よ

っ
て
、
「大
王
墓
」
と

「
将
軍
塚
」

の
墳
墓
が
、
都
市
建
設

　む
　

工
事
の
犠
牲
と
な
ら
ず
に
済

ん
だ
。

一
九

一
六
年
、
関
野
、
谷
井
、
栗
山

の
三
人
は
、
十

ヶ
所
に
上
る
楽
浪

の
墳

墓
を
発
掘
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
測
量
技
術

、
移
動

の
方
法
、
写
真
技
術

の
点

で
、
朝
鮮
半
島

で
の
初
め
て
の

「学
術
的
な
」
発
掘
で
あ
り
、
朝
鮮
考
古
学
史

　む
　

上

の
分

岐

点

と

な

っ
て

い

る

。

そ

の
発

掘

報

告

も

、

地

図

、

記

録

、

デ

ッ
サ

ン
、

　お
　

そ
し
て
出
版
物

の
質
の
高
さ
か
ら
も
、
比
類

の
な
い
素
晴
ら
し
い
も

の
と
な

っ

て
い
る
。
当
時
、
漢
時
代

(紀
元
前
二
世
紀
-
二
世
紀
)
の
漆
器
や
翡
翠
、
陶

器
や
金
、
宝
石
な
ど

の
副
葬
品
を
埋
蔵
し
、
し
か
も
複
数

の
玄
室
を
も

っ
た
瓦

と
孅

の
墳
墓

は
、
世
界

の
ど
こ
に
も
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
植
民
地
時
代

の
終
わ
り
ま
で
に
、
日
本
人
学
者
は
二
千
以
上

の
墳
墓
を
確
認
し
、
そ
の
う
ち

の
数
百
を
発
掘

し
た
。
な
か
で
も
、
お
そ
ら
く
、
最
も
大
き
な
功
績

は
、
平
壌

を
流
れ
る
大
洞
江

(紺「
三〇な

↓
鋤
Φα
O
⇒帥q曽
⇒
ひq
)
南
部

に
あ

っ
た
楽
浪

の
拠
点
、

　
ロ
　

土
城
里

(弖
噌
司

鬯
。
ωOp
ひq
包

を
確
認

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

の
他

の
漢

の
遺
跡
と
墳
墓

は
、
漆
器
や
印
、
あ
る
い
は
瓦
に
刻
ま
れ
た
銘
か
ら
、

一
世
紀

か
ら
四
世
紀

の
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
十
数
年
、
大
韓
民
国
で
は
、
楽
浪

の
存
在
を
め
ぐ

っ
て
議
論
が
沸
騰
し

　あ
　

て

い

る
。

論

争

を

引

き

起

こ

し

た

の

は

檀

国

(妊

ユう

↓
①
昌
、σq
=
パ
)
大

学

の

尹

　
め
　

乃
鉉

(O
π
川

電

団
口
昌
]∠
-餌
Φ
ー
げ
く
O
コ
)
教

授

で
、

彼

は
、

四

十

年

前

に
北

朝

鮮

の

　　
　

学
者
が
取

っ
た
態
度
を
再
び
甦
ら
せ
た
の
で
あ

っ
た
。

一
九
四
九
年
、
洪
起
文

(菩

71
・τ

出
8
ひq
内
7
日
巷
)
は
、
先
史

の
土
着
的

な
朝
鮮

国
家

に
与
え

た

「外
来

の
」
影
響
を
否
定
す
べ
く
、
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
漢

の
領
土
、
楽
浪

の

存
在
を
否
定
し
た
。
平
壌
で
発
見
さ
れ
た
遺
物
も
、
単

に
、
高
句
麗

の
遺
物
と

　お
ソ

同
様

に
、
中
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、

日
本
人
学
者
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た

「漢

の
楽
浪
」
と
銘

の
入

っ
た
遺
物
も
否

定
し
た
。
植
民
地
時
代
に
、
そ
の
地
方
人
た
ち
が
、
日
本

の
行
政
官
や
兵
士
に

高
額

の
値
段

で
売
り

つ
け
る
た
め
に
細
工
し
た
捏
造
品
だ
と
解
釈
し
た
の
で

　お
　

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
見

で
は
、
洪
起
文

の

コ
扇
情
的
な
」
議
論
は
説
得
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図7漢 時 代 の碑 文 「Nien-ti-hsien」(枯 蝉 県)。

Nien-ti-hsienは 、 『漢書』 に記録 された朝鮮 半島25県

の うちの ひとつ であ る。(朝 鮮総督 府編 「朝鮮古蹟 図

譜』第1巻1915年 刊 より)

力
に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
考
古
学
調
査

に
駆
り
出
さ
れ
た

現
地

の
旦
雇
い
労
働
者

の
大
半
は
、
文
盲
の
農
民
で
あ
り
、
遺
物
と
し
て
出
た

漆
器
や
石
碑
、
あ
る
い
は
瓦
な
ど

に
古
代
中
国

の
漢
字
で
銘
を
刻
む
こ
と
が

で

き
た
者
が

い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
が
、

考
古
学
的
遺
物
を
不
正
に
埋
め
た
り
、
捏
造

し
た
り
し
た
と
い
う
国
粋
主
義
的

な
朝
鮮

の
考
古
学
者

に
よ
る
非
難
も
、
博
物
館
が
所
蔵
す
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

現
状
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
レ
ク

シ
ョ
ソ
に
あ
る
美
術
品
は
、
発
掘

さ
れ
た
数
百
の
墳
墓
や
漢
の
土
城
址
か
ら
出

た
正
真
正
銘

の
遺
物
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
考
古
学
的
な
デ
ー
タ
も
、
間
違
い
な
く
、
楽
浪
を
漢
時
代
の
古
代
中
国

の
行
政
、
商
業
、
技
術
の
中
心
と
す
る
歴
史
的
記
述
を
確
証
す
る
も

の
と
な

っ

　　
　

 て

い
る

。

実

際

、

漢

字

、

武

器

、

陶

磁

器

の
製

法

、

漆

器

、

宝

石

、

建

築

な

ど

、

楽
浪
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
漢
の
影
響
は
、
三
国
時
代

の
朝
鮮
半
島
や
、
古

　れ
　

墳

時

代

の
日

本

に
も

明

ら

か

で

あ

る
。

一
九

二
〇

年

、

新

羅

時

代

の
墳

墓

か

ら

の
意

外

な

発

見

に
、

人

々

は

、

驚

愕

す

る

こ
と

と

な

っ
た

。

豪

華

な

金

冠

、

金

銀

細

工

、

宝

石

類

、

輸

入

さ

れ

た

ロ

ー

マ
ソ

・
グ

ラ

ス
、

優

美

な
陶

器

な

ど

が

発

掘

さ

れ

た

の

で
あ

る
。

こ
れ

ほ
ど

ま

で

に
豪

華

で
、

洗

練

さ

れ

た

細

部

や
変

化

に
富

む

細

工

物

は
、

そ

れ

ま

で
、

朝

鮮

半

島

で

は

発

見

さ

れ

て

い
な

か

っ
た
。

こ
う

し

た

副

葬

品

が

発

掘

さ

れ

た

の
は

偶

然

か

ら

で
あ

っ
た
。

農

家

の
床

下

に
埋

も

れ

て

い

た
金

冠

が

偶

然

発

見

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

そ

の

後

、

矢

継

ぎ

早

に
、

慶

尚

北

道

(噌

を

昇

三

内
苫

口
ひq
ω
穹

ひq
び
爵

α
。
)
地

方

の
大

邱

(司

辛

6
器

ひq
伍
)

と
慶

州

付

近

に

あ

る
金

冠

塚

(ユ
ロ
哥

-丕
o

一(
=
ヨ
犀
芝
鋤
昌
I
O
ず
導O
昌
αq
)
、

金

鈴

塚

(ユ
・
噌

・丕
。

内
¢
ヨ
蕘

8

αQ
-
。
窪

。
口
αq
)
、

瑞

鳳

塚

(刈

且
。
茎
。

ω
○
σ
8

ひq
-
9

、8

σq
)
、

梁

山

夫

婦

塚

(喝

祉

早

日丁
丕
。

磯
穹

σq
ω
穹

℃
ロ
び
『

魯

、8

σq
)

に

お

い

て
、

発

掘

が

行

わ

れ

た
。

三

国

時

代

の
古

墳

遺

物

の
な

か

で
、

新

羅

の
副

葬

品

は

、

こ

と

の
ほ

か

保

存

の
良

い
状

態

で

発

見

さ

れ

た
。

新

羅

の
墳

墓

で

は
、

玄

室

が

、

小

山

の
奥

底

深

く

に
置

か

れ

て

お

り

、

数

百

年

に
亘

っ
て
、

盗

掘

者

た

ち

の
目

を
逃

れ

る

こ

と
が

で
き

た

か

ら

で

あ

る
。

統

一
新

羅

時

代

(六
六

八
ー
九

一
八
年
)

に

お

け

る

最

も

重

要

な

寺

院

で

あ

る
皇

龍

寺

址

(屠

豆
。
杆

刈

=
≦
鋤
轟

昌

8

ひQ
ω
①
山
一)
が

発

掘

さ

れ

た

の

は
、

一

九

一
六

年

の

こ

と

で
あ

っ
た
。

そ

の
規

模

に

お

い

て
、

こ

の
寺

院

は
、

知

り

得

る
限

り
、

朝

鮮

史

上

で
最

も

巨

大

で
複

合

的

な
寺

院

で
あ

り
、

今

日

も

な

お

、
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発

掘

が

続

け

ら

れ

て

い

る
。

ま

た

、

日

本

の
考

古

学

者

た

ち

は
、

慶

州

に
あ

る

四

天

王

寺

(朴

耄

磐

朴

ω
9
魯

.。
コ
≦
き

σq
鈴

)

と

瞻

星

臺

(碧

相

司

0
ゴ
.。
爭

ω
8

ひq
α
器

)

の
寺

址

も

測

量

を

行

い
、

記

録

を

残

し

て

い

る

。

南

漠

江

褶

曲

部

の
、

ソ

ウ

ル

の

石

村

洞

(司

墨

三
・

ω
。
パ
9

、。
『

α
8

ひq
)

と

夢

川

洞

(号

墨

号

ζ
8

ひq
9

.。
『

α
8

σq
)

近

郊

で

は

、

百

済

の

土

城

址

と

石

棺

墓

の
遺

跡

が

発

見

さ

れ

た
。

百

済

時

代

の
後

期

、

主

要

都

市

は
、

慶

州

と

扶

餘

に
再

び

移

さ

れ

て

い

た

の

で
あ

っ
た

。

全

羅

南

道

(刃

誹

甘

三

9

亀

き

き

α
8

ひQ
昌
鋤
ヨ

ー
α
o
)

で

は

、

巨

大

な
古

墳

群

で
あ

る
潘

南

面

(魁
甘

電

勺
鋤
目

偉。
ヨ
ー
日
く
o
昌
)
が

発

見

さ

れ

、

出

土

し

た

金

冠

や
宝

石

か
ら

、

百
済

時

代

初

期

の
も

の

と
同

定

さ

れ

た
。

王

族

の
墳

墓

は
、

ま

た
、

陵

山

里

(と
。
妊

司

Z
§

σq
ω
き

邑

で

も

発

見

さ

れ

て

い

る
。

伽
耶

の
石
棺
墓
群
は
、
朝
鮮
南
東
部
、
昌
寧

(碧
噌

9

、穹
ひq
昌
o
轟
)、
高

霊
、
星
州

(亳
スT

ω
○
ロひq
甘
)、
金
海

(招
胡

内
巨
ぎ
①)
の
丘

の
上

に
位
置

し
て
い
た
。
濱
田
、
今
西
、
黒
板
ら
の
考
古
学
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
遺
跡

は
、
百
済
や
新
羅

の
遺
跡
と
似
て
い
る
と
と
も

に
、
『日
本
書
紀
』

の
記
述
を

裏
付
け
る
よ
う
に
、
九
州
に
あ
る
遺
跡
と
も

明
ら
か
に
否
定
し
え
な

い
関
連
性

　
　　
　

が
あ
る
と
い
う
。

一
九

一
六
年
以
降
、
保
存
活
動
は
、
朝
鮮
総
督
府
と
そ
の
博
物
館
に
よ

っ
て
、

行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
予
算
は
微
々
た
る
も

の
で
あ

っ
た
の
で
、
最
重
要

の
建
造
物
と
崩
壊
の
危
険

に
晒
さ
れ

て
い
る
建
造
物

に
限

っ
て
、
保
存
活
動
が

進

め
ら

れ

た
。
そ

れ

で

も
、

ソ

ウ

ル

の

「東

大

門

(暑

司

・τ

日
oロ
咋

α
器
ヨ
§
)」
が
修
復
さ
れ
、
陵
墓

の
保
護

の
た
め
柵
を
設
け
、
宝
塔

の
基
部
を

固
定
す
る
な
ど

の
作
業
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
博
物
館
と
学
務
局
は
、
数
百

年

の
無
関
心

に
よ

っ
て
荒
廃

し
、
崩
壊

の
危
機

に
あ

っ
た
仏
国
寺

(暑
号
朴

℃
巳
ひq鼻

鋸
)
と
石
窟
庵

(司
量
唱

ω
O犀
ざ
蠢
ヨ
)
の
修
復
計
画

へ
と
乗
り
出

　
お
　

し
た
。
こ
れ
ら
の
地
区
は
、
美
し
さ
と
工
学
技
術

の
点

に
お
い
て
、
朝
鮮
史
上
、

最
も
傑
出
し
た
建
築
物

と
し
て
、
今
日
、

正
当

に

、
評
価
さ
れ
て

　ゆ
　

い
る
。
石
窟
庵

の
修
復
に
は
、
十
六
年
、

一
方
、
仏
国
寺

に
は
八
年

の
年
月
を

要
し
た
。
植
民
地
時
代

の
技
師

た
ち
は
、
新
羅

の
建
築
と
文
化

の
盛
期
た
る
八

世
紀

に
建
立
さ
れ
た
こ
れ
ら
仏
教
寺
院

の
原
型
を
保

つ
よ
う
細
心

の
注
意
を
払

っ
て
作
業
を
行

っ
て
い
る
。
朝
鮮
総
督
府
と
博
物
館
は
、
ま
た
、
今
日
ま
で
残

る
最
古

の
木
造
建
築

で
あ

る
高
麗
時
代
中
期

の
浮
石
寺
無
量
壽
殿

(早
司
朴
早

馨
午
苓

皆
ωo
厨
鋤
罎
霞
冨
躍

ω
二UO
昌
)
(
=
二
世
紀
)
で
も
修
復
活
動
を
行

っ

て
い
る
。

朝
鮮
総
督
府
の
保
存
活
動
で
は
、
都
市
部
か
ら
離
れ
、
保
存
が
ま
ま
な
ら
な

い
重
要
な
建
造
物
に
関
し
て
は
、
博
物
館
周
辺

に
移
築
し
て
管
理
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
た
。
多
数

の
石
塔
や
石
碑
、
石
燈
籠
が
、
今
日
で
も
、

ソ
ウ
ル
の
中

心
部
に
あ
る
景
福
宮
殿
周
辺
の
歩
道

に
確
認
で
き
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
博
物
館
館
員
は
、
「国
宝
」
を
指
定
し
、
博
物
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
す

べ
き
遺
物
や
地
区
、
美
術
品
の
選
定
に
も
関
わ

っ
た
。
博
物
館
カ
タ
ロ
グ
に
は
、

ハ
ン
グ

ル
語

(囚
o
同8
旨
)
で
は
な
く
、
日
本
語
と
英
語
、
そ
し
て
と
き

に
漢

　お
　

文

(0
一餌
ω
ω一〇
鋤
一
∩
」ρ
一昌
Φ
ω
Φ
)

で

、

作

品

解

説

と

キ

ャ

プ

シ

ョ

ン

が

つ

け

ら

れ

た

。
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響

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮

の
過
去
を
代
表
す
る

「価
値
あ
る
文
化
財
と
博
物
館
所
蔵

品
」
に
関
し
て
、
そ
の
美
学
的
基
準
を
最
初

に
決
定
し
た
の
は
、
日
本
植
民
地

時
代

の
学
者
や

エ
リ
ー
ト
た
ち
な
の
で
あ

っ
た
。

一
九

=
二
年
、
関
野
貞
は
、
『朝
鮮
古
蹟

図
譜
』

の
第

一
巻

の
刊
行

に
取
り

　お
　

 掛
か

っ
て
い
る
。

こ
の
書
は
、
全
十
五
巻

に
亘

っ
て
、
写
真
図
版
や
地
図
な
ど

を
整
理
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

一
九

一
五
-

一
九
三
五
年

の
二
十
年

の
歳
月
を
費
や
し
て
、
こ
の
書
は
、
楽
浪

の
遺
物
、
三
国
時
代

の
墳
墓
、
仏
教

寺
院
、
陶
磁
器
、
仏
教
彫
刻
、
李
朝
時
代

の
絵
画
な
ど
を
網
羅
し
た
。
ま
た
、

図8修 復前後の仏国寺の情況(朝 鮮総督府編 『朝鮮古蹟図譜』第4巻
1916年刊より)

図9石 窟庵修復時の様子、1908年頃(朝 鮮総督府編 『仏国寺と石窟庵 朝鮮
宝物古蹟図録』第1巻 京都桑名文星堂1938年 刊より)

 

全
七
巻

の

『古
蹟
調
査
特
別
報
告
』
(
一
九

一
九
-

一
九
三
〇
年
)
も
刊
行
さ
れ
、

楽
浪

の
墓
や
新
羅

の
墳
墓
、
お
よ
び
高
句
麗

の
遺
跡
の
主
要
な
発
掘
記
録
が
ま

と
め
ら
れ
た
。
毎
年
定
期
的

に
刊
行

さ
れ
た

『古
蹟
調
査
報
告
』
(十
九
巻
、

一
九

一
八
-

一
九
三
七
年
)
で
は
、
朝
鮮
半
島
全
土

で
行

わ
れ
た
発
掘
調
査

の

報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九
三
四
年

か
ら

一
九
四
〇
年

に
か
け
て
、

朝
鮮
古
蹟
研
究
会

は
、
『古
蹟
調
査
概
要
』
に
お
い
て
、
補
足
的
な
報
告
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
団

の
活
動
や
、
主
要
な
楽
浪

の
遺
跡
や
三
国
時
代
の
墳
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図10慶 州古美術保存協会による新羅陶器の分類(朝 鮮総督府編 『朝鮮古蹟図譜』第3巻1916年 刊 より)

墓

の
発
掘
に
関
し
て
報
告
を
行

っ
て
い
る
。

三

植
民
地
主
義
的
人
種
理
解
と

朝
鮮
文
明
の
衰
退
に
関
す
る
議
論

初
期

の
朝
鮮
に
関
す
る
日
本

の
学
術
調
査
は
、
三
国
時
代

の
考
古
学
的
発
見

に
関
し
て
、
決
定
的
な
貢
献
を
し
た
。
三
国
時
代
の
遺
物
を
分
類
し
、
博
物
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
初
め
て
展
示
し
た
の
は
日
本
人
で
あ
り
、
ま
た
、
古
代

遺
跡
や
建
造
物

の
保
存
に
関
す
る
法
令
を
制
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
調
査
報

告

の
刊
行
物
は
、
写
真
や
地
図
、
挿
図

の
質
に
関
し
て
、
当
時

の
他
国
の
水
準

を
上
回
る
も

の
で
あ
り
、
考
古
学
的
な
発
掘
や
資
料
収
集

の
方
法
に
関
し
て
、

学
術
的
な
基
礎
を
打
ち
立

て
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
分
野
を
切
り
拓

い
た
先

　れ
　

駆
者

た
ち
は
、
朝
鮮
考
古
学

の
次
世
代

の
教
育
に
も
大

い
に
貢
献
し
、

一
九
四

五
年
め
独
立
後
も
、
発
掘
を
指
揮
で
き
る
朝
鮮
の
学
者
が
育

つ
ま
で
、
影
響
力

　　
　

を
保
ち
続
け
た
。
発
掘
法
や
作
図
、
挿
図
の
形
式
な
ど
、
日
本

の
技
術
や
記
録

方
法
は
、
百
年
後
の
今
日
で
す
ら
、
朝
鮮
考
古
学

の
教
育
や
刊
行
物

に
、
そ
の

影
響
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
の
朝
鮮
の
発
掘
報
告
は
、
そ
の
全
体
的

な
発
表
形
式
や
構
成
、

レ
イ
ア
ウ
ト
に
関
し
て
、
植
民
地
時
代
に
行
わ
れ
た
形

式
を
原
型
と
し
て
保

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
在

の
標
準
的
な
分
析

に
お
い
て

も
、
日
本

の
考
古
学
者
が
行

っ
た
よ
う
に
、
図
示
し
な
が
ら
分
類
す
る
方
法
と

文
化
的
か
つ
歴
史
的
な
分
析
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
学
術
的
な
教
育
方
法
や
報

告
方
法
が
、
今
日
ま
で
、
継
続
的
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
に
は
、
お
そ
ら
く
、
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朝
鮮
と
日
本

の
言
語

の
類
似
性
、
と
り
わ
け
、
考
古
学
や
美
術
史
の
語
彙
を
共

有
し
て
い
る
と

い
う
背
景
も
あ
る
だ
ろ
う
。

日
本

の
考
古
学
者
や
歴
史
家

の
貢
献
は
大

き
か

っ
た
が
、
し
か
し
、
彼
ら
が

用
い
た
解
釈
格
子

に
は
、
総
合
的

に
み
て
問
題
が
多
い
。
人
類
学
的
調
査
も
、

史
料
研
究
も
、
考
古
学
的
デ
ー
タ
も
、
全
て
、
民
族
闘
争
を
軸

に
し
た
発
展
史

の
形
式

に
沿
う
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
朝
鮮
文
明
を
単

一
的
展
開
と
し
て
再
構
成

し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
重
視
さ
れ
た
の
は
、
以
下
の
四
つ
の
考
え
方
で
あ
る
。

(1
)
「
日
鮮
同
祖
論
」
、
す
な
わ
ち
、
朝
鮮

と
日
本

の
民
族

の
起
源
が
同
じ

で

あ
る
と
い
う
思
想
、

(2
)
日
本

の
天
皇
が

、
古
代

の
朝
鮮

(四
-
七
世
紀
)
を

支
配
し
た
と
い
う
主
張
、
(3
)
朝
鮮
史

の
展
開
は
、
主

に
、
中
国
文
明
と
い

う
外
部

の
影
響
に
左
右
さ
れ
て
き
た
と
い
う

こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
朝
鮮
独
自

の

起
源
は
想
定
し
え
な
い
、
と
い
う
思
想
、

そ
し
て
、

(4
)
朝
鮮
文
明
が
退
行

　　
　

か
つ
停
滞
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方

で
あ

っ
た
。

韓
国
併
合

か
ら
植
民
地
時
代

に
か
け

て

(
一
九
〇
五
-

一
九
四
五
年
)、
日
本

の
行
政
官
と
学
者
は
、
歴
史
研
究
や
考
古
学
調
査
と
と
も
に
、
民
族
誌
学
的
研

究
も
行

っ
て
い
る
。
日
本
の
第

一
級

の
専
門

家
が
、
「朝
鮮
人
」
研
究
に
手
を

染

め
、
そ
の

「民
族
性
」
を
詳
細
に
記
録
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
記
録
は
、
朝

鮮

の
慣
習
、
気
質
、
哲
学
、
宗
教
、
道
徳
、

さ
ら
に
は
犯
罪
傾
向
な
ど
、
あ
ら

　　
　

ゆ
る
局
面

に
及
ん
だ
。
植
民
地
支
配

の
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
し
て
、
こ
う
し
た

「朝

鮮
人
」
研
究
は
、
民
族
や
言
語
、
歴
史
、
習
慣
な
ど
の
研
究
が
、
植
民
地
支
配

の
成
功
に
不
可
欠
で
あ
り
、
帝
国

の
利
益
と
な
る
と
明
記
す
る
の
を
忘
れ
な
か

　ロ
　

っ
た
。

こ
う
し
た
研
究
で
は
、
朝
鮮

の
退
行
性
が
、
「他
律
性
」
と

「事
大
主
義
」

と
い
う
二

つ
の
性
質

に
結
び
付
け
ら
れ
て
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
否
定
的
な

民
族
的
特
徴
と
し
て
、
創
造
力

の
欠
如
、
形
式

へ
の
固
執
、
文
盲
、
党
派
的
な

い
さ
か

諍
い

へ
と
走

る
傾
向
、
個
人
所
有
権
と
公
有
権
が
区
別
で
き
な
い
こ
と
、
個
人

　れ
　

主
義
、
権
威
主
義
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
欠
点
は
、
時
代
を
溯

っ
て
、

両
班
の
知
識
人
階
級

の
規
則
と
彼
ら
と
官
僚
と
の
恒
常
的
抗
争
と
関
連
づ
け
ら

れ
も
し
た
。
か
く
し
て
、
朝
鮮
国
家

の
衰
退
は
、
固
着

し
た
儒
教
と
李
王
朝

の

党
派
主
義
に
よ

っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
の
だ
と
、
植
民
地
政
府
は
報
告
し
た
の

　お
　

で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本

の
行
政
官
は
、
こ
れ
ま
で
支
配
し
た
王
朝
は
、
水

準

の
低

い
政
府

で
、
誤

っ
て
、
朝
鮮

の
人
々
の
窮
状
を
批
判
し
て
き
た
の
だ
と

　
　
　

指
摘
し
て
い
る
。
彼
ら

の
分
析
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮

の
人
々
は
、
そ
の
欠
点
に
関

し
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
古
代
以
来
、
彼
ら
が
列
強
に

　ゐ
　

囲
ま
れ
て
き
た
が
ゆ
え
に
仕
方
な
い
の
だ
と
言
う

の
で
あ
る
。
北
は
ス
テ
ッ
プ

の
遊
牧
民
と

ロ
シ
ア
の
帝
国
、
西
は
強
力
な
中
国
、
そ
し
て
東
は
日
本
、
こ
れ

ら
の
列
強
に
囲
ま
れ
た
不
遇
な
環
境

の
も
と
で
は
、
朝
鮮
文
明
は
そ
れ
自
体
と

　お
　

し
て
発
展
し
え
な
か
っ
た
、
と
日
本

の
研
究
者
は
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
評
価
に
至

っ
た
日
本

の
植
民
地
行
政
は
、
朝
鮮

の
人
々
が
独
力
で
で
き

な
い
以
上
、
日
本
人
が
彼
ら
を

「暗
黒
時
代
」
か
ら
救

い
出
さ
ね
ぽ
な
ら
な

い

　り
　

と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
か
く
し
て
、
啓
蒙
的
な
同
化
政
策
が

強
制
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
、
朝
鮮
の
人
々
は
、
日
本
人
と
な
り
、
天
皇

の
臣
民
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と
な
る
よ
う

(「皇
民
化
」)
し
む
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
先
天
的

に

日
本
人
が
民
族
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
す

る
議
論

に
よ
っ
て
、
日
本
語
教
育
と

日
本
史
と
日
本
文
化

の
教
育
の
強
制
が
正
当
化
さ
れ
た
。
植
民
地
支
配
者
と
し

て
、
日
本
人
は
、
優
れ
た
政
府

の
指
導

に
よ
っ
て
、
朝
鮮

の
人
々
が
、
や
が

て

そ
の
悪
癖
を
脱
し
、
優
れ
た
民
族

の
影
響

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て

　
　
　

い
た
の
で
あ

っ
た
。

韓
国

の
人
々
と
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
否
定
的
な
解
釈
の
な
か
で
、
最
も
大

き
な
論
争
を
引
き
起

こ
し
た
の
が
、
朝
鮮
古
代
史
と
先
史

に
関
す
る
日
本
側

の

　　
　

植
民
地
主
義
的
解
釈
で
あ
る
。
日
本

の
歴
史
家

は
、
初
期

「大
和
」

の

「日
本

　の
　

　お
　

(冒
o
穹
Φω①)」
軍
に
よ
る
任
那
時
代

の
侵
略

と
征
服
が
、
直
接
的
に
、
日
本
古

代
国
家

の
天
皇

の
起
源
と
朝
鮮

の
三
国
王
朝

の
形
成
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
と

解
釈
し
た
。
朝
鮮

の
歴
史
家
は
、
日
本

の
歴
史
家
た
ち
が
、
広
開
土
王
碑

(看

明
呈
男
司

内
芝
穹
ひq
σq
。。
①-8
芝
き
ひqび
一)
の
碑
文

の
内
容
を
故
意

に
読
み
替
え
、

一
九
世
紀

か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
朝
鮮
支
配
に
つ
い
て
、
歴
史
的
先
例
を

　
お
　

捏
造
し
た
の
で
あ
る
と
、
現
在
で
も
批
判

し
て
い
る
。
日
本
海
峡
を
隔

て
る
両

側
の
国
粋
主
義
的
歴
史
家

た
ち
は
、
今
で
も
、
歴
史
的
な
軍
事
制
圧
と
人
種
的

で
文
化
的
か

つ
軍
事
的
な
優
越
性
と
を
同

一
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後

の
国
粋
主
義
的
歴
史
家
た
ち
は
、

一
様

に
、
日
本

の
植

民
地
主
義
的
理
論
を
批
判
し
、
そ
れ
が
、
朝
鮮

の
人
種
的
か
つ
文
化
的
劣
等
性

と
中
国

へ
の
従
属

(「事
大
」)
を
故
意
に
強

調
す
る
も

の
で
あ

っ
た
と
訴
え

て

い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ぽ
、
そ

の
理
論

と
は
、
「日
本

の
植
民
地
政
府

の
手
先

(「
御

用
」
)

(
。1
豆
。

畠

。
昌
ぴq
)

と

な

っ
た

学

者

」

が

捏

造

し

た

「
悪

魔

的

計

画

」

で
あ

り

、

「
そ

の
悪

意

に
満

ち

た
中

傷

に

よ

っ
て
、

朝

鮮

の
歴

史

が

歪

曲

さ

れ

　　
　

て
し
ま

っ
た
」
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
日
本

の
帝
国
主
義
的
歴
史
編
纂

(日

　
あ
　

帝
皇
国
史
観
)
(d
己刈
屠
号
朴
屯

H一〇
げΦ
び
奢
9
昌
αq
-ひq
g
冨
ω鋤
犀
≦
鋤
口
)」
は
、
今
日
で

も
、
朝
鮮

の
民
族
と
文
化
的

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を

「絶
滅
」
(「民
族
抹
殺
」
)

(望
丕
計
己量

巨
且
。
犀
B
巴
ω巴

)
さ
せ
る
べ
く
用

い
ら
れ
た
植
民
地
時
代

の
武

器
と
み
な
さ
れ
、
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
植
民
地
時
代

に
お

け
る
考
古
学
的
発
見
や
保
存
活
動
、
あ
る
い
は
古
代
朝
鮮

の
遺
物
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
に
関
す
る
日
本

の
貢
献
も
、
全
て
同
じ
よ
う
に
無
視
さ
れ
、
さ
ら
に
、
パ

イ
オ

ニ
ア
と
し
て
研
究
に
従
事
し
た
学
者
た
ち
も
、
最
終
的

に
は
植
民
地
支
配

に
知
的

か
つ
歴
史
的
正
当
性
を
与
え
た

「堕
落
し
た
人
種
差
別
主
義
者

に
し
て

お
と
し

帝
国
主
義
者
」
に
貶
め
ら
れ
、
植
民
地
時
代

の
ス
ケ
ー
プ

・
ゴ
ー
ト
と
な

っ
て

　　
　

し

ま

っ
た

。

　　
　

そ

の
学
術
的
な
貢
献
を
認
知
す
る
と
し
て
も
、
日
本
の
学
者

に
よ
る
考
古
学

的
か
つ
歴
史
的
な
解
釈
は
、

一
九
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
初
頭

に
か
け
て
の
植

民
地
主
義
的
人
種
差
別

の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
代
表
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
の

は
確
か
で
あ

る
。
植
民
地
主
義
的
人
種
差
別
は
、
二
世
紀
に
亘

っ
て
帝
国
に
よ

る
世
界
支
配

の
思
想

の
主
要
な
要
素
で
あ

っ
た
。
植
民
者

た
ち
は
、
支
配
す
る

領
土

へ
の
先
天
的

か
つ
本
性
的
な
優
越
性

の
原
理
を

一
般
化
す
る
こ
と
で
、

　
　
　

「王
統
派
的
正
統
性
と
国
家
共
同
体
と

の
接
合
」
を
推
進
し
た
。
日
本

の
植
民

地
学
も
ま
た
、
民
族
と
民
族
侵
略
、
そ
し
て
領
土

の
征
服
を
、
国
家

の
盛
衰
を
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決
定
す
る
重
要
な
要
素
と
み
な
し
て
強
調
し

た
。
こ
う
し
た
民
族

に
関
す
る
決

定
論
的
解
釈

は
、
朝
鮮
美
術
の
歴
史
的
建
造
物
や
考
古
学
遺
物

の
年
代
設
定

に

関
す
る
植
民
地
学
的
研
究
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
美
術
史

の
分
野

に
お
い
て
、
初

め
て
慶
州

の
初
期
朝
鮮
仏
教
遺
物

の
調
査
研
究
を
行

っ

た
関
野
貞

は
、
こ
れ
を
、
朝
鮮
に
お
け
る
芸
術
的
達
成
の
頂
点

に
位
置
づ
け
て

　　
　

い
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
の
仏
教
美
術
が
日
本

の
奈
良
と
平
安
美
術
に
及
ぼ
し
た

影
響

の
重
大
さ
を
初

め
て
認
め
た
関
野
も
、
朝
鮮
研
究
を
、
日
本
と
中
国

の
関

係
を
理
解
す
る
端
緒

に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て

い
た
。
彼
に
よ
れ
ぽ
、
朝
鮮

は
、

中
国
文
化
を
日
本

に
伝
え
る
と
同
時
に
、
日
本
美
術
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い

　　
　

た
の
だ

っ
た
。
ま
た
、
関
野
は
、
朝
鮮
美
術
が
、
統

一
新
羅
時
代

(六
六
八
i

ち
よ
ナつ
ら
く

九

一
八
年
)
以
後
、
凋
落
し
た
と
理
解
し
て

い
た
。
さ
ら
に
、
彼

は
、
小
さ
な

国

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
完
全
な
独
立
を
果
た

せ
な
い
ま
ま
、
朝
鮮
美
術

の
発
展

　れ
　

が
阻
害
さ
れ
、
建
造
物
も
小
さ
い
規
模

に
留

ま

っ
た
と
考
・兄
て
い
た
。
古
代
朝

鮮

の
調
査

の
結
果
、
関
野
が
得
た
結
論

に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
民
族
は
、
優
れ
た
美

術
を
生
み
出
す
生
来

の
能
力
を
持

っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
、兄
、
朝
鮮
総
督
府
が
奨

励
す
れ
ぽ
、
朝
鮮
民
族
は
ま
た
、
か
つ
て
の
栄
光
を
取
り
戻
す

で
あ
ろ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。
彼
は
、
五
百
年
に
亘
る
李
王
家

の
過
ち
に
よ

っ
て
、
か
つ
て
か

よ
う
な
優
れ
た
創
造
力
を
も

っ
て
い
た
民
族
が
、
芸
術

へ
の
関
心
を
失

っ
た
の

　　
　

だ
と
し
、
王
朝
の
政
策
を
非
難
し
た
。

こ
の
結
論
を
み
れ
ぽ
、
関
野
が
、
芸
術

的
能
力

で
す
ら
、
民
族

の
本
性
的
な
能
力

の
産
物

で
あ
る
と
理
解

し
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

藤
田
亮
策
は
、
総
督
府
博
物
館
と
そ
の
調
査
部
門
を
指
導
し
た
考
古
学
者
で

　お
　

あ

っ
た
。
古
代
朝
鮮
文
明

の
展
開
に
関
す
る
彼
の
見
方

は
、
植
民
地
主
義
的
な

　ぬ
　

考
古
学
解
釈
を
反
映
し
た
典
型
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
彼
は
、
古
代
朝
鮮

　あ
　

史
を
、
「石
器
時
代
」、
「金
石
併
用
期
」
、
「漢
王
朝
楽
浪
文
化
」、
「
三
国
時
代
」

の
四

つ
の
時
代
に
、
は
じ
め
て
区
分
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
藤
田
に
よ
れ
ぽ
、

石
器
時
代
は
、
漢
江
沿
岸

の
岩
寺
里

(俳
ロ朴
司

〉
【口
ω曽「一)
で
出
土
し
た
櫛
型

土
器
に
代
表
さ
れ
る
。
ま
た
、
朝
鮮

に
お
け
る
新
石
器
時
代

の
遺
物
は
、

シ
ベ

　　
ご

リ
ア
や
満
洲
の
遺
物

に
通
じ
る
も

の
が
あ
る
と
彼

は
主
張
し
、

こ
の
点
で
、
朝

鮮
に
お
け
る
先
史
遺
物
を
初
め
て
同
定
し
た
鳥
居
龍
蔵

の
意
見
と

一
致
し
て

　が
　

い
た
。
藤
田
は
ま
た
、
朝
鮮

の
ド
ル
メ
ソ
を
、
地
域
分
布
と
様
式
的
な
差
異
か

ら
北
部
と
南
部

の
二
種
類

の
タ
イ
プ
に
分
類
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ド

ル
メ
ン
か
ら
出
土
し
た
青
銅
器
が
、
は
じ
め
て

「金
属
を
使
用
し

た
」
民
族
、
「穢
貊
族

(司
崩
呈
「

図
①ヨ
器
貯
冒
αq
)」
の
手

に
な
る
も

の
で
あ
る

と
の
仮
説
も
出
し
て
い
る
。

こ
の
民
族
は
、
周
時
代

の
末
期

(紀
元
前
七
世
紀

頃
)、
山
東
地
方

か
ら
朝
鮮
北
西
部

の
平
壌

南
道

(男
磐
甘

三

勺
《
8
ひq四
『

8
ヨ
α
。
)
と
黄
海
道

(屠
司
三

山
≦
磐
ぴq
冨
Φ-
島
。
)
地
方

に
移
住

し
た
民
族

と

　が
　

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
滅
貊
族
が
、
た
だ
ち
に
先
住
民

の
文
化
を
追
放
し
、
支
配

力
を
発
揮
し
て
、
最
初
期

の
半
地
下
壕
式

の
家
屋
を
作

っ
て
定
住
し
、
村
を
形

成

し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
を
藤
田
は
、
「金
石
併
用
」

時
代
と
名
付
け
、
考
古
学
的
な
指
標
と
し
て
、
半
島
全
土
に
発
見
さ
れ
る
細
身

の
短
剣

(「細
形
銅
剣
」
)
(刈
噌
三・噌

ωΦξ
8
ひq
α
8
αq
-ひq
。日
)
を
挙
げ

て
い
る
。
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朝鮮の過去をめぐる政治学

藤

田
に
と

っ
て
、
「金

石
併
用
」
文
化

は
、
白
鳥
が
主
張
し
た
滅
貊
族

の

　　
　

「
歴
史
上

の
」
到
来
を
考
古
学
的

に
証
明
す

る
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
藤
田

は
、
『魏
志
』

に
あ
る

「東
夷
民
族
」

の
伝
承
か
ら
、
古
代
朝
鮮

の
埋
葬
習
慣

や
衣
装
、
宗
教
の

「概
要
」
記
述
で
あ
る
と
理
解
し
、
古
代
朝
鮮
の
文
化
が
中

国
の
後
漢
か
ら
の
影
響
以
上
に
、
北
方

の
遊
牧
民
で
あ
る

「
ト
ゥ
ン
グ
ス

(号

子
ム

↓
巨
αq
⊆
ω)」
と
の
関
係

に
深
く
文
化

的
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明

　の
　

ら
か
に
し
た
。
朝
鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
金
属
器

の
技
術
、
武
旦
ハの
意
匠
、
装

飾

モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
北
方
に
お
け
る
ス
キ
タ
イ
族
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ

　　
　

と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

藤
田
に
よ
れ
ぽ
、
朝
鮮
半
島

に
お
け
る

「
土
着
の
滅
貊
族
」
が
中
国
化
す
る

の
は
、
漢
が
侵
入
し
、
紀
元
前

一
〇
八
年
に
漢

の
支
配
体
制
が
確
立
し
た
と
き

で
あ

る
。
こ
の
と
き
、
文
化
は
、
「漢

の
楽

浪
」
よ
り
発
信
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
藤
田
は

「東

の
燈
台
」
と
名
付
け
て
、
楽
浪
の
芸
術
、
文
化
、
技
術
の

　の
　

優
越
性
を
表
現
し
た
。
漢
の
支
配
体
制
と
そ

の
影
響
力
は
、
さ
ら
に
南
東

へ
数

百
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
慶
州

の
入
室
里

(d日刃
己司

甘
ω巨
ε

に
ま

で
及
ん

で
い
た
。
そ
の
地
か
ら
、
漢
か
ら
影
響
を
受
け
た
刀
剣
や
槍
、
儀
礼
用
の
鐘
が

　の
　

出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
藤
田
に
と

っ
て
重
要
で
あ

っ
た
の
は
、

こ
の

「漢

か
ら
影
響
を
受
け
た
」
金
石
併
用
の
文
化
が
、
日
本

の
弥
生
文
化

に
移
植
さ
れ

　　
　

た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

多
様
な

「民
族
」
の
影
響

の
な
か
で
も
、
後
期
三
国
時
代
と
日
本

の
古
墳
国

家

の
勃
興
に
関
わ
る
要
因
と
し
て
藤
田
が
強

調
し
た
の
は
、
滅
貊
族
、
扶
餘
、

高
句
麗
、
そ
し
て
沃
沮

(♀
刈

○
ぎ
8
)
の
部
族
を
通
し
て
も

た
ら
さ
れ
た

　お
　

中
国
文
化

の
影
響
で
あ
る
。
日
本
と
朝
鮮
に
お
け
る
習
慣
や
衣
装
、
生
活
様
式

な
ど

の
考
古
学
的
か
つ
歴
史
的
な
類
似
性
は
、
古
墳
時
代
に
、
両
国

の
間

で
文

化
的
か
つ
宗
教
的
な
関
係
が
取
り
結
ば
れ
て
い
た
が
故
の
こ
と
で
あ
る
と
彼

は

考
え
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
藤
田
は
、
考
古
学
史
料
を
利
用
し
て
、
東
夷
民
族

の
起
源
に
関
し
て
、
す
で
に
定
説
と
な

っ
て
い
た
歴
史
理
論
を
補
強
し
た
の
で

　　
　

あ

っ
た
。
彼
以
前

の
日
本

の
歴
史
家
と
同
様
に
、
藤
田
も
、
日
本
人
の
起
源

へ

　　
　

の
関
心
か
ら
朝
鮮

の
先
史

の
研
究
に
入

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

次

の
彼

の
言
葉
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
「世

の
朝
鮮
文
化
を
語

る
も

の
、
多
く
は
シ
ナ
文
化

の
模
倣
で
あ
る
と
し
、
又
其

の
伝
達

の
橋
と
な

っ

て
、
吾
が
上
代
文
化

は
漠

・
六
朝
文
化

の
影
響

に
よ
っ
て
成

る
か
の
如
く
に
説

い
て
い
る
。

[し
か
し
、
…
…
]
大
陸
文
化
と
称
す
る
は
決
し
て
秦
漢
文
化

の

直
輸
入
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、
朝
鮮
半
島
を
通
過
し
た
る
も
の
、
即
ち
半

島

の
地
に

一
度
培
養
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
海
を
渡

っ
て
九
州
に
、
本
土
に
根
を
下

し
た
も

の
で
あ

っ
て
、
多
分
に
半
島

の
土
地
と
人
と
に
親
し
み
の
あ
る
多
少
変

　　
　

化
し
た
も

の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
」
。

藤
田
と
関
野
の
総
合
的
な
調
査
に
よ

っ
て
、
考
古
学
的
年
代
設
定
と
美
術
史

的
デ

ー
タ
は
、
植
民
地
主
義

に
お
け
る
民
族
解
釈

の
枠
組

み
へ
と
回
収
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、
植
民
地
学
の
も
と
で
、
芸
術
的
か

つ
文
化
的
、
技
術
的
な
変
化
も
、

朝
鮮
半
島

に
生
活
様
式
と
規
則
を
強
制
し
た
優
性
民
族

の
一
連
の
到
来
と
征
服

に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
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四

朝
鮮
の
考
古
学
に
お
け
る

「
侵
略
幻
想
」

こ
の
よ
う

に
、
日
本

の
考
古
学
者
と
歴
史

家

の
学
術
的
貢
献
は
、
そ
の
問
題

の
多

い

「民
族
決
定
論
的
な
」
解
釈
格
子
に
よ
っ
て
、
覆

い
隠
さ
れ
て
し
ま

っ

た
。
旗
田
巍
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
今
日
の
日
本

で
も
、
朝
鮮

に
対
す
る

一
般

認
識
は
、
前
記
の
学
者
た
ち
に
よ
る
研
究
の
影
響
を
被
り
、
朝
鮮
文
明
が
中
国

と
い
う
外
部
の
影
響
を
通
じ
て
の
み
発
展
し
、
独
自

の
展
開
を
も

つ
こ
と
が

で

き
な
か

っ
た
と
考
え
る
傾
向
が
あ
る
。
旗
田
巍
は
、
植
民
地
体
制
下
に
行
わ
れ

た
考
古
学
と
歴
史
編
纂

の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
歴
史
的
背
景
を
組
織
的
に
明
ら
か

に
し
た
最
初
の
歴
史
家

で
あ
り
、
彼
に
よ
る
朝
鮮
歴
史
編
纂

の
重
要
性
は
否
定

し
え
な
い
が
、
し
か
し
、
彼
は
、
朝
鮮
古
代
史
を
分
析
す
る
新
た
な
解
釈
を
提

　
の
　

出
で
き
ず
に
終
わ

っ
た
。
韓
国
の
民
族
主
義

的
な
考
古
学
者
と
歴
史
家
は
、
か

つ
て
日
本
人
が
朝
鮮
で
行

っ
た
学
術
研
究
を
全
否
定
す
る
立
場
を
取

っ
て
お
り
、

　り
　

そ
れ
ゆ
え
、
古
代
に
お
け
る
朝
鮮
と
日
本

の
交
渉
を
、
正
反
対

の

「
影
響
」

の

方
向
性
、
す
な
わ
ち
、
朝
鮮

か
ら
日
本
と
い
う

一
方
通
行
に
よ

っ
て
し
か
理
解

　
り
　

し
よ
う
と
し
な
い
。

大
韓
民
国
で
は
、
金
貞
培
と
尹
乃
鉱
の
極
右
思
潮
に
よ
り
、
朝
鮮
の
先
史
を

　の
　

書
き
替
え
て
、
か
つ
て
の
日
本
人

の
貢
献
を
全
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼

ら
が
、
植
民
地
主
義
的
解
釈

の
な
か
で
も
強

く
反
対
し
て
い
る
の
は
、
李
丙
熹
、

　　
　

千
寛
宇
、
李
基
白
な
ど
の
先
駆
者
と
同
様
に
、
檀
君
と
箕
子

(71
哥

内
冒
)、

　の
　

衛
満

(潮
・耻

煢
一ヨ
き
)
の
歴
史
解
釈
と
そ

の
整
合
性

に
関
し
て
で
あ

る
。
ま

た
、
漢

の
時
代

の
楽
浪
と
そ
の
朝
鮮
半
島
で
の
支
配
力

の
解
釈
、
三
国
時
代
初

期
に
お
け
る
日
本
と
の
関
係

に
つ
い
て
の
解
釈
な
ど
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
朝
鮮
と
日
本

の
民
族
的
起
源
と
各
文
明
の
固
有
性

の
理
解

に
と

っ
て
、
決
定
的
な
要
因
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
以
来
、
現

在

に
至
る
ま
で
、
熱
く
議
論
さ
れ
る
主
題

で
あ
り
続
け
て
い
る
。

つ
ま
り
、
朝

鮮

の
国
粋
主
義
的
な
歴
史
家

の
み
な
ら
ず
、
日
本

の
研
究
者
も
、
文
化
交
渉
を

説
明
す
る
た
め
に
は
、
い
ま
だ
に
、

一
方

か
ら
他
方

へ
の

「征
服
」
や

「影

響
」
と
い
う
考
え
方
を
基
礎
に
置

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
想

に
囚

わ
れ
て
い
る
限
り
、
帝
国
主
義
的
で
植
民
地
主
義
的
な
伝
統

に
揺
さ
ぶ
り
を
か

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
か

つ
て
私
は
、
今
日
の
朝
鮮
先
史
研
究
者

　　
　

の
研
究
を

「侵
略

ノ
イ

ロ
ー
ゼ
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が
あ

っ
た
。
い
く

つ
か
の
例

外
を
除

い
て
、
朝
鮮
と
日
本

の
考
古
学
研
究
と
美
術
史
研
究
、
そ
し
て
歴
史
研

究
は
、
丘
を
越
え
、
谷
を
下
り
、
海
を
渡

っ
て
伝
わ

っ
た

「影
響
」
と
い
う
考

え
方

に
染
ま
り
切

っ
て
い
る
。
地
理
的

に
は
、
中
央

ア
ジ

ア
の
ス
テ
ッ
プ

(江

　
の
　

上
波
夫

の

「騎
馬
民
族
理
論
」
に
典
型
的
)
か
ら
、

シ
ベ
リ
ア
山
脈

(紀
元
前

一

　
り
　

○
○
○
年
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
青
銅
器
時
代
)
に
至
り
、
南
は
、
(朝
鮮

の
ド
ル
メ
ソ

　の
　

の
起
源
と
し
て
、)
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
諸
島
に
ま
で
、

こ
う
し
た

「影
響
」
に
関
す

る
研
究
は
そ
の
領
野
を
広
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
研
究
者

の
う
ち

一
人
と
し
て
、
「影
響
」
と
い
う
考
・兄
方
そ

の
も

の
を
規
定

し
え
た
も

の
は
い
な

い
。
私
は
、
氏
族

や
部
族
、
民
族
、
そ
し
て

(あ
る
い
は
)
国
家
全
体

の
移
動
が
、
技
術
的
か

つ
文
化
的
な
変
化

の
担

い
手
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朝鮮の過去をめぐる政治学

と
な

っ
た
と
す
る
彼
ら
の
信
念
そ
の
も
の
に
、
疑
念
を
抱

い
て
い
る
。
こ
の
考

え
方
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
、
考
古
学
や
歴
史

の
議
論
に
お
い
て
、
北
朝
鮮

の

共
産
主
義
者
と
大
韓
民
国

の
学
者
、
さ
ら
に
は
日
本

の
植
民
地
主
義
者
の
間

で
、

憎
悪
の
感
情
や
皮
肉
が
渦
巻
く
原
因
と
な

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

今
日
で
も
、
外
国
人
嫌
い
と
愛
国
心
、
そ
し

て
政
治
的
な
闘
争
が
、
朝
鮮
の
考

古
学
と
古
代
史
を
客
観
的
に
分
析
す
る
際

の
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
い
る
。
考

　の
　

　の
　

古
学

の
金
元
龍
や
古
代
史
の
李
基
白
、
あ
る

い
は
旗
田
巍
な
ど
の
日
本
海
峡
を

隔
て
る
両
国

の
最
良

の
研
究
者

で
さ
え
、
「
侵
略

ノ
イ

ロ
ー
ゼ
」
を
克
服
す

る

こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
今
日
で
さ
え
、
朝
鮮

の
考
古
学
者
と
歴
史
家
は
、
そ

　の
　

れ
そ
れ

の

「民
族
主
義
的
歴
史
」
を
再
構
成
す
る
戦

い
の
渦
中

に
あ
る
の
で
あ

り
、
南
北
に
半
島
を
分
割
さ
れ
た
過
去
五
十
年
間

の
相
反
す
る
国
家
イ
デ
オ

ロ

ギ
ー
と

「朝
鮮
」
の
歴
史
記
述

の
あ
り
方

に
影
響
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
北
朝
鮮

の
史
料
を
参
照
で
き
な
い
と
い
う
現
状

に
よ

っ
て
、
「朝
鮮
」

の
民
族
や
領
土
、
そ
し
て
国
家

の
起
源

の

「古
代
性
」
と

「信
憑
性
」
を
め
ぐ

る
問
題

は
、
よ
り
複
雑
な
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
南
北
朝
鮮
、
そ

し
て
日
本

の
双
方

に
お
い
て
、
「
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
交
渉
」
は
、

誰
が
政
治
的
な
正
統
性
を
持

っ
て
い
る
の
か
、
誰
が
、
民
族

の
古
代
性
と
純
粋

性
、
文
化
的
優
越
性
、
国
家
の
起
源
を
定
義
づ
け
る

「正
統
者
」
と
し
て
倫
理

的
な
主
張
を
し
う
る
の
か
、
こ
の
点
を
巡

っ
て
紛
糾
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　
　

国
民

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
や
民
族
性
、
あ
る
い
は
文
化
を
規
定
す
る
要
素

と
し
て
考
古
学
と
考
古
学
者

の
役
割

の
重
要

性
は
、
最
近
ま
で
に
、
十
分
認
識

　　
　

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
種

の
国
粋
主
義
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
前

世
紀
の

「植
民
地
主
義
的
考
古
学
」

へ
の
反
抗
と
し
て
は
自
然
な
も
の
だ
ろ
う
。

国
家
や
民
族
集
団
の
プ
ラ
イ
ド
を
支
え
、
士
気
を
高
め
る
道
具
と
し
て
、
考
古

　ば
　

学
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
「人
々
が
、
国
家
的

統

一
の
な
い
国

に
属
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
列
強

に
よ
っ
て
、
集
団
と

し
て
の
権
利

を
阻
害

さ
れ
、
脅

か
さ
れ
、
さ
ら

に
は
奪

わ
れ
た
と
感
じ

た

　お
　

と
き
」

に
は
、

い
っ
そ
う
意
識
的

に
こ
の
操
作
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
考
古

学
は
ま
た
、
政
治
教
育

に
お
い
て
も
、
重
要
な
装
置
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
古
代
か
ら

の
土
着
的
な
文
明
の
文
化
水
準
の
高
さ
を
強
調
す
る
の
に

役
立

つ
か
ら
で
あ
る
。
考
古
学
と
古
代
史

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
英
雄
や
神
話
、

　　
　

そ
し
て
伝
説
を
捜
し
求
め
る
際
に
、
文
化
的
な
原
典
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
・兇
、
考
古
学
者
と
そ
の
調
査
結
果
は
、
国
家
体
制
を
整

・兄
、
政
治
的
団
結
を
形
成
す
る

の
に
決
定
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き

た
の
で

あ
樋
・

朝
鮮
半
島
の
研
究
は
、
こ
の
地
が
多
数

の
異
な
る
文
明

の
合
流
点
に
位
置
し

て
き
た
が
ゆ
、兄
に
、
き
わ
め
て
啓
発
的
な
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。
過
去
五
千

年
に
亘
る
朝
鮮
の
考
古
学
的
遺
物
と
美
術
品
は
、
起
源
と
発
展

の
多
様
性
を
反

映
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
文
化
交
渉
、
文
化
衝
突
、
文
化
変
容
と

順
応
な
ど
、
要
す
る
に
文
化
的
な
変
化

に
関
す
る
形
成
プ

ロ
セ
ス
を
措
定
す
る

　　
　

研
究

に
は
、
理
想
的
な
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
土
着
的
な
起
源
と

と
も
に
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
続

い
て
き
た
外
部
か
ら
の
影
響
、
す
な
わ
ち
中
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国
や
日
本
列
島

の
影
響
と
そ
の
適
応
を
重
視

す
る
方
法
論
を
公
式
化
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
広
範
な
地
域
研
究

の
枠
組
み
に
よ

っ
て
、
個
人
、

お
よ
び
集
団
の
反
日
感
情
や
反
朝
鮮

の
感
情

か
ら
解
き
放
た
れ
、
過
去
と
未
来

に
お
け
る
日
本
と
朝
鮮

の
文
化
折
衝
を
よ
り

よ
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
の

で
あ
る
。

注↓
ぼ
ω
鋤
註

。
一。
≦
9
ω
9

αq
言
鋤
ξ

空

び
一諄

a

ぎ

鍵

妹
決

帖§

艱

鋸
言
建

(紹

ミ

海
)噂

Z
o
.
刈
(冒

澪

一
㊤
逡
)
ぎ
ω
鼻

二
8

0
h
>
α
〈
譽

8
α
ω
言

臼
①
ρ

〉
ロ
ω
け鑓

一一き

Z
9
口
8

巴

d
巳
く
臼
ω
凶蔓

O
き

び
①
凄
P

>
⊆
ωけ
蕁
一一鋤
も

歹
卜。
α
ム
。。
・

一
九
九

二
年

、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク

の
財
団

ω
O
o
一巴

ω
9
穹

o
Φ
国
Φ
ω
①
穹

o
ず
O
o
ロ
昌
o
置
よ

り
助

成
金

を

得

て
、
私

は
、
東

京

に
調

査
旅

行

を
行

っ
た
。

本

研
究

が
主

に
曲
ハ拠

と

し

た

の
は
、
東

洋

文
庫

(東

京

)

と
東
京

大

学
東

洋

文
化

研

究

所
図

書
館

の
蔵
書

で

あ

る
。
前

者

に
は
、
梅

原
末

治

の

コ
レ
ク

シ

ョ

ン
と

し

て
、

手
紙

や
地

図
、

さ

ら

に

は
、

『古

蹟

調

査
報

告
』

(東

洋

学
術

協
会

、

東
洋

文
庫

、

東

京
、

一
九

六
六

年

)

で

使

用

さ
れ

た
図
表

や
発

掘
地

の
写

真
、

美
術

品

な
ど
、

数
千

点
が

収

め
ら

れ

て

い
る
。

梅

原
末

治

は
、
関

野
貞

、
濱

田

耕
作

、
藤

田

亮
策

、
今

西

龍

な
ど

と
同

じ
く

、
植

民

地

時
代

第

一
次

世
代

の
考
古

学

者

に
あ

た
る
。
彼

は
、
六

十
年

と

い
う
長

期

に
亘

っ

て
、
朝

鮮

の
考

古

学
研

究

を
行

っ
た

(梅

原
末

治

、
「
日
韓
併

合

の
期
間

に
行

わ

れ
た

半
島

の
古

蹟

調
査

の
保
存

事

業

に

た
ず

さ

わ

っ
た

日
と
考

古

学

と

の
回
想

録

」
、

『朝

鮮

学
報

』
、

五

一
号
、

一
九

六
九
年

、

九

五
ー

一
四

八
頁
)
。

二
〇
世

紀

初

頭

に
、
朝

鮮

の
考
古

学

と
先

史

研
究

の

パ
イ

オ

ニ
ア
と

な

り
、
指

導

的
役

割

を
負

っ
た
専

門
家

た
ち
の
大
半
は
、
東
京
帝
国
大
学
歴
史
学
科
と
建
築
学
科
の
大
学
院
生
や
教
授
陣
で

あ

っ
た
。
彼
ら
の
報
告
書
と
朝
鮮
の
美
術
品

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
在
も
東
京
大
学

図
書
館
と
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

(東
京
大
学
博
物
館
、
『総
合
研
究
資
料
館
展

示
解
説
』、

一
九
八
三
年
)。

(1
)

括
弧

内

の
年

号

は
、

こ
れ

ら

の
国

や

人

々
が

朝

鮮
半

島

を
侵

略

し

た
年

を

示

し

て

い
る
。

ほ

と

ん
ど

の
歴
史

家

は
、

朝

鮮

の
王
朝

と

こ
う

し

た
侵
略

者

と
、

属
国

制
度

や

軍
事

、
政

略
結

婚

、

さ
ら

に
は
貿

易

や
商
業

な
ど

に
関

し

て
、

外

交

的

な
交

渉

を
行

っ
た

こ
と
を

重
視

し

て
は

い
な

い
。
例

え

ば
、

七
世

紀

半
ば

に
お
け

る
唐

と
新

羅

と

の
軍

事
協

力

は
、

新
羅

に
よ

る
朝

鮮
半

島

統

一
に
お

い

て
決
定

的

で
あ

っ
た

(一
〇
ぎ

冒

巨

①
ω
o
戸

.、ω
餌
日
αq
ロ
犀

ω
鋤
σq
一
鋤
昌
α
夢
Φ
d
巳
賠

8

鉱
8

芝
霞
ω
㌦
.
℃
げ
U

臼
ω
ω
4
d
巳
く
Φ
邑

蔓

o
州
O
鋤
ま

○
ヨ
旦

一W
Φ
蒔

色
Φ
零
)
。
新

羅

と
高

麗

の
時

代

、

王
位
継

承

者

は
、
教

育

の
た

め
、

そ
し

て
、
朝

鮮

の
属
国

と
し

て

の
地

位

を
受

け

入
れ

る
べ
く

、
中

国

の
朝

廷

に
派

遣

さ
れ

た
。

派
遣

さ

れ

た
王
子

た

ち

は
、
後

に
王

と
な

り
、
宗

教

、
芸

術
、

文

学

な
ど
、

中

国
文

明

の
精

華

を
朝

鮮
半

島

に
移

入

す

る

の

に
決

定
的

な

役
割

を

果

た

し

た
。

ま

た
、

彼

ら

は
、

と

き

に
、

「
二
重

の
媒

介

者
」

と

な

っ
て
、
中

国

に
留

ま

り

続

け

る

こ
と
も

あ

っ
た
。

つ
ま

り
、
属

国

制
度

は
、
朝

鮮

の
王

朝

に

と

っ
て
、
文

化

交

渉

と
情
報

吸
収

の
二

つ
の
目
的

を
果

た
し

て
い
た

の
で
あ

っ
た
。

(2
)

李
壇

根

(、

母

ユ
し

さ

ω
O
『

σq
§

)
、

「♀

司

民
族

思
想
斗

日
帝
司
ス

日

本
文

化
潮

関

係
」

(d
ユ
a

且
o
犀
ω
鋤
ω
⇔
昌
αq
騨
≦
巴

一〇
ゴ
①
巨

二

ぎ
o
昌
ヨ
ニ
酵

≦
四

三

パ
≦
鋤
づ
σq
《
①
)
、

『
韓
国

民
族

思
想

大
系

』

(尋

号
望

手
朴

を
司

刈

=
翁。
昌
"αq

ロ
吋

巳

且
o
醤

ω
①
ω
き

ひq

$
①
αq
《
Φ
)
、

(暑

叫

叫
舍

q

子
剖

↓
o
轟

-
鋤

冨

騨
ω
巳

気
8

、

ひq
q
≦
8

)
、

一
巻

、
刈

。
τ

(ω
①
o
巳
)
、
高

麗

大

学

校

(
ヱ
司

司

叫

ユ

内
o
亳

o
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朝鮮の過去をめぐる政治学

蜜

Φ
冨

寄

団
o
)
、

一
九

七

一
年

、

三

二
三
-

三
四
七

頁
。

及

び
、
0
冨

口
αq

U
o
9

ヨ
ロ

(秀

朔

早

)
、

『大

韓

偉

人

傳

(上

)
』

(司

量

潮

剋

冠

)
、

一
巻

、
刈

。
τ

(ω
Φ
8

一)
、
叫

刈
叫

是
糾
朴

(〉
ω
$

日
q
昌

≦
鋤
鈴

)
、

一
九

八

一
年
。

『
丹
齋

申

采

浩
全

集
』

(駐

刈
4
刈

弖
石

噌

↓
9
a
鋤
Φ
ω
ぎ

0
げ
げ
Φ
-
プ
o
o
げ
o
且
君
)
、

第

二

版

、

一
巻
、

丹
齋

申
采

浩
先

生
記

念
會

(吐
刈

4
刈

重

母
碧

71

碧
司
「

↓
m
且
鋤
o

Qっ
ぎ
-
O
げ
.鋤
Φ
凸

o

ω
○
諺
器

昌
αq

匹
昌
団
0
8
げ
o
①
)
、
刈
。
τ

(ω
8

巳
)
、
噌
対
己
釜
毛

朴

(閏
団
8

ひq
ω
o
一
〇
げ
、巳
覧
鋤
口
路

×

一
九

八
七
年

。

(3
)

金
容

燮

(招
暑

唱

寄

ヨ

団
o
昌
ひ亀
φ
8

)
、

『
日
本

韓
國
史

叙

述
』

(d
己
薯

三

妊

号
朴
刈

舍

ロ
び
8

=
き

.ひq
鼻

Φ
誇

o
ω
o
巳

=
き

蒔
鼻

ω
9。
ω
o
ω
=
一)
、
く
ω
口
bd
、

一
九

六

六

年

、

三

一
頁

、

一
二

八
1

一
四

七

頁
。

及

び
、

李

基

白

(
。1

71

叫

団
一
囚
7
げ
器

貯
)
、

『韓

國
史

新
論

』

(截

号
朴

剤

そ

国
穹

.ひq
鼻

ω
鋤

ω已
o
昌
)
、
刈

。τ

(ω
o
o
ロ
一)
、
d
己
丕
叫

(一一〇
ぴ
o
㈹
爵

)
、

一
九

七
六
年

。

(4
)

千
寛

宇

(刃

哥
♀

O
曙
o
昌

閑
≦
四
『

=
)
、

『
人
物

呈

暑

韓

国
古

代
史

』

(d
匸
号

呈

-
」

譜

号

ユ
司

朴

ぎ
目
亘
=
o
げ
8

=
き

圃
g
犀
ざ

量

Φ
ω鋤
)
、
刈

苦

(ω
Φ
o
⊆
一)
、
署

。吾

τ
糾

朴

0
ゴ
8

σq
¢
ヨ

ぢ
ロ
酵

≦
①
ω
鋤

一
九

八

三
年
。

(
5
)

金

貞

培

(招

碧

叫

国
巨

0
げ
8

ぴq
-
σ
器

)
、

『
韓

國
民

族
潮

起

源

』

(量

号

望

等
到

71
砲

=
鋤
口
、ひq
艮

目
且

o
評
乱

臨
鬢
o
昌
)
、

刈
・
τ

(ω
Φ
o
巳
)
、

高
麗

大
学

校

(
ヱ
司

司

叫

皿

囚
o
曙

o

$
Φ
冨

葵

矯
o
)
、

一
九

七

六

年
。

及
、

同

著

者
、

『韓

國

古
代

到

國
家

起

源
到

形

成
』

(量

号

ヱ
引

到

号

竏

71

組

釧

碧
相

)
、

刈

。τ

(ω
①
o
邑

、
高

麗

大

学

校

(
ヱ
司

司

叫

ヱ

訳
o
煢
o

富
Φ
冨

パ
す

o
)
、

一

九

八
六
年

。

(6
)

李

丙

熹

(
・-

噌

三

5

℃
く
o
ロ
ひq
-
α
o
)
、

『
三

國

遺

事

』

(淋
・
号

弁

斗

ω
鋤
日
ひq
爵

《
⊆
銘
)
、
刈
。
τ

(ω
①
o
邑

、
江

西
出

版
社

(を
づ

登
丹

斗

国
鬢
き

ひq
-

ωo
o
げ
、巳
O
.き

ω
鋤
)
、

一
九

八

一
年
。

(
7
)

金

貞
培

(招

層
叩

丙
ぎ

9

8

ひq
歩

9
Φ
)
、
、.勾
・
§

昌

。
ロ

9

国
9
三
。

囚
o
『
o
き

鬘

口
8

穹

島
8

ヨ
ぎ
αq
o
h
一什
ω
磐

9
Φ
三

評
ぎ
ひq
α
0
8

ω富
叶
①
ρ
..
き

ミ
§

冒

ミ
§

ミ

ト。
S

蒔
(一
㊤
○。
刈)
"
Q。
ω
-
刈
'

(
8
)

『韓

国

民
族
思

想
大

系
』

(尋

号

剋

手
朴

を
斗

司

刈

閏
鋤
筏
αQ
爵

日
貯
-

一〇
犀

ω
9
ω
譽

σQ
芻

富
①
ひq
矯
Φ
)
、

一
巻
、

刈
。
τ

(ω
Φ
〇
二
一)
、
高

麗
大

学

校

(
ヱ
司

司

叫

ヱ

内
o
曙

o
鼠
①
冨

犀
す

o
)
、

一
九

七

一
年

。

(9
)

鈴
木

正

行
、

『北

朝
鮮

社

会

主
義

と
伝

統

の
共
鳴

』
、
東

京

大

学
、

一
九

九

三
年

。

(10
)

朴
桓

(叫

屠

℃
鋤
蒔

=
≦
き

)
、

『
滿

洲
韓

人

民
族

運

動
史

研

究
』

(虹

ス丁

量

d
匸司
茎
「・
王

。斗

]≦
鋤
邑
=
団
鋤
昌
、言

ヨ
且

o
犀
ロ
昌
α
o
コ
αq
ω
鋤
団
o
昌
"σq
⊆
)
、

三

一
巻
、

西
江

大
学

校

(刈

な
司

尋

ヱ

ω
o
ひq
き

ひq

富
①
げ
①
吋
ξ

o
)
、
刈

。τ

(ω
①
○
色

、
囲

スτ
。て
望

斗

(↓
鋤
Ω
二
昌
ひq
目
⊆
昌
び
乏
鋤
ω
鋤
)
、

一
九
九

一
年
。

(
11
)

『
丹
齋

申

采

浩
全

集
』
、
第

二
版

、

一
巻

、
丹

齋
申

采

浩
先

生

記
念

會

、

一

九

八
七
年
。

(
12
)

前

掲
書

。

(
13
)

李

基

白

(、

71

叫

厳

国
7
び
器

評
)
、

『民

族

斗

歴

史
』

(剋

丕
「
斗

帽
「
朴

]≦

且
o
騨

貯
≦
斡

く
o
脚
ω
o
)
、
刈

。τ

(ω
①
o
巳
)
、

。-
已
丕
叫

(=
o
げ
o
伽q
鋤
評
)
、

一
九

七

七
年

。

(14
)

韓

基

彦

(聾

刻

望

山
Q
昌

囚
7
0
コ
)
、

コ

九

三
〇

年

代

潮

教
育

學

振

興

運
動

」

(
一
九

三
〇

q
囲

ヱ
。
耳
冠

・エ
8
丁
三
。

一
九

三
〇

昌
鴇
8

α
①
Φ

鼠

冒
矯
o
旨

写

ゴ
鋤
閃

O
窪
弓

8

αQ

⊆
口
α
8

σq
)
、

『
民
族
文

化
研

究
』

(司
茎
ヨ
τ
糾

勉

子

髯
一且
O
犀

ヨ
ニ
邑
卩≦
鋤
《
8

.ひq
⊆
)
、

一
二
号

、

一
九
七

七
年

、

四
九
ー

八
○

頁
。

(
15
)

西

川
宏

、

「
日
本

帝

国

主

義

に
お

け

る
朝

鮮

考
古

学

の
形

成

」
、

『朝

鮮

史

研
究

会

論

文

集

』
、
東

京

、
七

号

、

一
九

七

〇
年

。
及

び
、
李

龜

烈

(、

子
望
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因
一

囚
⊆
毫

○
一)
、

『韓

國
文

化
財
潮

秘

話
』

(妊
号

呈
叫

刈
釧

司
糾

山
①
筏
αq
二
貯

日
巨

ゴ
≦
四
冨
Φ
9

宜
げ
鬢
9。
)
、
刈

。
τ

(ω
Φ
o
邑

、

韓
国

美
術

出
版

社

(妊

尹
司

舍

を

斗
斗

寓
穹

、ひq
爵

巨

ω三

9

.巳
O
、m
口
ω
ロ
)
、

一
九

七
三
年

。

西
山

武
彦

、
「
韓

国
建

築
調

査

報

告

の
謎
」
、

『韓

国

の
建

築

と
芸

術
』

(西

山
武

彦

・
伊

丹
潤

編

、

『
韓

国
建

築

調

査

報

告
』

一
九

〇

四
年

初

版
、

一
九

六

一
年

、

一
九

八
八
年

復

刻
版

)
。

(16
)

李
光

洙

(
・-

吾

牛

5

内
≦
畧

ひq
-
ωq
)
、

「民

族
改

造
論

」

(望

等
期

丕
薯

窰
一且
o
犀

冨

色
o
『
o
口
)

(
一
九
三

一二
年
)
、

『李

光
洙

全
集

』

(司

罸
千

萢
苓

さ

内
≦
譽

ひq
φ
⊆

9

8

喜

)
、
刈

刈

千

(ω
0

0
ゴ
鋤
Φ
1
ω
二
)
、
刈

。
τ

(
ω
8

色

、

丸
・
ス下

唐

(Qり
餌
且

巨

ひq
α
擘

ぴq
)
、

一
九

六

二
年

。

(17
)

白

鳥

庫

吉
、

『朝

鮮

研

究

』

(
『白

鳥

庫

吉

全

集
』

所

収
、

岩

波

書

店
、

一

九

八
六
年

)
。

(
18
)

鳥

居
龍

蔵

、

『極

東

民
族

』
、

東
洋

人

種
学

叢

書
、

文
化

生

活
研

究

会
、

一

九

二
五
年
。

(
19
)

団
○
ω三
ω
菩

霞

o

訳
§

ρ

ミ

§

8
鳴

§

§

。・帖§

旦

ミ
鳴

卜
籔
ミ
勘

ら
§

職
-

§
§

野

魯
的
ミ
魯

§

ミ
馬
ミ
§

垈

ミ

ミ

§

ミ
§

魯
§
ミ

暮

ミ
§

馬
&

譜
ミ

§
誌
§

勸
職
ミ

ミ

ミ
ミ
織
§

の
§

ミ

O
謡
§
鼻

き

ミ
鼻

黛
ミ
載

肉
婁
⑦
賞

b。
<
o
一ω
レ

㊤
ω
刈

山
逡

ρ

お
b
ユ
茸

Φ
9
}
芝

餌
ωぼ
昌
ひq
8
昌
"
2
●
磯
こ
内
①
p
三
犀
9

勺
「
Φ
ω
ρ

一
㊤
①
8

旗

田

巍
、

『
朝

鮮

の
歴

史

を

ど

う

教

え

る

か
』
、

竜

渓

書

舎

、

一
九

七

六

年
。

同
、

『日

本

人

の
朝

鮮

観

』
、
勁

草

書

房

、

一
九

六
九

年

。
同

、

『
日
本

と
朝

鮮

(
シ

ン
ポ
ジ

ウ

ム
)
』
、
勁

草
圭
旦
房
、

一
九

六
九

年
。

(20
)

国
伍
惹

口
ρ

菊
Φ
一8
冨

器

び

、.冒

℃
き

①
ω
Φ
費

o
冨

8

一〇
ぴQ
一〇
鋤
一
窯
o
蒔

8

夢
①

〉
ω
置
江
0
8

耳
ぎ
Φ
耳
㍉
.
ミ

§
黛
一ミ

冒

ミ
§
ミ

旦

卜
。。篤ミ
蹄

の
ミ
ミ
禽

ら
矯
一
レ

リ
ω
㊤
・

(21
)

本
稿
で
の
新
羅
、
百
済
、
高
句
麗
の
三
国
時
代

の
年
代
は
、
考
古
学
遺
物

に
基

づ

い

て

い
る
。
金

元

龍

(招
d
望
豆
o

H(
一b
μ
<
環
O
づ
ー
一《
O
口
伽q
)
、

『韓

國

考

古

學

概
説

』

(爿墅
ユう
ユ
ユ
計
「川

朗
己

=
鋤
旨
矧ひq
⊆
閃

吋
O
αq
O
げ
蝉
貯

評
拶
Φ
ω
O
一)
、

第

三

版
、

刈

。
τ

(ω
①
o
色

、

望

刈

舜

(H一〇
ぼ
ω
①
)
、

一
九

八

六
年

。

歴

史

学

で

は
、

一
三

世

紀

の

『
三
國
遺

事

』

の
記

録

に
基

づ

い
て
、

新
羅

を

紀

元
前

五

七
年

i
紀

元

後

九

一
八
年

、
高

句

麗

を
紀

元
前

三

七
年

-

紀
元

後

六

六

八
年

、

百
済

を

紀
元

前

一
八
年
i

紀

元
後

六

六
〇

年

と

し

て

い
る
。

最
初

の
考
古

学

遺

跡

で
あ

る
古

墳

と

そ

の
遺

物

は
、

紀

元

前

一
世

紀

以

上

に

ま

で
溯

る

こ

と

は

な

い
。

ケ

ネ

ス

・
ガ

ー
デ

ィ
ナ

ー
博
士

が
、

私

に
指

摘

(
一
九
九

三
年

)

し

て
下

さ

っ
た

と

こ
ろ

に
よ

れ
ば

、
高

句

麗

が

紀

元
前

一
世

紀

に
存

在

し

て

い
た

こ
と

は
、

『
漢

書
』

の
記

録

に

よ

っ
て
裏

付

け
ら

れ

て

い

る
と

い
う
。

し

か

し
な
が

ら
、

こ

の

時
代

の
高

句
麗

の
考

古
学

遺
物

は
未

だ
発

見

さ
れ

て

い
な

い
。

(22
)

藤

田
亮

策
、

『朝

鮮
学

論

考
』
、
藤

田
先

生

記
念

事

業
会

、
東

京

、

一
九

五

二
年

、

六

八
頁

。

(23
)

京
城

帝

国
大

学

の
名
称

は
、

一
九

四
六

年

に
国

立

ソ
ウ

ル
大
学

に
変

更

さ

れ

た
。
博

物
館

館

長

で
あ

っ
た
藤

田

は
、
植

民

地

時
代

を

通

じ

て
、

ほ
と

ん
ど

の
発
掘

調
査

グ

ル
ー
プ

で
仕

事

を
し

て

い
る
。

(
24
)

藤

田
亮

策

、

「朝

鮮

の
古

蹟

調
査

と
保
存

の
沿

革
」
、

『朝

鮮
総

覧

』
、
京

城

、

朝

鮮
総

督
府

、

一
九

三
三
年

、

一
〇

二
七
-

一
〇

四
七

頁
。

(
25
)

崔

淑
卿

(岑

奇
噌

O
げ
.o
①
ω
爵

-
ξ

8

ひq
)
、

「考

古
學

成

立

以
前

9
遺

跡

遺

物
觀

」

(
ヱ

ヱ
叫

園
噌

。-
苓

潮

。T
ズ
「
。
T
・喜
せ

内
O
αq
O
冨

困
ω
O
昌
σq
巳
三

宣
口
三

矯
ε
O
貯

貯
≦
碧

)
、

『
金

元
龍
教

授
停

年
退

任
紀

念

論
集

1
』

(招

廻

豆
。
皿
千
瑚

d
・

71

噌

忌
噌

-

内
巨

鬢

○
づ
亠
曳
o
口
ひq
ξ

o
ω
⊆
け
、o
Φ
巨

置
昌

o
目

昌
o
昌

冒
一)
、
刈
◎
τ

(oり
Φ
o
色

、
d
己
刈
杆

(一
一〇
ぼ
ω
蝉
)
、

一
九

八
七
年

。

(26
)

注

(
24
)

前
掲

書
。
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朝鮮の過去をめ ぐる政治学

(
27
)

旗

田
巍

、

『
日
本

人

の
朝

鮮
観

』
、

一
八

二
頁

。

(28
)

本
稿

で
は
、
植

民

地

時
代

の
制

度

や

調
査

組

織
、
書

物

の

タ
イ

ト

ル
や
固

有

名

詞

な

ど

に
言

及

す

る
際

、

「
朝

鮮
」

と

い
う

言

葉

を

使

用

し

た
。
朝

鮮

半

島

、
朝
鮮

の
人

々
、

そ

し

て

「
李
氏

朝

鮮
」

な

ど
、
多

く

の
場

合

に
使

用

さ

れ

る
言

葉

だ

か
ら

で
あ

る
。

こ

こ

で
特

に
記

し

て
お

き

た

い

の
は
、

こ

の
用

語

を

使
用

す

る

の
は
、
単

に
便

宜

的

で
、

歴
史

的

に
も

正
確

で
あ

る

と

い
う
理

由

か

ら

で
あ

り
、

い
か
な

る
軽

蔑
的

な

意
味

も

含
意

し

て

い
な

い
と

い
う

こ

と

で
あ

る
。
本

稿

で
は
、
植

民

地
時

代

の
制

度

や
書

物

、
組

織

な
ど

の
表

記

は
、

全

て

日
本
語

に
従

っ
た
。

本
文

中

に
は
じ

め

て
登

場

す

る
際

に
は
、
括

弧
付

き

で
表

記

し
た
。

ま

た
、

特

に
注

記

し

た
場
合

を
除

い
て
、
本

稿

で
使

用

す

る
用

語

は
、

日
本

の
植

民
地
時

代

の
記
録

か
ら

の
直

訳

で
あ

る
。

(
29
)

『鳥

居
龍

蔵
全

集
』
、
朝

日
新

聞
社

、

一
九
七

六
年

。

(
30
)

、.》

ω
b
Φ
o
芭

Z
信
日
げ
臼

言

8
①
ヨ
o
同
気

O
h
夢
Φ

冨

8

U
5

ω
ぼ
鑓

8
目
一

課
霞
爵

一〇
三

.、
ミ
町
§
o
謎

ミ

ミ
Q

肉
鳴
G・§
§
壽

b
§
匙
§

蕊

旦

、ミ

ぎ

o

切
§

ぎ

矯
Z
p
H
切
.
(一
㊤
ま
)
東

洋

文

庫

、

一
九

五

六
年

。
斎

藤

忠
、

『
鳥

居

龍

蔵

集
』
、
築

地
書
館

、

一
九

七

四
年

。

(31
)

旗

田
巍

は
、

日
本

人

学
者

に
よ

る

「満

鮮

史
」

の
定

義

の
有

効

性

を
疑

問

視

し

て

い
る
。
彼

に
よ

れ
ば
、

満

洲

と
朝

鮮

は
、
有

史

以
来

、
同

じ

歴
史

を

共

有
す

る
も

の
と

し

て
整

理

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
と

い
う

。

曰
く
、

「
朝

鮮

は
、

言
語

も
文
化

も

異
な

る
ひ
と

つ
の
固

有

の
国

家

で
あ

り
、

朝
鮮

の
歴
史

を
満
鮮

史

と

し

て
記

述

す

る

こ
と

は
、
朝

鮮

の
民

族

の
存

在

を
否

定

す

る

こ
と

に

つ
な

が

る
。
」

(旗

田
巍

、

『
日

本

人

の
朝

鮮

観
』
、

一
八

二
頁
)
。
彼

は
、
満

洲

と
関

連

づ

け

る
こ

の
説

の
責

任

を
、

古
朝

鮮

と
満

洲

の
部
族

と

を
関

連

づ

け

た
池

内

宏

や
津

田
左

右
吉

、
今

西
龍

に
よ

る

二
〇
世

紀

初
頭

の
朝
鮮

研

究

に
求

め

て
い

る

(
一
九

六
頁

)
。
初

期

の

「
満
鮮

史
」

研
究

(例

え
ぽ

、
池

内

、

『満

鮮

史

研

究
』
、
京

都
、

祖

国

社
、

一
九

五

一
年

)
を

全

て
無

効

と
判

断

す

る

旗

田

巍

や

韓

国

の
学

者

の
意

見

に
対

し
、
私

は
必

ず

し

も
同

意

し
な

い
。

「
満

鮮
史

」

研

究

は
、
考

古

学
的

、
歴

史
的

、

民
族

誌
的

に
、
貴

重

な
資

料

を
提

供

し

て

い
る

か
ら

で
あ

り
、

ま

た
、
中

国

北
部

の
広
大

で
、
環

境

の
変

化

に
も
富

ん
だ

地
域

に
は
、

紀

元
前

五
〇

〇
〇

年

の
先

史

新
石

器

時
代

よ
り
、

無
数

の
部
族

と

民
族

が

生
活

し
、

遊
牧

民
族

の
国
家

や
帝

国

の
中
心

地

と
も

な

っ
て
き

た

か
ら

で
あ

る
。

そ

の
地

に

は
、

渤
海

や

モ

ン
ゴ

ル
、

さ

ら

に

は
中

国

の
秦

が

関
与

し
た
。

ま

た
、

朝
鮮

半

島

の
考

古
学

、

歴
史

、
文

化
的

遺

物

は
、

モ

ン
ゴ

ル

の
草

原
地

帯

や
中

部

ア
ジ

ア

・
ス
テ

ッ
プ

で
刻

々
と
移

り
変

わ

っ
た
支

配

国
家

と

の
直

接

関
与

を

反
映

し

て

い
る
場

合

や
、
係

争

や
適

応

の
跡

を

示

し

て

い
る
も

の
が

あ

る
。

そ

れ
ゆ

え
、
私

の
考

・兄
で

は
、

こ
う

し

た
広

大

な

地
域

に
朝

鮮

民

族

の
起

源

を
求

め

て
き

た
こ

こ
四
十

五
年

の
朝
鮮

の
考
古

学

者

や
歴

史
家

の
試

み

は
有

効

で

は
な

い

(金
貞

培

招

碧

剛

内
一日

O
プ
o
コ
ひq
-
び
器

、

.、岡
o
「
ヨ
p。
一鉱
o
口

O
h

国
夢
皀
o
内
o
お

讐

Z
鋤
鉱
8

き

α
8

巨

擴

o
コ
けω
壁

9
Φ
耳

匹
昌

αq
α
○
ヨ

ωけ
鉾
①
ρ
、、

き

ミ
轟
冒

ミ
ミ
§
N
卜。
メ

ら
も

P
ω
ω
-
ω
り
.
及

び
、

金
元

龍
、

『
韓

國
考
古

學
概

説
』
、

一
九

八
六

年

)
。

ま

た
、
単

一
的

な
朝

鮮

民

族

と

文

明
が

、
紀

元

前

一
〇

〇

〇

年

の
青
銅

器

時
代

に
、

い

か
に

し

て
、

他

の

「北

方

」
起

源

の
民

族

と
文

化

か

ら
分
離

し
た

の
か

と

い
う
問

い

に
対

し

て
、
十

分

な
説

明

を
与

え

る
こ

と

は
、

未

だ

に

で
き

て

い
な

い
。

(
32
)

鳥

居
龍

蔵
、

『
あ

る
老
学

徒

の
手
記

』
、
朝

日

新
聞

社
、

一
九

四

六
年

。

(
33
)

今

西
龍

、

『朝

鮮
古

蹟

の
研
究

』
、

京
城

、
近

澤
書
店

、

一
九

三
六
年

。

(
34
)

ド

ル

メ
ン
は
、

巨

石
時

代

の
石

墳
墓

で
、

朝

鮮
半

島

で
は
、
紀

元
前

一
〇

〇

〇
年

か
ら

七
〇

〇
年

に
溯

る
。
数

千

に
及

ぶ

ド

ル
メ

ン
が

記

録

さ
れ

た
が

、
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発

掘

さ
れ

た

の
は

一
握

り

の
遺

跡

に
す
ぎ

な

い
。
青

銅

製

の
武

器

や
美

術
品

の

多

く

は
、

こ
う

し

た
ド

ル

メ

ソ
の
石

槨

か

ら
出

土

し

た
も

の

で
あ

る
。

〔金

載

元

(招

諭州
組

H(
一ヨ

0
げ
①
O
ー
≦
O
コ
)
、

尹

武

炳

(。τ
早

噌

磯
⊆
昌

】≦
9
-

び
《
o
昌
ひq
)
、

『韓

國

支

石
墓

研
究

』

(畫

号

勾

層

豆
q

ユー

=
四
ロ
、αq
⊆
犀

o
霞
ω
o
コ
ひq
-

曰
く
o

《
8

ひQ
β
)
、

國
立
博

物
館

調
査

報

告

(号

望
叫

号
哥

丕
舜

且

ヱ

内
⊆
甲

αQ
暑

冩

お

ヨ
巳
αq
≦
き

9

。
芻

o
。
αq
。
)
刈

音

(QD
Φ
○
巳
)
、

号
望

丕
。
喝
誹
「
呈
唱

(国
巨

ひq
三
b

oげ
巨

ひq
鋤
づ
αq
冨

ロ
ひq
巳
巳
ひq
毒
譽

)
、

一
九

六
七
年

〕
。

(35
)

東
京

大
学

博
物

館

カ

タ

ロ
グ
。

(36
)

関

野
貞
、

『韓

国
建
築

調
査

報
告

』
、

東
京

帝
国

大
学

、

一
九
〇

四
年

。

(37
)

「
甲

乙
丙

丁

」

は
、

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ
ト

の

「
a
、

b
、

c
、

d
」

に
対

応

し
、
上
位

か
ら

の

ラ
ン

ク
を
表

す
。

(
38
)

昌
慶

宮

は
、

主
要

な

四

つ
の
宮

殿

の
ひ

と

つ
で
、
李

王
家

の
住

居

で
あ

っ

た
。

(
39
)

総

督
府

博

物
館

は
、
他

の
研

究

機
関

と
同
様

に
、
現

地

の
朝

鮮

の
人

々
を

雇

用

し
な

か

っ
た
。
植

民

地
行

政

機
関

や
教
育

機

関

な
ど

で
も
、
高

位

の
役

職

で

は
、

雇

用
差
別

政
策

が

と

ら

れ
、

そ
れ

が
朝

鮮

エ
リ

ー
ト

た

ち

の
憤

慨

の
原

因

に
も
な

っ
た
。

(40
)

現
在

の
国

立
博

物
館

の
建
物

は
、

か

つ
て
朝

鮮
総

督

府

の
本

部

と

し

て
使

用

さ
れ

て

い
た
。

一
九

八
六
年

、

博
物

館

は
景

福
宮

殿

か
ら
、

朝
鮮

の
人

々
が

植

民
地
時

代

の
日
本

に
と

っ
て
も

っ
と
も

重

要

な
建
物

と
考

え

て

い
た
場

所

へ

と
移

築

さ
れ

た
。

一
九

八

八
年

の

ソ
ウ

ル

・
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
を
控

、兄
て

の
こ
と

で
あ

っ
た
。
移

転

に
関

し

て
は
、
利

点

と
損

失

と

を

め
ぐ

っ
て
、
専

門
家

や
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

の
間

で
、

数
年

に
亘

る
論
議

が

な

さ

れ

た
。

新

た

な
博
物

館

を

建

設
す

る
ほ
う

が
、

こ

の
古

い
大

理

石
建

造

物

(
一
九

二
六
年

、

日
本

の
技

師

た
ち

は
、
十
年

を
要

し

て
こ

の
建

造
物

を
完

成

さ

せ
、
当

然

の
こ

と

の
よ
う

に
、

こ

の
建

物

を
王
宮
前

に
設

置

し

た
)
を
破

壊

す

る

よ
り

も
費

用

が
少

な

く

て
す

む

と

い
う
見

積

り
が
出

さ
れ

た
と

き
、

す

で

に

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
予
算

も

緊
縮

せ
ね
ば

な

ら
な

い
段

階

に
あ

り
、

支
出

を
減

じ

る
功
利

主
義

的

な

議
論

が

、
国

民

主
義

的

な
反
対

を
押

し
切

っ
て
優

先

さ
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

一
九

九

三
年

、

反
日
抗

議

と

論
議

を

経

て
、
最

終

的

に
、
朝

鮮
総

督

府

は

「破

壊

」

さ
れ

る
こ

と

に
な

っ
た
。

そ

う
す

る
こ

と

で
、

「
景

福
宮

は
、
原

初

の
形

態

を
取

り
戻

し
、

朝

鮮

民
族

の
精

神

を
甦

ら

せ

る

こ
と

に
な

る
」

と

い
う

こ

と

で
あ

っ
た

(國

立

中

央

博
物

館
、

『
博
物

館
新

聞
』

(叫
号

屯
4

・τ

勺
①
轟

ヨ
巳
αq
≦
9
昌

ω
冒
旨
ロ
コ
)
、

二
六

六
号

、

一
九
九

三
年

(
一
〇
月

一
日

)
、

一
頁
)
。

(
41
)

「
古
蹟

お
よ
び
遺

物
保

存
規

定

」
、
榧

本
杜

人
、

..国
⇔
口
8
日
び
ω
o
{
い
o
冨
昌
ひq

-
9

①
貯

ωε

9
Φ
ω

ξ

一
昌

き

Φ
ω
①

ω
9

0
一費

ω
㌦
、
さ

§
o
駐

亀

ミ

鳴

肉
8
§

§
壽

b
愚
匙
ミ
ミ

§

、
ミ

ミ
鳴

ざ

o

し∪
ミ
薄

o

N
尸

一
㊤
爵

も

O
.Φ
刈
亠

卜。
ら
・

(42
)

藤

田
亮
策

、

「
朝
鮮

の
古

蹟
調

査

と
保
存

の
沿

革
」
。

(
43

)

西

山
武
彦

、

「
韓
国

建
築

調
査

報
告

」
。

(
44
)

「
国
宝

」

は
、
朝

鮮

で
は
、

〔ざ

パ
び
o
〕

と
発

音

す

る
。

本
稿

で

は
、
植

民

地

時
代

に
日
本
語

で
書

か

れ

た
ま

ま

の
言

葉

を
使

用

し

て
い

る
。

当
時

、
報

告

書

は
、

朝
鮮

の
言
葉

で
は
書

か
れ

な

か

っ
た
。
総

督
府

に

お

い
て
、

そ

の
使
用

が

禁
止

さ

れ

て

い
た
か
ら

で
あ

る
。

(
45
)

藤

田
亮

策

、

「朝

鮮

の
古
蹟

調
査

と
保

存

の
沿
革

」
。

(
46
)

現
在

、

こ

の
墳
墓

は
、

広

開
土

王

(三

九

一
-

四

=

二
)

の
も

の
と

さ

れ

て
い

る
。

四

一
四
年

に
建

て
ら

れ

た
石
碑

に
、

王
が
新

羅

と

百
済

を
制

圧

し

た

こ
と
が
記

録

さ
れ

て

い
る
。

(47
)

東
京

大
学

博
物

館

カ
タ

ロ
グ
。
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朝鮮の過去をめぐる政治学

(48
)

高
句
麗
は
、
南
部

へ
勢
力
を
拡
大
す
べ
く
、
四
二
七
年
に
、
通
溝
か
ら
平

壌
に
首
都
を
移
転
し
た
。

(49
)

こ
れ
ら
の
発
掘
地
は
、
現
在
、
中
華
人
民
共
和
国
の
吉
林
地
方
の
集
安
市

に
位
置
し
て
い
る
。
今
日
も
な
お
、
考
古
学
調
査
と
研
究
が
、
高
句
麗
時
代
を

研
究
す
る
中
国
の
考
古
学
者
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
る
。
=

U
冨
珠
=
こ
一ゴ
昌

O
鋤
o
ひq
o
⊆
嵩
ヨ
⊆

恩

且

昼

b
o
鑓

い
鳴
賊
ぎ

§

達

N蹄
ミ

℃
しd
Φ
注

ロ
αq
鳩
妻

窪

≦
二

一
㊤
。。
b。
・

及
び
、

萄
早

看

(0
ず
o
①

竃
『

冨
口
ひq
)
、

『高

句
麗

渤
海

文
化

』

(
ヱ
子
閤

壁
胡

ロ
τ

糾

内
o
ひq
5
蔓

ρ

℃
巴
冨

Φ

目
信
昌

芝
鋤
)
、
刈

・τ

(ω
8

巳
)
、
招

ロτ
喝

(〇
三
び
ー

ヨ
§

9

づ
ぴq
)
、

一
九

八

二
年

。

(
50
)

南

満
洲

鉄
道

株
式

会

社

は
、
中

国

と
朝

鮮

に
お

け

る
商

業

開

発

と
領

土
拡

大

の
先

導
者

で
あ

っ
た
。

植

民
地

時

代

を
通

じ

て
、
強

大

な
影

響

力

を
も

っ
た

こ
の
会

社

に
関

し

て
は
、

あ
ら

ゆ

る
角

度

か

ら
研
究

が

な

さ

れ

て

い
る

(冒

ぎ

図
8

σq
"
搴

鳴
肉
恥
G。§
ミ
隷

』
ミ

ミ

帖$

ミ

ミ
鳴
9

ミ
ミ

§

§

ミ

嵐
§

沁
ミ
Nミ
遷

O
ミ

愚
織
§
い

N
℃
O
丶
山

逾

窃
-

魯

ミ
⑭
♂
建

匙
ミ
駄

ミ
ひ
ミ
蠹

§

曹

鴇
Z
Φ
≦

図
o
蒔

鴇

国
鋤
ω
け
》
ω冨
昌
ぎ
ω
葺

暮
ρ

O
o
冨
ヨ
び
冨

d
巳
<
①
邑

亳
藁

㊤
①
①
●)
。
当
時

、
本

社

に

は
、

調
査

部
門

(
満
鉄

調
査

部

)
が

設
置

さ
れ

て

お
り
、

当
代

随

一
の
学

者

た

ち
が

、
満

洲

と
朝

鮮

に
お
け

る
地

質

学
、

地

理
学

、
農

学
、

経
済

学

、
民

族
誌

学
、

考
古

学
、

歴
史

学

の
研

究

に
取

り
組

ん
だ
。

本
稿

で
言

及

し

た
考

古

学
者

や

歴
史

家

の
な

か

に
も
、

こ

の
調

査

部

門

に
属

し

て

い
た

も

の
が

多

数

い
る

(原

覚

天
、

「
満

鉄

調
査

部

の
歴

史

と

ア
ジ

ア
研

究
」
、

『
ア
ジ

ア
経

済

』
、

二

〇

1

二

四
、

一
九

七
六

-

八

三
年
。

及

び
、
原

、

『
満
鉄

調
査

部

と

ア
ジ

ア
』
、

勁

草
書

房

、

一
九

八

六

年
。

伊

藤

武

雄
、

『
満

鉄

に
生

き

て
』
1

英

語

訳

自
き

甲

一讐
巴

び
賓

一
〇
ωけ
轟

〉
●
国
o
αq
色
"
卜
愚

ミ
o
鑓

ミ
鳴

9

ミ
ミ

§

§

ぎ

蕊
§

肉
ミ
ミ
遷

-
妹ミ

§
Q
§
ミ
δ

9

き

寄

ぎ
P

>
「ヨ
9

貫

Z
Φ
≦

因
o
『
ぎ

蜜
両
・

ω
訂

壱
ρ

一
㊤
。。
。。
・)
。
南
満

洲
鉄

道
株

式
会

社

は
、

『
満

洲
歴

史
地

理

』
、

『
満
鮮

地

理

歴

史

研
究

報

告

』

(東

京

大

学

、

一
九

一
五
ー

一
九

四

一
年

)

な

ど

の
出

版

物

に
お

い
て
、
考
古

学

、
歴
史

学

上

の
発
見

を
発
表

し

て
い
る
。

(
51
)

藤

田
亮

策

、

『朝

鮮

考
古

学

研
究

』
、

京
都

、
高

桐
書

院

、

一
九

四

八
年

、

四
九

八
頁
。

(
52
)

朝

鮮
総

督

府
、

『楽

浪

郡
時

代

の
遺

跡
、

古
蹟

調

査
特

別

報

告
』
、

四
巻

、

東

京
、

一
九

二

七
年
。

朝

鮮
総

督

府

は
、

一
九

〇

五
年

か
ら

一
九

四
五
年

に

か

け

て
存

在

し

て
い
た
。

(
53
)

前

掲
書

。

(
54
)

駒

井
和

愛

、

「楽

浪

郡

治
址

」
、

『
考
古

学

研
究

』
、
東

京

大

学
考

古

学
研

究

室

、

一
九
六

五
年

。

(
55
)

=
く
§

ひq

凵

℃
p。
一
(剛
閣

d
己

裴
炯

逸
)
、
、、↓
げ
Φ

ぴ
Φ
一β。
昌
ぴq

一算
嘆
9。
o
口
o
口

ω
O
げ
霞

Φ

貯

内
o
「
①
p。
昌

嘆
Φ
ぼ
ω什
o
蔓

㌦
、
℃
ぴ
∪

9
ω
ω
・℃
国
贄
螽

a

d
三
く
臼
ω
一叶
ざ

一
㊤
○◎
㊤
.

(
56

)

尹

乃

鉉

(。
τ
川

輦

団
巨

Z

器

-
ξ

o
口
)
、

『韓

國

古

代

史

新

論

』

(妊

号

ヱ

司

朴

型

薯

出
き

.ひq
⊆
匠

犀
o
匿

Φ
ω
鋤

ω一一一8

)
、

刈

・
τ

(ω
①
O
巳

)
、

望

刈

朴

(H緊

o
馘

ω
鋤
)
、

一
九

八

六

年

。

(
57

)

洪

起

文

(・エ
。
71

呈

=
8

σq

丕

-
ヨ

量

)
、

『朝

鮮

潮

考

古

學

酬

司

尋

日

帝

御

用

學

説

釧

檢

討

』

(
丕

母

釧

ヱ

ヱ

計
「
釧

司

d
己
刈

司

豆
。
赫
「
翌

到

招

互

O
ゴ
o
ω
8

三

吋
o
ひq
o
げ
9。
困

三

富

Φ
一一〇
げ
①
o
《
8

ひq
げ
四
吋
ωo
一
三

吋
o
ヨ

け、o
)
、

歴

史

問

題

(。司
「
斗

呈

刈

団
爵

ω
①

ヨ
¢
且
Φ
)

=

二
、

一
四

号

、

一
九

四

九

年

、

五

三

-

一
〇

一
頁

。

(
58

)

前

掲

書

。

(
59

)

前

掲

書

、

九

五

頁

。
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(
60
)

前

掲
書

。

(
61
)

金

元
龍

(招
廻

豆
・

囲

ヨ

芝

o
一亠
鴇
8

ひq
)
、

「
楽

浪
文

化
潮

歴
史
的

位

置
」

(日

壱
呈

糾

釧

明

朴
ズ
「潮

剥

Z
き

ひq
口
鋤
轟

ヨ
ニ
巳
毫

。

巳

苫

吋
思

。
貯

乱

6
同

一)
、

『
韓

國

文

化

到

起

源

』

(聾

号

呈

糾

潮

71

剖

国
穹

、ひq
鼻

ヨ
⊆
巳
μ芝
鋤

巳

匹
≦
O
口
)
、
第

二

版
、
刈

。百

(ω
①
O
巳
)
、
誹
・
子
喝

(噂

9。
ヨ
ひq
&

鋤
昌
ひq
)
、

一
九

八

三
年

、

及
び

、
裴

炯
逸

(剛
噌

d
己

勺
巴

=
旨

昌
ひq

一一)
、

、、O
巳
けξ

①

o
o
暮
⇔
9

鋤
&

〇
三
什霞

Φ
9

磐

ぴq
Φ
"
匪
Φ
内
o
お
き

冨

巳
屋

巳
①
き

α
冨

『
①
ご
菖
8

ω
惹

夢

9
Φ
自
き

身

蠧

ω
蔓

8

日
ヨ
①
民

①
亳

O
h
い
①
一穹

σq
㌦
、
ミ
賢
ミ

亀
§
ぎ

s
N§

b

ω
・

。。
"
H
㊤
Φ
b。
閲
℃
層
●ω
8
山

㊤
・

(62
)

煢

・
O
・
〉
ω
8
P

≧
ミ
◎
蠹

斜

一
。。
㊤
ρ

お
蹼

一耳
Φ
9

↓
o
ξ

ρ

O
冨

ユ
①
ω

国
.

臼
⊆
邑

ρ

一
靄

卜。
・

伽
耶

の
美

術
品

に
関

す

る
大
き

な

展
覧

会

が
、

ソ
ウ

ル
国

立

博
物

館

と
東
京

国
立

博

物
館

、

お

よ
び
朝

日

新
聞

社

の
共
催

で

一
九

九

二
年

に

開
催

さ

れ

た
。
展

覧

会

は
、
東

京

国
立

博

物
館

の
あ

と
、
京

都

国
立

博

物
館

、

福

岡
県

立
美

術
館

を
巡

回

し

た

(東

京
国

立

博
物

館
、

『伽

耶
文

化

展
』
、
朝

日

新

聞

社
、

一
九
九

二
年

)
。
展

覧

会

は
ひ

と

つ
の
画

期

を

な

し

た
。

と

い
う

の

は
、

初

め

て
、

韓

国
と

日
本

の
研
究

者

が
協

力

し

て
、
朝

鮮

と

日
本

の
古

墳
遺

物

を

一
堂

に
集

め
た

か
ら

で
あ

る
。

展

示
品

に

は
、

朝
鮮

半

島

と
日

本
列

島

か

ら

発
掘

さ

れ

た
青
銅

器

や

鉄
器

、
武

具
、

鏡
、

金
冠

、

馬
具

、
須

恵

器
が

並

ん

だ
。

こ

の
百
年

間

、
初

期

王

陵
遺

物

の
地

理

上

の
起

源

を

め
ぐ

っ
て
、

「
騎

馬

民
族

」

に
関
す

る
議

論
が

盛

ん

に
な
さ

れ

て
き

た
。

こ

の
民

族
が

朝

鮮

を
経

由

し
て
、

日
本

に
至

っ
た
と
考

え
ら

れ

た
か
ら

で
あ

る

(O
鋤
ユ

い
①
畠

爰
ρ

..O
鋤
悟

一8

3
ひq
巴
8

αq
惹

9

昏
Φ
ぎ

『
ω
臼
置
臼
ω
二

〇
〇
江
昌
σq

h
o
H
什げ
Φ
h
o
目

α
o
お

o
h

智

冨

具

、
冒

ミ
§

ミ

駄

蠧

§

Q怨

⑦
ミ
§

恥
H
・N

一
零
㎝
も

℃
・曽

刈
-
綬

●)
。

日
本

に

お

い
て

「
副

葬
品

の
議
論

」

は
、
現

在

で
も
盛

ん
で
あ

る
。

日
本

の
国
家

と

天

皇

の
正
統

性

の

「
神

聖

な

る
」

起

源

の
理
解

に
関

し

て
、
決

定
的

な

議
論

と
な

る
か
ら

で
あ

る

(煢

巴
叶角

国
α
≦
巽
α
ρ

..しd
霞

δ
α

臼
ω
o
o
霞
ω
①
"
昏

⑦

円
霞
0

9。
8
冨

8

一〇
ぴq
貯
巴

ω
詳
①

き

α

富

冨

口
Φ
ω
Φ
蠧

鉱
8

9。
=

α
9

け
律
く

ぎ

臣
Φ

Φ
9。
ユ
《

冒
o
ω
マ

鬢
母

需

ほ
o
α
㌦
、
誉

ミ
§

ミ

ミ

ミ

§

8
Q

⑦
ミ
ミ
鳴
。・

嵩

.一
℃
H
り
⑩
尸

署

・∵

器
.)
。
古

墳

と

副

葬

品

は
、

そ

れ
ゆ

え
、

日

本

人

の

「神

話

・
宗

教

」
的

起

源

の
年

代

を
決
定

す

る
物

質

的
証

拠

と

み
な

さ

れ

る
運

命

に
あ

る
。

そ

の
結

果

、

古
墳

を
含

む
遺

跡

は
、

国
民

の
誇

り

と
遺

産

を

示
す

場
所

と
し

て
重

要
視

さ
れ

る

こ

と

に

も

な

る

(閃
ε
律
鋤
巳

↓
鋤
脚
四
ω
び
押

.̂
ぎ
<
①
昌
江
口
αq
℃
胤
O
H
ひq
卑
菖
⇒
αq
℃

お

ヨ
Φ
ヨ
び
Φ
二
お

"
8
≦
m
a

四

ゴ
一ω
8
ユ
o
巴

Φ
昏
ぎ

σq
『
巷

ξ

o
h
g
o

蠧

鉱
8

ω
け
讐
ρ
、、
G
ミ
ミ
§
N
羹

§

§

詳
§

§

国
ミ

ト
§

噂
巴

・
缶
●
しd
Φ
旦

Hロ
ω
鉱
ε
けΦ
o
琉

団
鋤
ω
冖
〉
臨
き

ω
ε
臼
①
ρ

bd
9
評
巴
①
ざ

¢
巳
く
奠
忽
昌

o
h

O
巴
一h
o
『
三
鋤

中

①
ω
ρ

お
り
ω
●)
。

共
通

の
考

古

学

的
遺

物

を

と
も

に
展

示

し

た
日

本

と
韓

国

の
共

同

に

よ

る
展
覧
会

は
、
学

術
的

な
議

論

に
関

し

て
新

た
な
扉

を
開

け

る
最
初

の

一
歩

と

な

る

と
、
私

は
確

信

し

て

い
る
。
今

日

、
歴

史
家

や
考

古

学

者

は
、

「敵

対

す

る
国

民
史

」
を

含
意

し

た
政
策

や
、

考
古

学

的
、

美

術
的

、
文

化

的
生

産
物

の

「
正
統
性

」

の
要

求

に
関

し

て
、
寛

容

な
態
度

を
求

め
ら
れ

て

い
る
。

(
63
)

朝

鮮

総

督

府

、
朝

鮮

総

督

府

朝

鮮

史

編

集

会

、

『
朝

鮮

史

編

集

事

業

概

要

』
、

京
城

、
朝

鮮
史

印
刷

、

一
九

三
八
年

。

(
64
)

関

野
貞
、

『朝

鮮

美
術

史
』
、
朝

鮮
学

会

編
、

京
城

、
近

澤

書

店
、

一
九

三

二
年

。

(
65
)

朝

鮮
総

督
府

、

『
古
蹟

調
査

報
告

』
、
京

城
、

一
九

一
七
-

一
九

四
〇
年

。

(
66
)

英
訳

は
著
者

自
身

に
よ

る
。

(
67
)

一
九

四
五

年

に
朝

鮮

国
立

博
物

館

の
館

長

、
金

載

元
博

士

は
、

そ

の
自

伝

に
お

い
て
、
植

民
地

時
代

の
朝
鮮

考

古
学

者

で
あ

る
有
光

教

一
が

、

日
本

降
伏
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朝鮮の過去をめぐる政治学

後

も
、

ソ
ウ

ル
に
留

ま

り
、

こ
れ

ら

の
貴

重

な

美
術

品

の
保

護

を
行

っ
て

い
た

と
書

い

て

い
る
。
金

載

元

(招

謂州
剖

}(
凶b
凵
O
ゴ
四
Φ
ー
≦
O
コ
)
、

『博

物

館

斗

妊

平

生
』

(叫

暑

哥
斗

妊
碧

槽

℃
穹

ぴQ
ヨ
巳
ぴq
≦
餌
ロ

パ
甫
節
冨

暑

、団
o
ロ
σq
ω
鋤
Φ
嵩
σq
)
、

刈

・
τ

(Qo
①
o
巳
)
、

唱

子

噌

(↓
.⇔
ヨ
ぴq
鼠

鋤
昌
ひq
)
、

一
九

九

二

年
。

博

物

館

の

コ

レ
ク

シ

ョ
ソ
が
、

金
博

士

の
管

理

下

に
受

け
渡

さ

れ

た
時

、

ア

メ
リ

カ
合
衆

国

占

領
軍

の
代

表

も

ソ
ウ

ル
に
駐
在

し

て
、

そ

の
様

子

を
監

視

し

た
。

さ
ら

に
、

彼

は
、

こ

の
出

来

事

に

よ

っ
て
、
有

光

と

の
生

涯

に
亘

っ
て

の
友
情

の
絆
が

築

か
れ

た
と
も

記

し

て
い
る

(九
七
頁

)
。

(
68
)

前

掲
書

、
九

六
頁
。

(
69
)

旗

田

巍
、

『朝

鮮

史

入
門

』
、

『
日

本

人

の
朝

鮮

観
』
、

『新

朝

鮮

史

入

門
』

(東

京
、

竜
渓

書
舎

、

一
九

八

一
年

)
。

(
70
)

朝

鮮
総

督

府
、

『朝

鮮

人
』
、

京
城

、
朝

鮮

印
刷

、

一
九

二
〇
年

。

お

よ
び
、

『朝

鮮

人

の
思

想

と
性
格

』
、

京
城
、

調
査

資
料

第

二
集

、

一
九

二
七
年
。

(
71
)

朝

鮮
総
督

府

、

『朝

鮮
人

の
思

想

と
性
格

』
。

(
72
)

前
掲

書

、
七

一
頁
。

(
73
)

前

掲
書

、
五

八
頁
。

(
74
)

前

掲
書
、

五

七
頁
。

(
75
)

前
掲

書

、
七

〇
頁
。

(
76
)

前

掲
書

。

(
77
)

こ
れ

は
当

時

に
あ

っ
て
は
極

め

て
標
準

的

な
論

理

で
あ

り
、

こ
れ

に
よ

っ

て
植

民

地
支

配
と

文
化

的
抑

圧

が

正
当

化

さ

れ

た
。

一
九
世

紀

か
ら

二
〇
世

紀

初

頭

に
か
け

て
、

イ

ギ

リ

ス
や

フ
ラ

ン
ス
、

ド

イ

ツ
な

ど

の
帝

国
主

義

国
家

に

い
た
知

識
人

や
人

類

学
者

、
あ

る

い
は
考
古

学

者

た

ち

は
、

こ

の
論

理

を
擁

護

し

た
。

と

り

わ
け
、

こ

の
種

の
議

論

は
、

ア

フ
リ

カ
や

ラ

テ

ン

・
ア

メ
リ
カ
、

あ
る
い
は
中
東
に
お
け
る

「植
民
地
考
古
学
」
学
派
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
で

あ

っ
た

(しd
歪

o
①
日
同
膩
αQ
Φ
お

毎

ミ
⇔
ざ
建

旦

亀
§
ぎ

S
譜

帖§
N
ミ
O
鼕

さ
O
①
箏

び
ユ
α
σq
ρ

Z
Φ
≦

肖
自

ぎ

0
⇔
ヨ
訂

一α
αq
Φ
¢
皀
く
9
ω
一昌

勹
お
ω
ρ

一
㊤
。。
㊤
.)
。
近

年

に
な

っ
て
よ
う
や

く
、

こ

の
時
期

に
活

躍

し

た
学
者

た
ち

に
関

し

て
、
組

織
的

な
再

評
価

と
批

判
が

行

わ

れ

る
よ

う

に
な

り
、
意

識

的

で
あ

れ
、

無
意

識

に
で
あ

れ
、

植

民
地

政
策

と
関

わ
り

を
も

っ
た

そ

の

フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク

の
方

法

論

や
態

度
、

動
機

な

ど
が
検

討

さ
れ

て

い
る

(Ω
①
o
『
σq
Φ

鬢

.
ω
8
0
パ
ぎ
ぴq
矯
①
"
"

O
o
ミ
ミ
ミ

鴇
ミ
匙
§

蕊

、
鳴芻
§

§

ミ
鳴
8
ミ
§
ミ
ミ
蹄
ミ
帖§

黛

Q
ミ
§
鴣

§

ミ
ら
瀞
§
o
ミ
ト

鳴
譜

魯

ζ

巴

δ
8

鬢

ジ

…
d
巳
く
Φ
『ω
詳
《
o
h
煢

δ
0
8

ω
ぎ

零

Φ
の
ρ

一
㊤
㊤
一
.)
。

(78
)

旗

田

巍
、

『
日

本

と
朝

鮮

』

(
シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム
)
、

勁

草

書

房
、

一
九

六

九

年
、

=
二
頁
。

(79
)

朝
鮮

総
督

府
、

『朝
鮮

人

の
思
想

と

性
格
』
、

七

一
頁

。

(80
)

一
九

八
○

年
代

初

頭
、

そ

れ
ま

で
大

学

の
議

論

に
限

定

さ

れ

て

い
た

こ
う

し
た
歴
史

を

め
ぐ

る
問

題

が
、

マ
ス

コ
ミ

の
関

心

を
引

く

よ
う

に
な

っ
た
。

韓

国
、

中

国
、
台

湾

、

そ

し

て
ア

メ
リ

カ
合
衆

国

の

チ

ャ
イ

ナ
タ

ウ

ソ
で
、
大

々

的

な
デ

モ
が
行

わ

れ

た

か
ら

で
あ

る
。

デ

モ
隊

が
非

難

し

た

の

は
、

日
本

の
教

科
書

に
お

い
て
、

日
本

軍

の
征

服
活

動

や
戦

争

、
朝

鮮

や
中

国

へ
の
残
虐

な

行

為

を
記
述

す

る
際

、
歴

史

的
事

実

と

し

て
正
確

な

「
侵

略
」

と

い
う

用
語

の
代

わ

り

に
、

婉
曲

的

な

「進

出

」

と

い
う

用
語

が
使

用

さ

れ

て

い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た

(囚
Φ
暮

Φ
穿

Od
・
℃
覧
ρ

、.冒

冨

口
σ
①
ω
巴
ひq
①
α
"
昏
①
8
×
け
び
o
o
犀

o
o
亭

嘗
o
<
臼

貫

㌦
、
冒

ミ
§

ミ

ミ

ミ

§

8
Q

⑦
ミ
§

。。

㊤
・N

H
㊤
。。
。。
℃
薯

.卜。
㊤
。。
-
ω
O
ρ

彗

b。
㊤
。。
)
。

(81
)

本

稿

で

は
、

「
Z
昼
b
8

」

で

は
な

く
、

「
冒

b
彎

①
ω①
」

と

い
う

単

語

を
使

用

し

た
。

「Z
首
O
o
ロ
」
と

い
う
言

葉
が

、
植

民

地
時

代

の
学

者

た

ち

に

よ

っ
て
、
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千

五
百
年

以

上

も
前

の

「
倭
」

の
活

動

を

記
述

す

る
際

に
、

使

用

さ
れ

た

か
ら

で
あ

る

(小

田
省
吾

、

『
朝
鮮

史

大
系

古

代

編
』
、

朝
鮮

史

学

会
、

京

城
、

近

澤
書

店

、

一
九

二
七
年

)
。
今

日

の
よ
う

な
統

一
的

な

「冒

O
譽

①
ω①
」
国

家

は
、

一
九
世

紀

の
明
治
時

代

に
形

成

さ

れ

た
も

の
で
あ

る

こ
と
が

十

分

に
明

ら

か
と

な

っ
た
現

在
、

私

に
は
、

「Z
一薯

8

」
と

い
う

ア

ル

フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
表

記

は
、

時
代

錯

誤
的

な
も

の
の
よ
う

に
思

え

る

(O
胄
o
一
〇
冨
o
ぎ

ミ

§

¢

§
o
譜
ミ

§

叔
詳

一
勺
目
冒
O
Φ
8
P

Z
・
旨
"
零

ヨ
0
9
0
昌
d
三
く
臼
ω
肆
矯
勺
「
①
ω
ω
篇

㊤
QQ
α
.)
。
今

日
、

多

く

の
日

本

人
学

者

は
、

し

か
し
、

少
数

の
例
外

(網

野

善
彦

)

を
除

い
て
、

「Z
畔
o
づ
」

と

い
う
表
記

を
使

用

し

つ
づ

け

て

い
る
。

お
そ
ら

く
、
破

綻

な

く
続

く

帝

国

の
正

統

性

を
信

じ

て

の

こ

と

で
あ

ろ
う

(両
昌

富
巳

円
動
ざ

ω
9

魯

・

9
卜
)
。

こ
れ

に
よ

っ
て
、
七

世
紀

頃

成

立

し

た

『日

本

書

紀
』

と

『
古
事

記

』

に
言

及

さ
れ

た
古

代
神
話

に
溯

る
民
族

の
連
続

性
が

象
徴

さ

れ

る

の
で
あ

る
。

(
82
)

朝

鮮

に
お
け

る
発
音

は

曾
ヨ
旨
巴

で
あ

り
、

こ

の
問

題
を

め
ぐ

っ
て
は
、

日
本

と

朝
鮮

の
古

代
史

研
究

者

の
問

で
、
最

も

重
要

な
論

議

が

な

さ
れ

て
い

る
。

数

十
年

に
亘

っ
て
、
日

本

の
学

者

(小

田
省

吾
、

『朝

鮮
史

大

系
』
、

お
よ

び
、

佐

伯
有

清

、

『広

開

土

王
碑

』
、
東

京
、

吉

川
弘

文
館

、

一
九

七
九

年
)

は
、

大

和

国
家

に
よ

る
古

代

日
本

の

コ

ロ

ニ
ー

は
、

三
六

五
年

か

ら
五

六

一
年

(『
日

本
書

紀

』

に
よ

る
)

に

か
け

て
、
朝

鮮
半

島

の
南

東

部

に
及

ん

で

い
た
と
主

張

し

て
い
る
。

そ

こ

か
ら
、

日
本

の
軍
隊

が
、

百

済

と
新

羅

を
攻
撃

し

た

の
だ
と

考

え

る

の
で
あ

る
。

こ

の
解

釈

を

支

え

る
碑

文

は
、

高

句
麗

の
広
開

土

王
碑

の

拓

本

で
あ

る
。

こ

の
石
碑

(四

一
四

年
)

の
拓

本

は
、

一
八

八
三
年

に
日
本

の

軍

隊

に
よ

っ
て
持

ち

帰

ら
れ

た
も

の

で
あ

っ
た
。

石
碑

自

体

は
、
中

国

の
吉

林

地

方

の
通
溝

に
あ

り
、
鳥

居

龍
蔵

や

関

野
貞

、
黒

板
勝

美

、
池

内
宏

な

ど
主

要

な
学
者

に
よ

っ
て
細

部

に
亘

っ
て
研

究

さ
れ

て

い
る
。

し
か

し

な
が

ら
、
今

日
、

こ

の
碑
文

の
内

容

と
不

十
分

な
が

ら
も

歴
史

を

伝
え

る
内
容

の
解

釈

は
、
千
寛

宇

や
金
貞

培

な
ど
、

著

名

な
朝
鮮

の
歴

史
家

た
ち

に
疑

問
視

さ

れ

て

い
る
。

彼

ら

は
、

日
本
人

に
よ

る
翻

訳

の
正
確

さ
と
解

釈

を

否
定

し
、

さ
ら

に
は
、
紀

元

前

一
五
〇

〇
年

に
お
け

る
征

服

を
正

当

化

し

よ
う

と
、

石
碑
自

体

を

日
本

の
学

者
が

捏
造

し

た

の
だ

と

い
う

非

難

ま

で
し

て

い
る
。
金

貞

培

(招

碧

剛

内
巨

0
ゴ
o
⇒
αq
-
げ
器

)
、

『韓

國

古

代

史

論
潮

新

潮
流

』

(量

号

ヱ
朔

朴

三
L到

4

丕
已
T

団
鋤
凌
ひq
¢
評

評
o
自
器
ω
爰

o
昌

鼠

ω
一且
○
曙

=
)
、
刈

・
τ

(ω
Φ
o
巳
)
、

ヱ
司
司

叫

皿

(内
o
曙

o

富
①
冨

閃
ξ

o
)
、

一
九

八
○
年

、

及
び
、

千
寛

宇

(討
唱

♀

○
げ
.8

囚
≦
餌
『

二
)
、
.、〉

器

≦

貯
8
唇

冨
冨
口
8

0
h
竃
一ヨ
p。
蠧

㌦
、
冨

辱
ω

一

き

住

卜。
℃

閑
o
お
鋤
冒

霞

昌
巴

一
♪
国
Φ
び
.
一
〇
刈
ら
も

b
b
幽

。。
】
〉
嶺
一口

り
謹

M
℃
や
。。
一
虞

宀

百
年

以

上

の
研

究

に
も

拘

ら
ず

、

こ

の
議

論

は

い
ま

だ
解

決

を

み

て

い
な

い

(=
・0

0
び
o
P

『古

代

に
み
え

る
朝
鮮
観

』
、

東
京

、
朝

鮮
青

年
社

、

一
九

八

一
年

)
。

(83
)

旗

田
巍
、

『
日
本

人

の
朝
鮮

観
』
、

『新

朝
鮮

史

入
門
』
。

(84

)

磯
o
器

9

寓
鋤
パ
ず
o
ρ

肉
寒

ミ

§

恥

o
§

き

蕊
匙
§

ミ
。。討
建

噂
眉
℃
・。。
-
P

(85

)

招

喜

噌

(田

ヨ

=

8

αq
-
ω
8

)
、

『
司

刈

号

ス丁
到

叫

三
己
州

釧

姓

甘

丕

墨

・
τ

糾

。
T
呈

到

叶

噎

、斗

竍

判

』

(竃

号

ぴq
=
犀

9

⊆
且

巴

巳

①

9
げ
き

Z
餌
目

魯

o
ω
8

ヨ
⊆
昌
ゴ
妻

餌
《
⊆
ヨ

巳

三

蔓

鋤
罕

げ
一
犀
毛
鋤
覧
①
ひq
o
①
)
、

「
ヱ

ヱ
剋

舎

」
、

三

、

一
九

六

五

年

、

一

一
-

一
九

頁

。

(86

)

李

佑

成

(司

♀

層

団
一
d

-
ω8

ぴq
)
・
姜

萬

吉

(を

耻

4

内
餌
⇒
ひq

竃

⇔
『

σq
=
)

編

、

『
韓

國

潮

歴

史

認

識

』

(尋

号

釧

・3
「朴

q

剤

=
鋤
眺
αq
⊆
評

三

団
o
閃
ω
鋤

言
ω
蒔

)
、

刈

。
τ

(ω
①
o
邑

、

創

作

斗

批

評

(君

誹
「
斗

司

粤

○
び
げ
昌
ひq
冨

パ

閃
霜
9。

葺
O
ぐ
o
ロ
ひq
)
、

一
九

七

六

年

。

(87

)

菊
Φ
一ω
9

墜

①
さ

.、冒

b
躄

Φ
ωΦ

霞

9

器

o
一〇
ひq
一〇
巴

芝
o
爵

・、.

(88

)

Ud
8

Φ
臼
9

》
巳

Φ
「ω
o
戸

ぎ

鐚

凡ミ
ミ

8

ミ
§

ミ
ミ

妹§

、
ミ

鳴ミ

§

的
o
§

、曹
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朝鮮の過去をめぐる政治学

o
麌

ミ

§

駄

熔
蕊
匙
駄

駄

ミ

職
§

ミ
暁の
ミ
"
お
タ

①
ρ

U
8

α
o
コ

穹

α

Z
①
≦

団
o
葺

日
く
9
ω
ρ

H
8

一
聊

(89
)

関

野
貞

、
前

掲
書

。
関

野

は
、
仏

国
寺

と

石
窟

庵

を
朝

鮮

芸
術

の
頂
点

に

位

置
づ

け

て

い
る
。

お

そ
ら

く
、

関

野

の
新

羅

に
対

す

る
並

々
な

ら

ぬ
関

心

は
、

「
否

定
的

証
拠

」

に

よ

っ
て
運

命
づ

け

ら

れ

る
も

の
で
も
あ

っ
た
。

す

な

わ
ち
、

朝
鮮

半
島

で
は
、
新

羅

時
代

以

外

の
文

化
的

遺

物

は
、

そ

れ

ほ
ど
保

存

さ

れ

て

は

い
な

か

っ
た

の

で
あ

る
。
新

羅

の
仏

教
遺

物

は
、

例

え
ば

慶

州
郊

外

の
南

山

の
奥

深

い
斜

面

に
彫

ら
れ

て
お

り
、
何

世
紀

に
も

亘

っ
て
、

戦

争

や
破
壊

行

為

の
被

害

を
免

れ

る

こ
と
が

で
き

た

の

で
あ

る
。

そ

れ

ゆ
え
、

他

の
王
朝

に
比

べ

て
、

新
羅

の
芸

術

や
建

築

は
、
考

古

学
的

記

録

に
多

く
残

る
結

果

と
な

っ
た

の

で
あ

る
。

(90
)

関

野
貞
、

『朝

鮮
美

術
史

』
、

一
〇
頁

。

(91
)

注

(90
)

前
掲

書
、

二
〇
頁
。

(92
)

注

(90
)

前
掲

書
、

二
頁

。

(93
)

藤

田
亮
策

、

『朝

鮮

綜
鑑

』
、

『
朝
鮮
考

古

学
研

究
』
、

『朝

鮮
学
論

考

』
。

(94
)

藤

田
亮
策

、

『朝

鮮

考
古
学

研
究

』
。

(95
)

先
史

時

代

の

「金

石

併

用
期

」

と

い
う
用

語

は
、
朝

鮮

と

日
本

の
考

古

学

に
お

い
て
、

も
う

ひ
と

つ
別

の
議
論

で
も
問

題

と

な

っ
て

い
る
。
朝

鮮

の
考

古

学
者

が
非

難

す

る
と

こ

ろ

に
よ

る
と
、

日
本

の
学
者

は
、
朝

鮮
半

島

に
完

全

な

青
銅

器
時

代

の
存
在

が

あ

っ
た

こ
と
を
無

視

し

て

い
る
と

い
う

。

こ

の
無

視

に

よ

っ
て
、

日
本

に

「
真

の
意

味

で

の
」
青

銅

器
時

代

が

な

い

こ
と

を
正
当

化

し

よ

う
と

し

て
い

る
と

い
う

の
で
あ

る
。
第

二
次
世

界

大
戦

後

の
朝

鮮

考
古

学

は
、

日
本

の
弥

生
時

代

(紀

元
前

三

世
紀

頃
)

に
先
行

す

る
時

期

に
朝

鮮
半

島

で
青

銅
器

時
代

が
あ

っ
た
こ

と
を

証
明

す

る

の
に
躍
起

に
な

っ
て
き

た
と

い

っ
て
も

過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
最
近
の
朝
鮮
考
古
学
の
書
誌
を
少
し
見
れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
調
査
研
究
が
、
青
銅
器
時
代
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ

ろ
う
。

ド

ル

メ
ソ

の
研
究

(罎

●
Z
●
0
ゲ
o
ρ

卜

的
ミ
魯

ミ

ミ
Q
さ

鼕

§

識
ミ
ミ

§

NN塁

ら
ミ
ミ
蚕

Qo
Φ
o
巳
"
U
8

σq
OD
8

σq
ω
P

H
り
。。
心
・)

に
し

て
も

し
か
り
、

朝
鮮

の

刀
剣

の
分

類
研

究

(尹
武

炳

(・
吾

丁
田
σ

団
ロ
ロ

]≦
『

び
蜜
o
口
σq
)
、

『韓

國
青

銅

器

文
化

研
究

』

(聾

号
罨

三
。
71
・
τ
糾
q

ユー

山
き

σq
⊆
犀

o
窃
o
昌
σq
α
o
昌
σq
σq
一
ヨ
=
弓

≦
鋤

く
8

ひq
q
)
、
刈

苦

(ω
Φ
〇
三
)
、
州

噌

忍

唱

朴

(慝
Φ
ひq
団
o
昌
ひq

ω
鋤
昌
o
O
ω曽
)
、

一
九

八

七

年
)
、

さ
ら

に
は
、
稲

作

農

業

の
証
拠

を
求

め

る
発

掘

も

そ

う

で
あ

る
。

こ

れ

ら

の
課

題

は
、
紀

元
前

一
〇
〇

〇
年

か
ら

七

〇
〇
年

頃

の
青
銅

器

時
代

に
最

初

の

「朝

鮮

民
族

」
が

到
来

し
た
考

古

学
的

証

拠

と

な
り

う

る

の
で
、

こ
れ

か

ら

も
追
求

さ

れ

つ
づ

け

る

こ
と

で
あ

ろ

う
。

(96
)

藤

田
亮

策
、

『朝

鮮
考

古

学
研

究

』
、

五
頁

。
朝

鮮
半

島

に
お

い

て
初

め

て

新
石

器
時

代

の
遺
物

を

発
見

し
た

と
き
、

鳥

居
龍

蔵

も

ま

た
次

の
よ
う

に
解

説

し

て

い
た
。

「
こ
れ

ら

の
道

具

は
、

日

本

の
道

具

と

同

じ

よ

う

に

み

え

る
」

(
『鳥

居
龍

蔵

全

集
』
)
。

お
そ

ら
く

、

こ

の
研

究

が
、

朝
鮮

考

古
学

を
、

日
本

の

先
史

学

に
組

み
込

も
う

と
す

る
初
期

の
学

究
的

試

み

で
あ

っ
た
。

(97
)

斎
藤

忠
、

『鳥
居

龍
蔵

集
』
。

(98
)

注

(97
)

前
掲

書
、

六
頁

。

(99
)

藤

田
亮
策

、

『朝

鮮
考

古
学

研
究

』
、

二
六

-

二
七
頁

。

(㎜
)

注

(99
)

前
掲

書
、

一
六
頁

。

(101
)

注

(99
)

前
掲

書
、

二
六

頁
。

(
201
)

注

(99
)

前
掲
書

、

二
〇

1

二

一
頁

。

(
301
)

注

(99
)

前
掲
書

、

三
〇
頁

。

(
401
)

注

(99
)
前

掲
書

。
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(501
)

注

(99
)

前
掲
書

、

四
〇

1

四
二
頁

。

(601
)

注

(99
)

前
掲
書

、

四

一
頁
。

(701
)

注

(99
)

前
掲

書
、

一
頁

。

(801
)

注

(99
)

前
掲

書
、

二
頁

。

(901
)

旗

田
巍

は
、
紛

れ

も

な
く
、

第

二
次

世

界
大

戦
後

の
日

本
史

編
纂

に
最

も

貢
献

し
た
歴

史
家

で
あ

り
、
朝

鮮

の

「
修

正
主

義
」

史
観

を
表

明

し

た

(旗

田
、

『
朝

鮮
史

入

門
』
、

『
日
本

人

の
朝
鮮

観

』
、

『
日
本

と

朝
鮮

』

(
シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム
)
、

『
新

朝

鮮
史

入
門

』
)
。

彼

は
、
体

系

的

に
、
朝

鮮

と
朝

鮮

民

族

に
関

し

て
歪

め

ら

れ

た
歴

史

を
数
十

年

に
亘

っ
て
広

め

つ
づ

け

た
日
本

の
歴
史

編

纂

と
学

術

活

動

を
研
究

し
、

そ

の
植
民

地

主
義

的

か

つ
帝

国
主

義

的

な
起

源

を
暴

露

し

て

い

る
。

彼

や
朝
鮮

の
歴
史

家

た

ち

は
、
中
高

生

向

け

の
歴
史

教

科

書
が

、

旧
態

依

然

と

し

て
、

「
朝

鮮

人
」

の
否
定

的

か

つ
軽

蔑

的

な

イ

メ
ー
ジ

を
植

え
付

け

、

今

日

の
日
本
社

会

に
お

け

る
朝
鮮

へ
の
差

別

観

を
補

強

し

て

い
る

と
考

え

て

い

る
。

金

項
勾

(招

蛩

ワT

}(
一ヨ

ロ
鋤
昌
ひq
l
σq
ロ
)
、

『
國
史

教

科

書

潮

日

本

關

係

内

容
分

析
』

(号
朴

ヱ
斗

刈
釧

d
量

L唱
刈

川
彑
。日
τ
対
「

囚
二
冨

鋤

ξ

o
αq
芝
鋤
ω
o

巳

一ま
8

閃
芝
9
筏
αq
く
Φ
昌
器

鴇
o
昌
ひq
O
⊆
湯
o
犀
)
、

『高

句
麗

史

研
究
史

料
』
、

三

二
、

一

九

八

二
年

、

二
九
-

五

三
頁
。

(011
)

本
稿

で
は
、

こ

の
用
語

を

、
朝

鮮
半

島

と

日
本

列
島

と

い
う
純

粋

に
地

理

的

な
配
置

に
従

っ
て
使

用

し

て

い
る

と

い
う

こ
と

を
強

調

し

て
お

き

た

い
。

近

代

的

な
意
味

で
、

「
日
本

」
も

、

「朝

鮮

」
も

、
明

確

な
区

別

を
も

っ
て
存

在

し

て
は

い
な

か

っ
た
古

代

に
お

い

て
は
、
国

家

の
区

別
、

民
族

の
区

別
、
あ

る

い

は
文
化

や
文

明

の
区

別
も

な

か

っ
た
と
考

え

る

か
ら

で
あ

る
。

明
確

に
、
初

期

の

「
朝
鮮

」
文

明
が

登

場

す

る

の
は
、

六
六

八
年

の
統

一
新

羅
時

代

ま

で
待

た

ね
ば

な

ら

な

い
。

こ

の
と
き
、

新

羅
が

百
済

と
高
句

麗

を
征

服

し
、

朝
鮮

半

島

全

体

を
支

配

し
た

の

で
あ

る
。

(
m
)

「
影

響
」

は
、

稲

作

農

業
、

鋳

造

、
書

法

、
鍵

穴

型

墳

墓

、
須

恵

器
、
武

具

な
ど
、

文
明

の
主

要

な
特

徴
全

て

に
及

ん

で
み

ら
れ

る
。

百
済

と

日
本

の
奈

良
朝

と

の
あ

い
だ

で
取

り
交

わ
さ

れ

た
外
交

、

文
化

交
渉

、
宗

教

的

接
触

に
関

し

て
信
頼

で
き

る
史
料

は
、

三
国
時

代

後
期

(四
-

七

世
紀

)

の
も

の
と
な

っ

て
い
る
。

そ
れ

に
先

立

つ
時

代

に
は
、
古

墳

の
副

葬

品

と
な

っ
た
年

記

の
不
確

か

な
考
古

学

的
遺

物

し

か
存

在

し
な

い
。

『日

本
書

紀

』

に

は
、
海

を
渡

っ
て
、

武
具

や
宝

石
、

鏡

な
ど

の
皇
帝

の
宝
物

と
と

も

に
到
着

し

た
新

羅

の
王

子

の
物

語
が

あ

る
が
、

歴
史

的
典

拠

と

し

て

は
、

年

代
的

な
問

題

が

あ

ま
り

に
も
多

す

ぎ

る
。

し

か
し
な

が

ら
、
当

時
、

朝
鮮

半

島

と

日
本
列

島

と

の
間

で
交

わ
さ

れ

て
い
た
外

交

や
思
想

上

の
交

流

を
暗

示

す

る
神

話
、

な

い
し
伝
説

を

伝

え

る
魅

力
的

な
挿

話

と
し

て
は
、
文

学

的

な
価
値

を
保
持

し

て

い
る
。
発

掘

さ

れ

た
数

少

な

い
同

時
代

の
銘
文

も
、

解

読

さ
れ

て
お
ら

ず
、
十

分

な

結
論

を

引
出

す

に

は
至

っ
て

い
な

い

(村
山

七
郎

竃
霞

錯

鋤
ヨ
鋤
ω
ぼ
。
ぼ
同
o
鋤
口
α

閑
o
矯

〉
昌
費

Φ
≦

]≦

一δ
お

、.ぎ
o
ユ
冨

ヨ
①

ε
ヨ
巳
昜

ω≦
o
a

ぎ
ω
臼
言
鉱
o
銑

、

誉

ミ
ミ
ミ

9

ミ

§

8
鴨
⑦
ミ
ミ
8

α
・N

目
㊤
お
一
署

●ら
8
-
ω
。。
・)
。

(211
)

金
貞

培

(内
冨

O
げ
8

ぴq
よ

器

)
、

.、国
匪
三
〇

閑
o
お
。。
口

蠧

江
o
口
.、
脳
己
①
β

Z
Φ
≦

寓
Φ
づ
α
碧

置
Φ
β

〉
昌
o
δ
口
け
ω$

8

宣

内
o
『$

●
及

び
、

尹
乃

鉉

(網
薹

Z
鋤
曾
ξ

o
⇒
)
、

『韓

國
古

代
史

新
論

』
、

一
九

八
六
年
。

(311
)

朝
鮮

半
島

と

の
関

係

で
、

箕

子

へ
の
言

及
が

は
じ

め

て
な

さ

れ

る

の
は
、

二
世

紀

の
中

国

の
書

籍

に
お

い

て
で
あ

る

(今

西

龍
、

『古

代
朝

鮮

史
』
、

=

二

二
i

一
三
三
頁

、

お

よ
び
しd
霞
8
昌
髫

畧
ω
o
P

肉
象
o
§

旦

ミ
僑
晦
§
§
亀

ミ
仂
ミ
ー

註
§

亀

O
ミ
§

噂
Z
Φ
≦

団
○
蒔

き

α

い
o
巳

o
P

O
o
冨
ヨ
げ
冨

d
巳
く
興
ω
津
団

℃
お
ω
ρ

δ
①
。。
・)
。

そ

こ

で
は
、

王
朝

の
衰

退

期

に
東

に
逃

れ
、

王

(紀

元

前

一
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朝鮮の過去をめ ぐる政治学

○
○
○
年
頃
)
か
ら
、
封
土
を
与
え
ら
れ
た
貴
族
の
物
語
が
語
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
記
録
を
裏
付
け
る
後
期
秦
時
代

の
遺
物
-

青
銅
器
、
陶
器
、

武
具
ー

は
、
全
く
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

(
411
)

衛

満

は
、
紀

元
前

一
九

五
-

一
九

四
年

の
攻

撃
失

敗

の
後

に
、
朝

鮮

に
落

ち
延
び

た
燕

の

一
般
的

な

名

と
関

連

を
持

っ
て

い

る
。

崔
夢

龍

の
解

釈

に
よ

れ

ぽ

、

こ

の
出

来

事

は
、
朝

鮮
半

島

に
お

け

る
は

じ

め

て

の

「征

服

」
国

家

の
登

場

を
意

味

し

て
い
る

(崔

夢
龍

(學

号

豆
。

O
げ
、○
Φ
髯

○
口
αq
-
身

o
づ
ひq
)
、
噌
袵

を

(因
8

αq
-
ω。。
ロ

ユ
<
9

〈
巴
冨
《

o
巳
け霞
Φ
)
、
刈

。τ

(ω
8

色

、

号
噌

三
。

(∪
8

σq
-

ω
o
口
αq
ω
鋤
)
口

㊤
。。
ら
●)
。

一
方

、
李

基
白

教

授

に
よ
れ
ば

、
衛

満

の
出

身

が
中

国

で

あ

る

か
ど
う

か
疑

わ

し

く
、

お

そ
ら

く

は
、
地

方

士
族

の
指

導

者

で
、
権

威

を

得

る

た
め

に
、

中

国

人
を

名
乗

っ
た

の
だ

ろ

う

と

い
う

(
一
九

八
○
年

、
個

人

的

な

談

話

に
よ

る
。
及

び
、
李

基

白

(司

71

明

5

内
7

げ
器

吋
)
、

李

基

東

(d
ー刻

三
〇

図
一
一(
一1
自
O
口
ひq
)
、

『韓

國
史
講

座

1
、
古

代
編

』

(尋

号
朴

な
料

1
、

ヱ
司
朴

項

=
き

.σq
鼻

ω
帥

惹

昌
咀
妻
p

H噂
ぎ

号

Φ
ω
鋤
℃
、《
8

)
、
刈
。
τ

(Qり
Φ
o
巳

、

d
己
丕
叫

(H一〇
『
o
σq
蝉
パ
)
、

一
九

八

三
年
)
。
彼

の
解

釈

は
、

衛
満

の
朝
鮮

が

古
代

中

国

の

コ

ロ
ニ
ー

で
あ

っ
た

こ
と

を

否
定

し

よ
う

と

す

る
民
族

主

義
的

歴

史
学

派

の
考

え
方

を
代

表

す

る
も

の
で
あ

る
。

戦

国
時
代

後

期

の
武

器

や

「
明

刀
銭
」

な

ど
、

考
古

学

的

に
燕

の
遺

物

で
あ

る

こ
と
を

示
す

も

の
は
、
主

に
、

半
島

全

土

か

ら
出

土

し

て

い
る
。
完

全

な
年

記

や
副

葬
記

録
が

残

っ
て
い

る
わ
け

で
は

な

い

の
で
、

こ
れ

ら

の
遺
物

が

、
現

実

に
征

服
が

あ

っ
た
証

拠

と
な

っ
て
い
る

わ
け

で
は
決

し

て
な

い
。

(
511
)

「侵

略

ノ

イ

ロ
ー
ゼ
」

の
定

義

は
私

の
独

創

で

は
な

く

、

グ

ラ

ハ
ム

・
ク

ラ

ー
ク

の
古
曲
ハ的

な
論

文
が

あ

る
こ

と
を
想

起

し

て
頂

き

た

い
。

ク

ラ

ー
ク

は
、

イ
ギ

リ

ス
の
先

史

に
関

し

て
方

法
論

的

な
解

釈
格

子
が
欠

如

し

て

い
る

こ
と
を

嘆

い
た
。

イ
ギ

リ

ス
考

古

学

の
方

向
性

を

変

え

た
革
新

的

な
著

作

に
お

い

て
、

彼

は
、

イ

ギ

リ

ス
の
古

代
遺

跡

の
起

源

を

全

て

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
大

陸

に
求

め
る

イ

ギ

リ

ス
考
古

学

者

が

「
侵

略

ノ
イ

ロ
ー

ゼ
」

に
冒

さ

れ

て

い

る

と
診

断

し

た

(Ω
蠢
訂

ヨ
①
Ω

費

ぎ

.、↓
冨

貯
奉

忽
8

身

它

昏
Φ
忽
ω
ぎ

bd
同
三

ωげ

霞

9

器

♀

O
ひq
ざ
、.
卜
§
譜

ミ
耐

心
9

一㊤
①
①
も

b
・一
刈
甲

P
鉾

嵩
b。
.)
。

こ

の
病

状

は
、
今

日

の
朝

鮮

と
日
本

に
お

い

て
依

然

と

し

て
存
在

し
、
私

の
考

え

に
よ

れ
ば
、

両

国

の
学

者

た
ち

は
、

い
ま

だ

に
、
過

去

百
年

の
政

治
的

併
合

と
植

民
地

支

配
、

文
化

的

抑

圧
、

そ

し
て
朝
鮮

戦
争

後

の
南

北

分
断

が

残

し

た

ト

ラ
ウ

マ
と
傷

痕

に
喘

い

で

い
る
。

彼

ら

は
、

二
千
年

前

の
遠

い
過
去

を
も
、

一
九
世

紀

か
ら

二
〇
世

紀

に
か
け

て
有

効

で
あ

っ
た

「
帝

国
主
義

的

」

か

つ

「
植

民
地

主
義

的

」

な
解

釈

格

子
や
方

法
論

、
用

語
法

に
よ

っ
て
理
解

し

よ
う

と
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

(
611
)

尹
武

炳
、

『
韓

國
青
銅

器
文

化
研

究
』
、
藝
耕

産
業

社

、

一
九

八
七
年

(
711
)

い
①
畠

鋤
「ρ

..口
o
誘
Φ
『
己
興
ω
'、.

(
811
)

金
秉

模

(招

噌

ロ亠

固

目

℃
楓
8

αq
-
ヨ
o
)
、

『韓

國
巨

石
文

化

源

流

到

研

究

』

(壁

号
囲

層

呈
糾
廻

己
T
到

q

子

寓
曽
昌
、σq
昆

評
o
ω
o
犀

ヨ
巨

ゴ
≦
鋤

芝
o
ξ

=

9

団
o
昌
ひq
二
)
、

妊
号
叫

且

(韓

國
学

報

)
、

一
〇

1

一

一
、

一
九

八

一
年
、

五

五

ー

七

八
頁
。

(
911
)

か

つ
て

ソ
ウ

ル
国
立

大
学

教

授

で
あ

っ
た
金

元
龍

は
、
近

代
朝

鮮

考
吉

学

の
父

と
呼
ぼ

れ

て

い
る
。

一
九

七
三

年

の
出

版

以
来

、
版

を
重

ね

て

い
る

『韓

國

考

古

學
概

説

』

(
一
九

八
六

年

、
第

三

版
)

が

彼

の
最

大

の
貢
献

で
あ

る
。

彼

は

ま
た
、

一
九

七

三
年

の
創

刊

以
来

、
過

去

と

現
在

を
問

わ

ず
朝

鮮

考
古

学

に
お

け

る
主
要

な
発

見

を

総

括

し

て
き

た

『韓

國

考
古

學

年

報

』

(
ソ
ウ

ル
大

学
考

古
学

・
人
類
学

部
、

一
九
七

四
-

九

二
年

)

の
編
集

主
任

で
も
あ

る
。

(021
)

李
基

白

教
授

は
、

一
九

七
六

年
初

版

の

『
韓

國
史

新
論

』

で
知

ら

れ

て

い
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る
。

ハ
ー
バ

ー
ド
大

学

の
ワ
グ

ナ

ー
教
授

に
よ

っ
て
、

一
九

八
四
年

に

ハ
ー
バ

ー
ド
大

学

出

版

(第

二
版

は
韓

国

で
)
、
英

語

訳

も
出

版

さ
れ

て

い
る
。
本

書

は
、

現
在

で
も

最

も
影

響
力

が

あ

り
、
広

範

に
歴

史

史
料

を

読
解

し
、
著

者

の

い
う

「
新

し

い
枠
組

み
」

に

よ

っ
て
朝
鮮

史

を
説

明

し

て

い

る
。

こ
こ

で

い
う

「
新

し

さ
」

と

は
、

植

民
地

時

代

の
日

本

人

に

よ

る
朝

鮮

の
過

去

の
読

解

と
対

立

さ
せ

て

い
る

こ
と

は

い
う

ま

で
も

な

い
。

李

基
白

は
ま

た
、
朝

鮮
戦

争

後

の

朝
鮮

の
歴
史

編

纂

問
題

に

関

し

て
も
著

作

を
残

し

て

い
る

(李

基
白

磯
一

閑
竿

び
9
①
ぎ

『
民

族

竍

歴

史

』

㍉

α
Φ
β

』

ミ

ミ

ミ
の&
建

.
ミ

き

ミ
鼻

畦
9
ω
・
国
α
≦
贄

α

芝

・
ぐ
引
鋤
ひq
づ
Φ
同
≦
律
『
国
α
髫
餌
「
鎚

ω
げ
巳
氤

"
〇
四
ヨ

び
ユ
α
ひq
ρ

口
蝉
同く
鋤
目
匹

d
巳

く
Φ
屋

詳
賓

芍
同
Φ
ω
ρ

一
㊤
○◎
ド

)
。

(121
)

姜

萬

吉

(を

暗

4

丙
彗

ぴq

竃

鋤
『

αq
ε

編

、

『分

斷

時

代

釧

歴

史

認

識

』

(日
τ
吐

刃

司

潮

帽
「
朴

剋

刃
「

勺
⊆
づ
α
"
昌

ω置

餌
①

三

団
○
吋
ω
鋤

ぼ

ω
涛

)
、

刈

oτ

(oD
Φ
o
巳

)
、

を

寿
「斗

田
田
噌

.
(O
げ
げ
昌
讐

餌
犀

困
妻
9

嘗
O
ぜ
0
5
ひq
)
。

(
221

)

ω
$

b
げ
Φ
昌

ω
げ
Φ
口
昌
鋤
P

匡

§
ぎ

S

蠧

軌ミ

N
§

こ

匙
ら
誨
僑qっ
な

qミ
Nミ

ミ
N
軌§

§
-

職
営

O
§
軸

ミ
　
丶
ミ

＼
尸§
ぎ

S

N§

"
づ
○
.H
ρ

U
o
コ
α
o
昌

①
口
α

bd
o
ωけ
O
P

d
口
≦
言

=

く
b
日
鋤
P

一
㊤
Qo
Φ
・

(
321

)

℃
Φ
8

居
O
①
けげ
①
『
o
皀
Φ

鋤
昌
O

U
9
〈
こ

い
o
≦
Φ
昌
けゲ
巴

"
①
α
ρ

ぎ

職
職
8

鳥丶

ミ

恥

感
毳

ひ

O
§
鴨

き

丶
ミ

ト

§
譜
匙
8

N霪

℃
昌
o
.H
bO
"
い
o
昌
住
o
昌

9
5
α

bd
o
ω
8

P

d
ゴ
≦
ヨ

H宀
賓
H口
鋤
尸

目
Φ
り
P

(
421

)

日
鼠
ひq
ぴq
Φ
お

ト

ミ
ぎ

鳴
ミ
龕

帖ミ

N
ミ

o
鑓

譜
き

b
・H
刈
卜

(521

)

奪

ミ

(621

)

=
二
ひq
げ

〉
・
H≦
pρ
o
U
o
二
σq
巴
尸

肉
轟
9
ミ

ミ
蝿
ミ

§

蠶

丶画的討

ミ
的
討
建

、

ぎ

-

誉

§
P

§

ミ

o
ミ
勲

勸
ミ
駄

郎

鑓

登
1
い
§

o
§
。。
M
=
鋤
昌
o
<
Φ
お

Z
●
国

4

d
巳

く
9

ω津
《

℃
「
Φ
ω
ω

O
h
Z

Φ
≦

国
昌
ひq
冨

口
P

H
㊤
Q◎
N
.

(
721

)

ゆ
O
H
⇒
9
『
α

い
①
≦
δ
}

募

ミ
δ
丶

蕊
§
　鳴
§

富

蕊
鼻

ミ

8

◎
軸
ミ
鼻

"ミ
蛇
Q
謡
紺
駄
鴇

℃
ユ
昌
O
Φ
けO
梦

Z
q
∴

勺
江
P
O
Φ
叶
O
口

d
ゴ
一く
①
「ω
詳
《

℃
『
①
ω
ω
層
H
㊤
刈
㎝
・

(
821

)

裴

炯

逸

(剛

噌

。-
己

=
《
§

伽q
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(付
表
)

日
本

の
考
古
学
的
調
査
年
表
/
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
保
護
活
動

(
一
九
〇
〇
1

一
九
四
五
)

編
集
/
広
瀬
繁
明

(木
曜
ク
ラ
ブ
)
・
吉
井
秀
夫

(京
都
大
学
考
古
学
科
)

朝鮮の過去をめ ぐる政治学

一
九
〇
〇
年

八
木
奘
三
郎
に
よ
る
朝
鮮
半
島

の
調
査

(
一
九
〇

一
年
も
)
。

一
九
〇
二
年

関
野
貞
に
よ
る
最
初

の
美
術
工
芸

・
建
築

一
般
調
査

(京
城

・

開
城

・
釜
山

・
大
邱

・
伽
耶
山

・
慶
州

で
寺
院

・
廟

・
宮
城

・
墳
墓
な
ど
を

調
査
)
。

一
九
〇
五
年

満
洲

・
輯
安

で
鳥
居
龍
蔵
が

高
句
麗

の
城
址
を
最
初

に
発
見
、

広
開
土
王

(好
太
王
)
碑
を
踏
査
。

一
九
〇
六
年

今
西
龍
に
よ
る
慶
州
古
墳

の
初
調
査
。

一
九
〇
七
年

今
西
龍

に
よ
る
金
海
貝
塚

の
発
見
。

一
九
〇
八
年

昌
慶
宮
内
に
李
王
家
博
物
館

と
動
植
物
園
を
設
置
。

一
九
〇
九
年

古
蹟
保
存
を
目
的
と
し
た
関
野
貞

・
谷
井
済

一
・
栗
山
俊

一
に

よ
る
朝
鮮
全
域

の
初

の
組
織
的
調
査

(美
術
工
芸

・
建
築

・
墳
墓
な
ど

の
等

級
付
け
と
時
代
区
分

の
開
始
)。

一
九

一
〇
年

韓
国
併
合

(現
在

の
韓
国
に
お
け
る
す
べ
て
の
考
古
学
的
、
歴

史
的
調
査
、
あ
る
い
は
出
版
事
業

は
、
当
時

の
朝
鮮
総
督
府

の
指
導

に
よ

る
)。

朝
鮮

の
教
科
書
執
筆

の
た
め
に
朝
鮮
文
献
史
料

の
収
集
を
開
始

(
一
九

一
〇

ー

一
六
、
小
田
省
吾

の
指
導
)。

朝
鮮

の
金
石
文
と
歴
史
資
料

の
収
集

の
た
め
、
鳥
居
龍
蔵

(
一
九

一
一
)
・

今
西
龍

(
一
九

=

)
・
黒
板
勝
美

(
一
九

一
五
1
)
を
派
遣
。

一
九

二

年

鳥
居
龍
蔵
が
朝
鮮
全
域
に
わ
た
り
考
古
学
的
、
歴
史
的
資
料
を

調
査

(先
史
遺
物
と
遺
跡
を
初

め
て
発
見
す
る
)。

黄
海
道
沙
里
院
で
漢
時
代
帯
方
郡
治
の
唐
土
城
と

「帯
方
太
守
張
撫
夷
」
銘

磚
を
発
見
。

朝
鮮
寺
刹
令
を
発
布

(寺
院

・
庵

を
統
治
す
る
最
初

の
保
護
法
令
)
。
こ
れ

は
朝
鮮
総
督
府
の
寺
刹
調
査
史
料

(寺
院
関
係
記
録
史
料
)
調
査
に
基
づ
く
。

一
九

一
二
年

肝
城
里
で
高
句
麗

の
装
飾
古
墳

(蓮
華
塚
)
を
調
査
。

最
初

の
組
織
的
高
句
麗
時
代

の
発
掘
調
査
開
始

(江
西
三
墓
里

で
壁
画
古
墳

を
発
見
)
。

石
窟
庵

の
修
復
事
業
開
始

(以
後

一
六
年
間
)。

一
九

=
二
年

輯
安

で
高
句
麗
古
墳
の
調
査

(関
野

・
谷
井

・
栗
山

・
今
西
)。
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平
安
南
道

で
楽
浪
土
城
と
禾
占
嬋
県
銘

の
石
碑
を
確
認
。

一
九

一
五
年

景
福
宮
内

に
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
を
設
置
。

百
済
陵
山
里
古
墳
群

の
調
査

(関
野

・
黒
板
)
。

一
九

一
六
年

古
蹟
調
査
委
員
会
を
設
置

(考
古
学
的
、
歴
史
的
調
査

・
収

集

・
古
蹟
登
録

・
発
掘
調
査
を
監
督
)。

古
蹟
及
遺
物
保
存
規
則
を
公
布

(最
初

の
包
括
的
保
護
法
令
)。

関
野
貞
ら
に
よ
る
楽
浪
古
墳

の
発
掘
。

慶
州

で
皇
龍
寺
址

・
四
天
王
寺
、
全
羅
南

道

で
松
広
寺

の
測
量
調
査

(黒

板
)。

一
九

一
七
年

百
済
の
陵
山
里
王
陵
を
調
査

(谷
井
)。

過
去

の
王
都

の
遺
跡

・
廟

・
古
墳
墓

・
宮

城

・
城
址

・
寺
院
管
理
の
保
護
規

則
。

羅
州
潘
南
面
古
墳
群

の
調
査

(谷
井
)。

威
安

(今
西
)
・
高
霊

・
金
海

(黒
板
)

で
任
那

(伽
耶
)

の
墳
墓
を
発
掘
。

一
九

一
八
年

慶
州

で
新
羅

の
墳
墓
発
掘

開
始

(積
石
木
槨
墳

11
黒
板

.
原

田
)。

星
州

・
高
霊

・
昌
寧
で
任
那

(伽
耶
)

の
墳
墓
を
発
掘

(谷
井

・
濱
田

.
梅

原
)。

仏
国
寺

の
修
復
事
業
開
始

(以
後
八
年
間
)。

一
九

一
九
年

日
本
で
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
を
発
布
。

一
九
二
〇
年

慶
尚
南
道
梁
山
で
夫
婦
塚
を
発
掘

(馬
場

・
小
川
)。

金
海
貝
塚
を
発
掘

(濱
田

・
梅
原
)
。

金
石
併
用
時
代
を
命
名
。

慶
州
入
室
里
で
青
銅
器
群
を
発
見
。

一
九
二

一
年

慶
州
で
金
冠
塚
を
発
掘

(濱
田

・
梅
原
)。

朝
鮮
総
督
府

に
古
蹟
調
査
課
を
設
置

(
一
九
二
四
年
廃
止
)
。

一
九
二
一二
年

日
本
で
関
東
大
震
災
お
こ
る

(以
後
、
総
督
府
は
緊
縮
財
政
政

策
と
な
る
)。

一
九
二
四
年

慶
州

で
金
鈴
塚

・
飾
履
塚
を
発
掘

(小
泉

・
沢
)。

楽
浪
石
巖
里
古
墳
五
基
発
掘

(藤
田

・
小
場
)、
「楽
浪
ブ
ー
ム
」
お
こ
る
。

一
九
二
六
年

慶
州
で
瑞
鳳
塚
を
発
掘

(藤
田

・
小
泉

・
沢
)。

朝
鮮
総
督
府
博
物
館
慶
州
分
館

(諸
鹿
央
雄
)
設
置
。

一
九
三

一
年

楽
浪
彩
篋
塚
を
発
掘

(小
泉

・
沢
11
平
壌
研
究
所
)
。

朝
鮮
古
蹟
調
査
研
究
会
設
置
。

一
九
三
二
年

百
済
博
物
館

(大
坂
金
太
郎
)
開
設
。

一
九
三
三
年

朝
鮮
宝
物
古
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
会
令
を
公
布
。

公
州
宋
山
里
で
百
済
墳
墓
を
発
掘

(軽
部
慈
恩
)。

一
九
三
四
年

金
海

で
遺
跡
発
掘
、
石
棺
墓

・
墓
壙
と
金
海
式
土
器

の
命
名

に

つ
な
が

る
甕
棺
墓
を
調
査

(榧
本
)。

平
壌
府
立
博
物
館

(小
泉
顕
夫
)
開
設
。

一
九
三
九
年

、全
羅
南
道
羅
州
潘
南
面
で
甕
棺
墓
を
発
掘

(有
光

・
沢
)。

朝
鮮
総
督
府
博
物
館
扶
餘
分
館
開
設
。
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一
九
四
〇
年

輯
安
で
高
句
麗
時
代

の
舞
踏
塚
を
発
掘
。

一
九
四
三
年

朝
鮮
総
督
府

の
最
終
登
録
総

数
は
五
九

一
件

(宝
物
三
四
〇
件
、

古
蹟

一
〇

一
件
、
古
蹟
及
名
勝
三
件
、
名
勝

一
件
、
天
然
記
念
物

一
四
六

件
)。

朝鮮の過去をめ ぐる政治学
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